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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●キャラクター紹介




雨あま神がみ丈たけ斗と…………紅べに椿つばき学園妖よう魔ま術じゆつクラブの部員。サヤたちとの出会いがきっかけで、妖よう怪かいが見えるようになる。




彩さい音おん寺じ夏なつ芽め………丈斗のガールフレンド。妖怪化してしまい、周囲の人間の記き憶おくからその存在自体が消えている。




九く堂どうよしえ………妖魔術クラブの部員。財ざい閥ばつの令嬢で妖怪おたく。肉体がサイボーグ化されている。




桜さくら宮みやサヤ…………妖魔術クラブの部員。異常なウサギ好きであるが、本物のウサギをかわいいとは思っていない。




遊ゆう天てん童どう子じ…………巨大な番ばん傘がさを背負い、ウエイトレスの姿をした美び貌ぼうの妖怪。丈斗の先祖で何百年も生きている。




霧きり山やま遊ゆう子こ…………妖魔術クラブの創設者。後こう輩はい部員に、異星のテクノロジーを駆く使しした退たい魔ま法ほうを伝えて卒業。




雨あま神がみ妙たえ子こ…………丈斗の妹。五歳の時に妖怪化し、家族の記憶から消えてしまった。なぜ妖怪になったのかは謎なぞ。
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　嫌いやな匂においがした。

　その細い路地の奥からだった。

　人を食わない妖よう怪かいは日だまりの土のような匂いがするが、人を食う妖よう魔まは腐くさった油のような匂いを出す。

　──つまり死し臭しゆうである。

（見つけた……）

　丈たけ斗とは自転車を止め、路地の奥へと足を踏ふみ入れた。

　人ひとりがやっと抜ぬけられるほどの幅はばしかない、薄うす暗ぐらい雑居ビルの路地である。

　踏みしめるたびに、靴くつの下でガラス片や薄く潰つぶれた空あき缶かんが鳴る。

「……なんだよ。たった、こんだけかよ」

　声が聞こえた。若い男の声である。

　路地奥の角を曲がると、ぽっかりと十畳じようほどもある空間が、中庭のように広がっていた。建物に囲まれているため、もはや使いみちのない空き地である。

　そこに、五人の男たちがいた。四人の学生と、ひとりの中年男性である。

　いかにも不良らしきふてぶてしい顔つきの三人の高校生たちは、壁かべを背にうつむいている小こ柄がらな学生を取り囲んでいた。

（恐きよう喝かつか……）

　妖魔狩がりをはじめてから、よく目にする光景である。

　財さい布ふを握にぎって、ただうつむいている小柄な学生へ目をむけ、丈斗は助けないことを決めた。

　助けても意味がない。この場を救っても、いずれまた、この学生は別の不良たちの餌え食じきになる。自分から抵てい抗こうしようとする気がない以上、彼は食われ続けるしかない。

　それは、妖魔と人間との関係にも似ている。

　両親や教師、警察などへ訴うつたえる勇気さえ持てば、状じよう況きようは改善してゆく。だが、恐おそれとあきらめと、金を出すというその場しのぎで、すべて終わらせようとしている。

　つまり、ただ楽な方向へ逃にげているのだ。

　理り不ふ尽じんな力と、はじめから戦おうとしない。

　方法はどうであれ、歯向かう意志を持った者には、不良も妖魔も手出しをためらう。

　不良たちも逃げている。本当に金が欲しいのであれば、バイトをする方が安全かつ確実に金を作ることができる。恐喝は、万引きと同じように、鬱うつ屈くつを晴らすためのゲームでしかない。

　しかし、それで気が本当に晴れるわけでもない。結局、不良たちも、ただ楽な方法を選んで、逃げているだけのことである。

　立場はちがうが、そこにいる者たちの肩かたには、同じような妖怪が数種類、憑ついていた。

　主に黒い藻ものような妖怪たちである。妖怪たちは、憑いている人間から気力を奪うばい、苛いら立だちを与あたえる。

　それが丈斗には、はっきり見えていた。

　その肩を丈斗が叩たたけば、埃ほこりのように簡単に、妖怪たちを落とすことができる。しかし、丈斗はそれをするつもりもない。

　それも意味のないことであるからだった。

　逃げている限り、また同じ妖怪にたかられるのである。結局どこかで、自分の力で払はらい除のけようとしない限り、救われない。

　最終的には、路地の突つき当たりにいる、その中年男のように、妖怪たちの代かわりに妖魔を背負うことになる。

　五分刈がり頭の四十過ぎの男だった。裏返したビールケースの上に腰こしを降ろしている。

　右の頰ほおに大きく古い傷きず跡あとがあり、顔が少しゆがんでいた。ヤクザにしては、みすぼらしい姿である。

「あん？　誰だれだよ、おまえ？」

　下から見あげるような目つきで、男が丈斗へ声をかけた。

　その声で、学生たちが丈斗の方へ視線をむけるが、なにも見ることができない。

　気配を妖怪と同じように、すべて消しているからである。今の丈斗の姿は、人間の目には認にん識しきできない。

　すぐに学生たちは、男が声をかけたということさえも、忘れてしまう。

　しかし、妖魔に憑かれている男には、丈斗の姿がはっきりと見えていた。

　男は黒いバッグを引き寄せ、中から白い包みを取り出す。おもむろに開き、銀色に光るそれを丈斗へむけた。

「聞こえねえのかよ、兄ちゃん？」

　44口径らしき、回転式リボル拳銃バーである。

「や、やめてくださいよ。ヒロさん」

　不良学生のひとりが、自分たちにむけられたものだと思い込み、声を震ふるわせて壁に張り付いた。

「どうだ？　すごいだろ？　ダチから買ったんだぜ。これで一発、パチンコ屋の換かん金きん所を襲おそってやろうかと思ってよ。44口径ナガトモ・スペシャル、ダブルアクションってんだ」

　自じ慢まん気に男が笑う。

　そんな名前の銃じゆうは無い。モデルガンの部品を真似まねて、作りあげた手製の銃である。それを示すように、銃の側面にはなんの刻印もない。

「おい、兄ちゃん。震えてねえで、名前くらい言いなよ」

　丈斗は男を見み据すえて言った。

「雨あま神がみ丈斗」

　男は顔色を変えて、銃口を丈斗へむけた。

　そして、なにも言わず、──撃うった。

　轟ごう音おんが響ひびく。壁に張り付いた不良学生の足元で、弾だん丸がんが跳はねて、上へそれる。

　まっすぐ構えていたにもかかわらず、その弾だん道どうは狂くるいきっていた。

　学生たちが悲鳴をあげると同時に、丈斗は男へむかって駆かけだす。

　男の背後に妖よう魔まの顔がちらりと見えた。馬のように、異様に顔の長い人型の妖魔である。

　駆けて来る丈斗へむけて容よう赦しやなく、二発目の弾丸が放たれた。

　弾丸は同じように大きく狙ねらいをそれる。しかし妖魔は妖よう力りよくを使って、無理やりその弾丸を、丈斗の頭へとむけ直してくる。

　だが、丈斗の結界がその妖力を弾はじいた。弾丸は丈斗の髪かみをかすめ、後ろへと流れてゆく。

　三発目、男は撃つことをためらった。二発が限度だと、それを作った友人から言われていたからである。

　続けて三発撃つと、暴発するかもしれない。恐きよう怖ふが、操あやつられていた男の意識を覚かく醒せいさせた。

「撃てー」

　鳥の鳴き声のような甲かん高だかい妖魔の声が響き、男は三発目の引き鉄がねを絞しぼろうとした。

　一いつ瞬しゆんはやく、丈斗の右手が銃のシリンダーをつかんだ。シリンダーが回転しないため、次が撃てない。

　遊ゆう天てん童どう子じからもらった丈斗の右手が、本来の握あく力りよくを発揮して銃を握にぎり潰つぶしてゆく。

　いびつに曲がったシリンダーが、銃の横からこぼれ落ちると、男は甲高い悲鳴をあげた。

　同時に、背後から妖魔が上へと逃にげる。

　丈斗は悲鳴をあげている男の肩を踏ふみ台にして、飛んだ。一気に二階の窓まど枠わくへ──。

　踏み台にされた男は、その反動で額を地面にぶつけ、そのまま沈ちん黙もくする。

　妖魔は四階建てのビルの屋上をめざし、イモリのようにすばやく壁かべを這はい昇のぼってゆく。

　二階の窓枠を右手でつかんだ丈斗は、その腕わん力りよくだけで、妖魔を飛び越こえて屋上へと飛んだ。

　屋上へあがって来た妖魔は目の前に立つ丈斗の姿を見て、顔をゆがめ、身を固くした。

　人間の男の姿をした妖魔である。異様に顎あごが長く、その先だけが黒く尖とがっていた。上半身は裸はだかで、擦すり切れたジーンズのようなものを穿はいてる。

　妖魔は胸から無数の黒いトゲを突き出し、戦せん闘とう体勢を取りかけ、──やめる。

　勝てないことを、すぐに悟さとったからである。

　丈斗が右手をかざすと、妖魔は両手をついて頭をさげた。

「助けてください。もうしません。人間、食いません。悪さもしません。もうしません。お願いします。お願いします。助けてください」

　自分の罪をそこで償つぐなおうとするかのように、妖魔はコンクリートの床ゆかにいくども額をぶつけて、謝り続ける。

　額が割れ、血が妖魔の顔を赤く染めた。

　けれど、丈斗は妖魔を信じようとはしない。

「おまえ、今まで何人、人を食ったんだ？」

　丈斗がそうたずねると、妖魔は両手を広げて言った。

「まだ、たったの十人です」

「じゃあ、ダメだな。人間の世界なら、確実に死し刑けいだよ」

「私は妖怪です。人間の法律にあてはめないでいただきたい」

「そうかもしれないけど……。どうせまた、俺の見てないところで食うんだろ？」

「絶対に！　絶対に、そのようなことは、絶対に！　わたしくは、改心しました。今後はあなた様の使い魔として、働きます。ですので、どうか、どうか、お助けください」

　その言葉に、少しだけ心がゆれた。

　しかし……。

「悪いけど。俺、あんたの妖よう魂だまが必要なんだ」

　右手をかざし、丈斗はエノク語を唱えはじめた。

　空気中のエレメントが、左手に集まり、そして右手へと蓄ちく積せきしてゆく。

　丈斗は様々な妖魔術を、霧きり山やま遊ゆう子こがクラブのために残したテキストから学んだのである。

　それはエノク語で書かれ、ディスクに保存されていた。

　まだ早い、と九く堂どうがテキストの存在を隠かくしていたが、妖力を得た丈斗にとって、ディスクを見つけ出すことはたやすかった。書かれている内容も、エノク語さえ覚えれば理解することは難しくない。

　妖魔術の基本は、自分の精神から放たれるエレメントを、あたりに漂ただよっているエレメントに同調させ、力へと変えることにある。

　それにはまず、指で印をつくって精神を集中させ、呪じゆ文もんを唱えて、自分のエレメントを自在に操れなくてはならない。

　呪文をより効果的に発音できる言語、それがエノク語だった。けれど、自分のエレメントを操るのが目的であるため、人によっては、必ずしもエノク語が効果的とは限らない。

　達人になると、唱えることさえも不要になるという。

　丈斗が戦闘体勢に入ったのを知り、妖魔がその本性をあらわしはじめた。

　グガーッ！

　甲高い叫さけびをあげ、胸から無数の黒く太いトゲを突つき出す。トゲはすぐに、口のようにふたつに割れ、それぞれが騒さわがしく鳴きだした。

　ガーッ！　ガーッ！　ガーッ！

　トゲではない。体から突き出したのは、いくつものカラスの頭だった。

　──同時に妖よう魔まは、長い顎を前へつきだし、上下へ開いた。やはりそれも、巨きよ大だいなカラスの嘴くちばしである。

　丈斗は危険を感じ、エレメントの蓄積を止めて、自分の周りに結界を作った。

　体を覆おおう、半球ドーム型の結界である。

　真っ赤な嘴の中を晒さらしながら、妖魔が鋭するどく鳴いた。

　ガーッ！

　鳴き声に含ふくまれた強い妖力を受け、結界が水面のように震ふるえる。

　それを見て丈斗は、妖魔がその結界を破るだけの力を秘ひめていることに気づいた。

（こいつ、さっきより妖力を強めてる……）

　それは、怒いかりのせいだった。半妖怪でしかない丈斗という存在に討うたれてしまうという、強い嫌けん悪おと怒りが、妖魔の妖力をわずかに強めたのである。

　妖魔は巨大な嘴を丈斗へむけ、飛んだ。

　結界を破るために──。

　丈斗はエノク語を唱えるのをやめ、自分の結界を最大限に強化できる、その特別な言葉を口にした。

「夏なつ芽め！」

　一いつ瞬しゆんだけ輝かがやき、強化された結界に妖魔の嘴が弾はじかれた。

　妖魔はそのまま、黒い翼つばさを広げ、上へむかって飛ぶ。

　助けてくれ！　と叫んでいるように悲痛な鳴き声をあげながら──。

　丈斗は結界の上部を開くと、逃にげてゆく妖魔へ右手をかざし、心の中で『エウーハ』と唱えた。

　エレメントの閃せん光こうが右みぎ腕うでから飛び、妖魔を撃うち抜ぬく。

　すべての力を無くした妖魔の体が、黒い棉わたのようにゆっくりと空から落ちて来た。

　丈斗はエノク語の続きを唱え、妖魔の体を石いし粒つぶへと変える。ゴルフボール大の妖魂だった。

　落ちて来た黒い妖魂を手にした丈斗は、それを空にかざしてつぶやいた。

「なにがたったの十人だよ。この大きさなら、三十人は食ってるぞ」

　そっと皮の袋ふくろに詰つめ、シャツの胸ポケットへと収める。

　七月に入ってから、すでにふたつめの妖魂である。

（待ってろよ夏芽。もうすぐだ。あと二十個、いや、これと同じ大きさなら、十個くらいで足りるはずだ）

　それだけの妖魂を集めることができれば、夏芽を人間に戻もどすことができる。

　その方法もまた、霧山のテキストから学んだことだった。

　夏芽を早く人間に戻したいという思いが、丈斗を強ごう引いんな妖魔狩がりへと駆かり立てていた。
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　夏休み前だというのに、七月に入るとすぐ去年の最高気温を超こす猛もう暑しよが続いた。

　そのため冷れい暖だん房ぼう設備のないクラブ校舎は、生徒が寄りつかず、物置と化した。本校舎からだいぶ離はなれているのも、その理由のひとつである。

　けれどただ一室、窓もカーテンも閉め切って集まっているクラブがあった。

『郷土研究クラブ』という札をかかげてはいるが、それが名ばかりであることは、ドアいっぱいに張られたまがまがしい退たい魔ま円えんが物語っている。

　そのドアの前へ立つたび、丈斗は退魔円から出ている力を感じた。磁石の同じ極を近づけているかのような抵てい抗こうである。

　退魔円が、半妖よう怪かい化した丈斗を近づけまいとしているのだ。

（完全に妖怪化したなら、俺はこのドアを開けることができないかもしれない）

　そんなことを思いながら、丈斗は退魔円の力を押し返し、ドアノブに手をあてた。

　その時──。

　黒い煙けむりの塊かたまりのような物が、丈斗の横をとおり過ぎた。

（あ、まただ）

　最近、なぜかよく見かける妖怪である。

　妖怪だろうと決めつけているが、丈斗にもその確信がない。不思議なことにまったく、妖よう気きが感じられないのである。本当に、黒い煙草たばこの煙のような存在だった。

　しかしただの煙が、あんな空を滑すべるような動きをするはずがない。

　廊ろう下かの奥で、煙玉はふいにその姿を消した。

　その消え方も、他ほかの妖怪たちとはちがう。

（あれは、どういう妖怪なんだろう？　煙だから『煙えん羅ら煙えん羅ら』の一種か？　それとも『黒くろ玉たま』なのか？）

　害を与あたえる妖怪ではないため、丈斗もそう気にしてはいない。

　あたりには分類不可能な新種の妖怪たちで溢あふれている。見たこともない妖怪など、そうめずらしくはない。むしろ文ぶん献けんどおりの妖怪を見つけて、驚おどろくほどである。

（あとで、遊天にでも聞いてみるか）

　そんなことを考えながら部室のドアを開けると、外気よりはやや涼すずしい風が流れて来た。

　財ざい閥ばつの令れい嬢じようである九堂よしえが、こっそりと自費で付けたエアコンのおかげである。しかし、今年の猛暑には文明の力も勝てないらしく、室温は三十度以下には下がらない。

　エアコンから出る頼たよりない冷気にむかって、シャツの胸むな元もとを大きく開けたサヤが放心状態となっている。──にもかかわらず、大きなウサギのヌイグルミだけは、しっかりと腕うでに抱かかえて離さない。

「先せん輩ぱい、もっとハイパワーなエアコンを、部費で買いましょう」

「却きやつ下か！」

　ノートパソコンを叩たたきながら、九堂が冷たく言い放つ。

　部室は八畳じようほどの大きさで、そう広くはない。それなのに、入って来た丈斗にふたりはまったく気がつかない。

　それも、妖怪化のせいだった。気を張っていないと、存在感が薄うすくなってしまうのである。

　丈斗は、少し荒あらっぽくドアを閉ざし、中のふたりに存在を示した。

「あ、雨神さん」

　サヤがあわてて丈斗に背をむけ、シャツの胸元を直す。

「十七分の遅ち刻こくですよ、雨神さん」

　九堂が眼鏡めがねを指で押しあげながら、厳しく言い放つ。

　しかし、頭の上に突つき立っているウサ耳が、その緊きん張ちよう感を壊こわしていた。

　部室内では、全員がウサ耳を着用することが、会則に定められているのだ。

「悪い。ちょっと妖よう魔まがさ、うろうろしてて……」

　そう言いわけをしながら、椅い子すに座ろうとした丈斗に、サヤが叫さけぶような声で忠告した。

「雨神さん、ウサ耳！　ウサ耳！」

　壁かべにかけられた丈斗専用のウサ耳を指さす。

（なんだって、こんな物を頭に付けなきゃならないんだよ）

　小さくため息をつきながら、丈斗はウサ耳を手にした。そのたびに思うのである。

（ここは妖魔術クラブで、ウサ耳クラブじゃないんだぞ！）

　しかし、なぜかそれが会則の第一条なのである。

　決めたのはもちろん、桜さくら宮みやサヤだった。

　妖魔術クラブに入会して初めて、サヤが会長であるという事実を丈斗は知った。

　前会長だった霧山遊子が、卒業まぎわに、サヤを会長にしたのだという。理由は、九堂よりも妖よう力りよくがあり、学年が下のサヤの方が、長く会長に就任していられるから──というものだったらしい。

（それにしたって、なんでウサ耳なんだよ！　なんで自分の趣しゆ味みを会員におしつけるんだよ！）

　ヘアーバンド式のウサ耳を、頭に付けながら丈斗は心の中で叫んだ。
















（こんな姿を級友に見られたら、絶対に言われるぞ。変態クラブのウサ耳男！）

　妖怪が見えるようになり、生活が一変して数ヶ月が経たつ丈斗ではあるが、このウサ耳だけは今だに、どうしても慣れることができない。

（寝ね癖ぐせのように変な跡あとが頭に付くし、夏場は暑苦しいし……）

　ウサ耳を付けた丈斗を目にしたサヤが、満足そうに微笑ほほえむ。

　その笑え顔がおがさらに丈斗を、いいように弄もてあそばれているような気分にさせるのである。

「さあ皆みなさん、早く席についてください。今日は審しん議ぎしなくてはならない議題が山積みなのです。まず一学期中における活動の反省と、二学期における大まかな活動予定、および夏休みの合宿の時間割りなどを……」

　パソコンの画面を、ふたりへむけながら、九堂が議題を進めようとする。

「あ、ちょっと待ってくれよ」

　ふと思いつき、丈斗は手をあげた。

「なんですか雨神さん？」

「会則の見直しって、確か、学期ごとじゃないのか？」

「そうですけど、なにか見直す会則がありますか？」

「これだよ。これ。会則の第一条」

　頭の上のウサ耳を指さして丈斗がそう言うと、九堂も、はっ、と目を輝かがやかせた。

「あ、なるほど！　雨神さん、それはとてもいいところに気づきましたね。今期からは部員も増え、多数決という民主的な決議が可能となったことですので……、では、さっそく。クラブ会則の第一条に異議があり、廃はい止しに賛成の方は挙手を」

　当然のことのように、丈斗と九堂がすばやく手を挙あげる。

「過半数を超こえましたので、これにて会則第一条の廃止が決定しました」

　ふーっ、やれやれ、とふたりがウサ耳を外すと、茫ぼう然ぜんと見ていたサヤが立ちあがって絶ぜつ叫きようした。

「嫌いやーっ！」

「ダメですよサヤさん、これは民主的に……」

「嫌ーっ！　絶対に、ずるーい！」

「ずるくありません」

「そうだよ。どこがずるいんだよ。二対一で決定だろ」

「でも、ほら、サムくんを入れると、二対二です」

　そう言いながら、抱かかえているヌイグルミの手をパタパタさせる。

「サヤさん、残念ながらサムくんは妖魔クラブの会員ではありませんよ」

「って言うか、ヌイグルミだろ。ヌイグルミ」

「サムくんがダメなら、ウーちゃんや、ハヤくんや、赤耳ブラザースや……」

　クロゼットを開けたサヤが、雪崩なだれのように中から溢あふれ出てきた大小様々なウサギのヌイグルミに埋うもれる。

「サヤさん、その方たちもすべて部外者です。皆さん、ただの居い候そうろうですよ」

「って言うか、全部ヌイグルミだろ。ヌイグルミ」

「そんなの嫌ーっ！」

　サヤが号ごう泣きゆうして大おお粒つぶの涙なみだをこぼす。高校二年生とはとても思えない、小学生のような泣きっぷりである。

「……仕方ありませんね。サヤさんにも心の準備があることでしょうし……。とりあえず、今学期いっぱいは、このまま、ということにしておきましょう」

　と、九堂がウサ耳を頭に戻もどした。

「なんで泣き落としに屈くつ伏ぷくするんだよ」

　丈斗がそう言うと、サヤが泣き声のボリュームを容よう赦しやなくあげた。

「雨神さん、来週から夏休みです。とりあえず、数日の我が慢まんです」

「そうやって甘やかすから、会長の権限を悪用してつけあがるんだぞ」

「嫌ーっ！」

　サヤが激しく手足をバタつかせ、床ゆかで暴れはじめた。まるでだだをこねる幼よう稚ち園えん児じである。

「おい、やめろ。パンツ見えてるぞ」

　スカートが大きくめくれあがり、ウサギ柄がらの白いパンツが丸出しになっているが、サヤは暴れるのをやめない。退たい魔ま円えんの刺し繡しゆうのある、見られてもよい下着だからである。

　しかし丈斗には、その違ちがいがどこにあるのか、さっぱりわからない。

「もういい。わかった。だけどな、二学期からは絶対に、絶対に付けないぞ！」

　丈斗は大きくため息をついて、ウサ耳を頭に戻した。

　ぴたりと泣き声を止めたサヤが「えへっ」と満足そうな笑えみを浮うかべる。

（くそっ！　いつかウサギ鍋なべにして食ってやる）

「サヤさん、早く居候の方々をクロゼットに戻すのです。議題を進めますよ」

「はーい」と、元気に返事をして、サヤはヌイグルミたちを、クロゼットの中へひとつずつ戻していく。

「ウーちゃんがここで、ハヤくんはここ。えーと、えーと、たろう君は、どこかなー？」

　頭を撫なで、耳を撫で、手足をそろえ、丁てい寧ねいに詰つめてゆく。

　時間が掛かかりそうだと判断した九堂が、パンフレットを丈斗の前に差し出した。

「雨神さん、合宿の宿しゆく泊はく先が決まりました。ここです」

　馬ば首とう山ざんでの合宿を兼かねた妖よう魔ま退治が、八月十日から二泊三日で予定されている。それは丈斗も心待ちにしていることだった。

（これでひとつ、デカイ妖よう魂だまが手に入る）

　そればかりではない。霧山遊子という異星から来た妖魔術士と、やっと会えるのである。

（もしかすると、夏芽をもっと早く人間に戻す方法を、聞き出せるかもしれない）

　丈斗は合宿を待ち望み、居たたまれないほどの焦あせりと苛いら立だちを感じながら、差し出されたパンフレットを手にした。

『やすらぎの温泉宿、月つき兎う旅館』とある。

「うっ、この旅館もサヤの好みで決定したんじゃないのか？　兎うさぎってのがあやしいぞ」

「いえ、それは偶ぐう然ぜんです。馬首山には、三軒けんしか宿泊施し設せつがないのです。ひとつは一泊四万の高級旅館、もうひとつはお泊とまり八千円の連れ込みホテル。予算的にはこの連れ込みホテルでも構わないのですが……」

「おい！」

「はい、雨神さんが嫌がると思いまして、この月兎旅館となったわけです」

　ヌイグルミを詰めながら、サヤがぽつりと言う。

「でも、どっちにしても部屋がひとつだから、連れ込みホテルでも同じですよねー」

　それを聞いて丈斗が焦る。

「えっ！　男女、別じゃないのか？」

「クラブの限られた予算、少しでも節約しなくてはなりません」

「でも、学園にばれたら、やばいんじゃないのか？　これでも年とし頃ごろの男女だぞ」

「ばれなければ問題はありません。それとも、雨神さんはなにかそのようなハレンチなマネをする腹づもりがあるのですか？」

「いや、そんなことは絶対に……」

「なら問題はありません。どうしても部屋を別にと言われるのであれば、差額分の二万二千円を雨神さんが負担してください」

「えっ、そんなにちがうのか？」

「そうです。二泊ですし、この旅館も安宿ではありません。パンフレットの料金表をよく見てください」

　女性陣じんがそれでいいと言っているのだから、二万という大金を払はらってまで丈斗が別部屋を希望するほどのこともない。

（まあ、しょうがないか……）

　と沈ちん黙もくすると、サヤがヌイグルミの手足をたたみながら、ぼそぼそと言った。

「でも、同じ部屋って危険ですよねー。まちがって４Ｐってことにでもなったら、雨神さんも体力的に大変ですしー」

「おい！　そこでなに言ってんだよ！」

「ひとりごと、でーす」

「デカイんだよ。ひとりごとが。だいたい、いつまでもなにやってんだよ。そんなの適当に押し込んじまえよ」

「そんなのって、なんですか！」

　サヤが怒おこるが、丈斗にはそんなのと言いたくなるようなヌイグルミたちである。

　クロゼットの収納限度を超こえて押し込められているため、すべてのヌイグルミの頭が、「ムンクの叫さけび」のごとくいびつにゆがんでいるのだ。変色したり、カビで黒ずんでいるヌイグルミまである。

「だから、こんなのは、こうやってさっさと……」

　サヤを押しのけて丈斗は、ヌイグルミをまとめてクロゼットの中へ、ぐいぐい押し込こんでゆく。

「あーん、ダメー！　そんな無理に押し込んだって、入らないーっ！」

「なに言ってんだよ。こうして、強ごう引いんに……詰つめこんで……、ドアをむりやり閉めれば……。ほらみろ、入った」

　ボン！

　両開きのドアを撥はね開けて、中から飛び出したヌイグルミたちが、巨きよ大だいクラッカーを鳴らしたようにあたりに散乱する。

「だから無理だって言ったのにー！」

「って言うか、量が多すぎるんだよ。少しは減らせよ」

「どうしてそんなひどいことを言うんですか？　みんな、私の大切なソウルメイトなんですよ。鬼おに！　悪あく魔ま！　人でなし！」

「人でなしだとー！　ちくしょう、本当のこと言いやがったな。あー、そうだよ！　俺はどうせ半妖よう怪かいだよ！　棄すててやる！　こんなやつら、みんな棄ててやるぞ！」

　丈斗は大きなゴミ袋ぶくろを広げ、ヌイグルミをどんどん詰め込んでゆく。

「嫌いやーッ！　ダメー！　ごめんなさい！」

　サヤがしがみついて止めようとするが、丈斗の腕わん力りよくには敵かなわない。

「だいたいなんで、妖よう魔ま術じゆつクラブにウサギのヌイグルミが必要なんだよ！」

「ダメ！　ダメ！　嫌ーッ！　許してー！」

　その時──。

　パン、と小さく窓ガラスに小石のあたるような音を、丈斗は耳にした。

　背筋の冷たくなるような、嫌な予感が体の中をかけぬける。

（なんだ？）

　丈斗はヌイグルミの袋をその場に捨てると、急いで窓まど際ぎわへより、カーテンを開いた。

　窓の外には誰だれもいない。妖怪も妖魔も、見えない。

「どうしたんですか雨神さん？」

　九堂が問いかけるが、丈斗はなにも答えずに窓を開ける。

　開かれた窓から、ムッとする外の熱風と共に、小さな光のエレメントがひとつ、丈斗のもとへ飛んで来た。

　それが窓ガラスをノックしたものの正体である。

（夏芽？　俺を呼んでいるのか？）

　丈斗はすぐに気づいた。それが、花となってしまった夏芽の発するエレメントであることに。

「悪い、ちょっと行って来る」

　頭のウサ耳を外して、丈斗は二階の窓から芝生しばふの上へと飛んだ。

　強い胸むな騒さわぎにさいなまれながら、妖怪化の進んだ身体能力を発揮させて、丈斗は走る。夏芽のいる中庭へむかって──。

（どうしたんだ？　なにか起こったのか夏芽？）

　またひとつ、夏芽のエレメントが飛んで来るが、その意志は伝わって来ない。

　むせるような妖怪たちの匂においを、丈斗は感じた。

　中庭からである。無数の妖怪たちが、そこに集まっている。

（数十？　数百か？）

　その数はわからない。中庭を埋うめつくすほどの、数であることだけは確かである。
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　丈斗が近づくと、あたりにいた無数の妖怪たちは、道を開けるかのように左右へと飛び退のき、逃にげ去ってゆく。

「夏芽！」

　中庭のその場所へ丈斗が走りこむと、ひとりを残し、妖怪たちは姿を消した。

　残っていたのは遊天童子だった。丈斗に与あたえて失った右みぎ腕うでの袖そでを風になびかせ、植物と化した夏芽を見つめている。

「遊天？」

　呼び掛かけると、やっと気づいたかのように遊天童子は振ふりむいた。どこか、悲しげな表情だった。

「夏芽に呼ばれたのか？」

　丈斗がうなずくと、遊天童子は左手で夏芽を指さし、怒いかりをあらわした。

「俺は忠告したはずだぞ、丈斗！」

「どうしたんだよ遊天？　今の妖怪たちはなんだよ？」

「夏芽が半妖怪化している。たった数ヶ月で、この状態だ。どうして俺の忠告を無視して、妖よう魂だまを集める！」

　夏芽の花は枯かれ、枝のように黒ずんだ茎くきだけが残っていた。それは、夏芽の新たな肉体が、その下の地中に出来つつあることを示している。

「それのどこが悪いんだよ！　夏芽だって、早く人間に戻もどりたいはずだ」

「俺が言っているのは、そのためにおまえが、強ごう引いんな妖怪狩がりをしているということだ」

「強引？　俺が退治しているのは人を食う妖魔だけで……」

　丈斗はすぐに妖怪と言い直す。遊天童子が、妖魔という言い方を嫌きらうからである。

　人に害をもたらす妖怪を妖魔と呼んで区別するのは、妖魔術クラブが勝手に決めた分類方法でしかない。妖怪である遊天童子にとっては、良いも悪いも妖怪は妖怪である。

「人を食う悪い妖怪だけだ。無差別に妖魂を集めてるわけじゃないぞ」

「妖怪が人を食うのは、あたりまえのことだ。別に悪いことじゃない。おまえたち人間だって、牛や豚ぶたを食ってる。それと同じだ」

「それと今の妖怪たちと、どう関係があるんだよ？」

「わからないのか？　おまえの妖怪狩りに腹を立てた妖怪たちが集まったんだ」

　丈斗は息を飲んだ。

「あんなに？　どうしてだよ？　別に俺はあいつらに恨うらまれるようなことは……」

「してる！　妖怪が人を殺しても問題ないが、妖怪が妖怪を殺すのは問題だ。それなりの理由がいる。理由もなく殺し続ければ、仲間の反感を買って当然だ」

「俺は妖よう怪かいじゃないぞ。まだ人間だ」

「精神的には人間でも、おまえの妖よう力りよくは並みの妖怪以上だ。それに……、俺のやった右腕で、妖怪たちを狩っているのも問題になってる」

　丈斗は自分の右腕に視線を落とした。接続部分も、だいぶ薄うすくなり、肌はだの色も丈斗の色へと近づいている。

　もはやなんの違い和わ感かんもなく、丈斗はその右腕を使いこなしていた。遊天童子からもらったことさえ、ときおりわすれてしまうほどに。

「じゃあ、どうすればいいんだよ？　夏芽を人間に戻すには、妖魂がいるんだ」

「少しずつ集めろと、俺は忠告したはずだぞ？　それを無視するからだ。丈斗、おまえはやり過ぎたんだ」

　忠告を無視したつもりはなかった。だが、丈斗は焦あせるあまり、その一線を越こえてしまったのである。

　丈斗はふてくされたように顔をそむけて、たずねた。

「……妖怪たちは、俺をどうするつもりなんだ？」

「少し議論しただけだ。まだ、丈斗をどうこうするという結論は出てない。だが、議論の中で、夏芽を食ってしまえばいいという意見も出た」

「なんだと！」

「それでもう、おまえは妖魂を集めるのをやめるだろう」

「ダメだ！　夏芽になにかあれば、俺はおまえたちを許さないぞ。ひとり残らず食ってやる！」

　丈斗は牙きばをむいて、吠ほえるように怒ど鳴なった。

　それを見た遊天童子が、悲しげに言う。

「丈斗、気づいていないかもしれないが、おまえ、確実に妖怪化が進んでいるぞ」

「うるさい！　俺は夏芽さえもとに戻せれば……」

「妖怪になってもいいと？　本心なのか丈斗？」

「どうせ今だって、半妖怪だ。もとには戻れないさ」

「だが、人間のふりをして、人間社会で生きることはできる。会社に勤め、結けつ婚こんして子も作れる。だが、妖怪はちがう。人間社会と接してはいるが、まったく別の世界に生きることになる」

「………」

「丈斗、焦るのはよせ。当分、妖怪狩りはするな。この約束を守れるなら、丈斗にも夏芽にも手出しはさせない。俺が保証する」

「当分って、どのくらいだ？」

「秋までは待て。それからも、慎しん重ちように狩る妖怪を選べ」

「……それじゃあ時間がかかる。夏芽が人間に戻れるまで、何年もかかっちまうぞ」

「たった数年だ。そのくらい我が慢まんしろ」

「……もし、もし俺が嫌いやだと言ったら、どうするんだ？　夏芽を食うのか？」

「そうだ、俺が食う。夏芽じゃない。丈斗、おまえだ。俺がおまえを食う！」

　あたりに飛び散るような激しい妖よう気きを発して、遊天童子が怒鳴った。

　本気である。

　遊天童子の力がどのくらいなものなのか、戦ったところを見ていない丈斗にはわからない。ただ、相当に強いことだけはわかる。

　もちろん、たとえ自分より弱いとわかっても、右みぎ腕うでを渡わたしてまでも救ってくれた遊天童子を丈斗は討うちたくはなかった。

　丈斗は視線をそらし、小さくうなずいた。

「わかったよ、遊天……」

「約束したぞ丈斗」

　丈斗はもう一度うなずくと、夏芽の前へ膝ひざを落とした。そして、黒い茎だけの姿になっている夏芽へ、そっと触ふれてみる。

　地中から夏芽のエレメントが溢あふれだし、一いつ瞬しゆんだけ、人間だった頃ころの夏芽の姿を丈斗に見せて──消えた。

　おそらく、あとひとつかふたつで、人に近い形にまで夏芽を回復させることができただろう。

　それを思うと、丈斗はもどかしさに唇くちびるを嚙かんだ。

「焦るな丈斗。ただし、馬首山にいるような、妖怪たちでさえ困っているような奴やつならば、いくら狩かってもいいぞ」

「いいのか？」

「ああ、他ほかの妖怪たちも文句はいわない。だいぶでかい妖よう魂だまが取れるはずだ」

「本当か？」

　丈斗が嬉うれしそうに振りむくと、遊天童子は叱しかるように言った。

「勝てればの話だ。奴は強い。返り討ちにあう可能性もあるぞ。たとえ妖よう魔ま術じゆつクラブや、霧山遊子の助けがあってもだ」

「でも、遊天の助けがあれば……」

「バカ！　俺がどうしておまえに手を貸さなきゃならない？　俺は人間の味方はしないぞ。それに、馬首山の鬼おにを退治すれば、あとあと厄やつ介かいなことになる」

「どんなふうに？」

「腕に自信のある妖怪たちが、勝ったおまえに、つぎつぎと戦いを挑いどんでくるはずだ」

「そいつらの妖魂なら、取ってもいいのか？」

「御お気き楽らくな奴だなー。確かに問題はないが、勝てば勝つだけ名が知れる。いずれは負けて、食われることになるぞ」

「その時はその時だ。ところで馬首山にいる鬼って、どんな鬼なんだ？」

　妖魔術クラブの調査では、まだその正体がよくわかっていない。

　遊天童子は、しまった、という顔をして丈斗に背をむけた。鬼の一種とわかっただけでも、丈斗たちにとっては有利な情報である。

「教えない」

「おはぎ十個でもダメか？」

「おはぎで俺を買収するな！」

「駅前に、新しい和わ菓が子し屋できたの知ってるか？　あそこのおはぎ、でかくてうまそうだったぞ。北海道の十と勝かちあずきをぜいたくに使ってるとか、いろいろ書いてあったぞ」

　ごくりと、遊天童子が喉のどを鳴らす。

「遊天、なんかヒントだけでいいからさ……」

　沈ちん黙もくしてから、遊天童子は大きく頭を振った。

「……いや、ダメだ！　絶対にダメだ！　自分で調べろ」

「わかったよ」

　と言いながらも、丈斗は、

（おはぎを目の前に出せば、遊天、なにか口をすべらすかもしれないなー）

　と頭の中で策略をめぐらせた。

　その時──。

　すーっ、といつもの黒い煙けむりの塊かたまりが、丈斗の横をとおりすぎた。そのまま丈斗を見下ろすように、三メートルほど手前の上空にとどまる。

　丈斗は急いでそれを指さして、遊天童子にたずねた。

「遊天、あれはなんだ？　なんの妖よう怪かいなんだ？」

「えっ？」

「ほら、そこに浮うかんでる黒い煙だ」

　丈斗が指さすが、遊天童子の視点はいつまでもさだまらない。

「どこに？」

「遊天……、あれが見えないのか？」

　いつもと同じように、黒こく煙えんが消えた。

「消えた……」

　つぶやくと、遊天童子は丈斗を見み据すえて、心配そうに言った。

「丈斗……、もしかしておまえ、ぬだらべを見てるんじゃないのか？」

「ぬだらべ？」




　　　　３




『ぬだらべ』という名の、人間には憑つかず、妖怪にだけとり憑く妖怪がいる。『ぬだらべ』に憑かれた妖怪は、体が弱り、やがて気が狂くるって死んでしまうらしい。

　──と、自転車のペダルを踏ふむ丈斗に、荷台から遊天童子が説明する。

　丈斗はクラブ総会を仮病を使って抜ぬけ出し、家路へと急いでいた。

　──「きょうのところは、夕暮れ前に帰れ。先走った妖怪たちが、丈斗を襲おそうかもしれないぞ」──

　そう遊天童子が、忠告したからである。

「で、その、ぬだらべってどんな姿をした妖怪なんだ？」

　丈斗の問いに遊天童子は、くちごもりながら答えた。

「……よくは、わからない。はっきりと見た奴は、その場で気がふれてしまうらしい。水色の液体のような姿だとか、宙を舞まう真っ赤な糸ミミズの集団だとか、いろいろ言われてはいるが、実際のところほんとに実在するのかどうかも、よくわかってない」

　時空を飛び越こえることができるため、神しん出しゆつ鬼き没ぼつなのだという噂うわさもあり、結局のところ遊天童子にも『ぬだらべ』がなんなのか、よくわかっていないらしい。

　妖怪たちが集まった会合の中で、丈斗の強ごう引いんな妖怪狩がりを「ぬだらべに憑かれた者の仕し業わざだ」と評した妖怪がいたという。

　遊天童子はそれを思いだし「もしかすると本当に……」と丈斗を心配したのである。

「そう言えば、霧山遊子のことも、在学中はぬだらべが人間に化けているんじゃないかと、妖怪仲間では噂していたことがあった」

「なんか、よくわかんないことを、すべてぬだらべのせいにしているみたいに聞こえるぞ」

「まあ、そんなところだ」

　妖怪たちの間では『意味不明』『摩ま訶か不思議』と同じ意味で『ぬだらべ』が使われていることを、丈斗は理解した。

　ぬだらべなんて、ただの迷めい信しん……。そう言いかけて、丈斗は言葉を飲みこんだ。丈斗もつい最近まで、妖怪の存在を同じように迷信だと思っていたのである。

　しかし、迷信ではなかった。

　存在するどころか、自分自身がその妖怪になりかけているのだから。

（なんにしろ、俺にしか見えなかったあの黒い煙は、意味不明ぬだらべだな）

「おい、丈斗！」

　家の前だった。ふいに遊天童子が丈斗の肩かたをつかんで、自転車を止めさせた。

「どうしたんだ？」

「わからないのか？」

　と、遊天童子が家の横の空き地を指さす。

　そこに、朝まではなかった黒いコンテナが置かれていた。小型乗用車ほどの大きさである。

　丈斗もやっと、かすかな妖気を感じた。妖怪である。妖気を隠かくし、黒いコンテナに化けているらしい。

　あきらかに、丈斗に対するカモフラージュであり、帰るのを待ち構えていたのである。

　妖気を隠す──それは並みの妖怪にできることではない。それだけで、遊天童子クラスの強い妖よう力りよくを持った妖怪であることがわかる。

　丈斗が身構えながら自転車を降りると、遊天童子が、遮さえぎるように前へ出た。

「手を出すなよ丈斗。俺が交こう渉しようする」

　遊天童子はコンテナにむかって歩みながら、声をかけた。

「おい！」

　しかし、動きがない。

「おい、おい、起きろ！」

　すぐ前で、もういちど遊天童子が怒ど鳴なると、コンテナが震ふるえ、するりと妖怪の姿へ変わった。

　背せ丈たけが二メートルほどもある牛うし鬼おにだった。鬼のような体に牛の頭を持った妖怪である。

　しかしよく見ると、全身が黒い鱗うろこに覆おおわれており、鬼の体というより半魚人の体に近い。

　牛鬼は大きくあくびをひとつこぼし、吠ほえるような声で言った。

「うおーっ、よく寝ねた！」

　それから、遊天童子と丈斗を交こう互ごに見み据すえながら、その場にどっしりと腰こしを降ろした。

「なんだおまえらは？　俺様の家に、なんの用だ。俺様は牛鬼だ。モーギとも呼ばれている」

「モーギ、あいかわらず寝起きが悪いな。俺の顔を忘れたのか？　遊天童子だ。それに、ここはおまえの寝ぐらじゃないぞ」

　モーギはゆっくりとあたりを見回し、声をあげた。

「おっ、ほんとうだ！　ここはどこだ？　俺様は、なぜここにいる？」

「ここは雨神丈斗の家のとなりだ。丈斗に用があって、ここで待ち伏ぶせしてたんじゃないのか？」

「丈斗？　誰だれだ？　いや、待て言うな。うむ、思い出して来たぞ。そう！　そうだった。俺様は丈斗を食いに来たんだ！」

　モーギは両手で自分の頰ほおをパーンと叩たたくと、すさまじい妖気を発しながら立ちあがった。

「丈斗、どこにいる！」

　すばやく結界を張り巡めぐらせ、丈斗は身構えた。

「その男がそうだ」

　遊天童子が首を振ってそう教えると、モーギの殺気に満ちた妖気が丈斗へむけられた。
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「おまえか！」

　結界がモーギの妖気を受け、割れんばかりの勢いで震える。

（強い！　俺は、勝てないかもしれない……）

　丈斗は恐きよう怖ふを感じ、体が震えだす。地下校舎の妖よう魔ま戦以来である。

　今まで弱い妖魔ばかり狩っていたことを、丈斗は気づかされた。

「待て、モーギ！　俺の話を聞け」

　両手を広げて遊天童子が立ちはだかると、モーギは怒いかりに顔を赤くして怒鳴った。

「邪じや魔まをするのか遊天！　おまえが人間の味方をするというなら、俺様はおまえを食うぞ！」

「モーギ、俺は人間の味方などしてない」

「なら、食わせろ。その男を食わせろ！　そいつは許せん奴やつだ。人間のくせに、仲間を狩りまくって、妖よう魂だまを取りやがった！」

「落ち着けモーギ。丈斗はもはや人間じゃない。だいたい俺たちの姿さえ見えない人間に、妖魂が取れるわけがない。そうじゃないのか？」

「うむ……」

　モーギは怒りを収め、考えこんだ。

「それじゃあ、そいつはなんだ？　妖よう怪かいなのか？　妖怪ならば……、妖怪ならば、なお悪い！　仲間を殺して妖魂を奪うばった大悪党だ！」

　モーギが吠える。

「落ち着けモーギ。丈斗は妖怪でもない。こいつはちゃんと学校へ通い、人間社会で生きてる。周りの人間たちも皆みな、こいつが存在することを知っている。妖怪ならば、人間たちの記き憶おくからきれいに消えているはずだぞ。ちがうか？」

「うむ……。なるほど。それは確かに、妖怪ではない。と、するとなんだ？　人間でも妖怪でもない……。うーむ。なんだ？　なんなんだそいつは？　わからん！　もしかして、もしかして、ぬだらべなのか？」

　モーギは目を丸くすると、尻尾しつぽを握にぎりしめてあとずさった。

「ちがう。丈斗はぬだらべでもない。丈斗は半妖怪だ。人間でも妖怪でもない存在だ。その中間にいる存在だ」

　ぬだらべではないと聞いて、安心したモーギはしばらく考えこむ。しかし、途と中ちゆうで考えるのが嫌いやになったらしく、いきなり吠えた。

「わからん！　とにかくわからん奴だ。わからんから、食う！」

　鋭するどい爪つめをむき出して、モーギは丈斗へ飛び掛かかろうとした。

「話はまだ、終わってないぞモーギ！」

　遊天童子も虎とらの頭を持つ獣じゆう人じんへとその姿を変え、牙きばをむく。

　左手の先から伸のびたナイフのような爪を、モーギの鼻先へむけて、遊天は言った。

「丈斗は約束した。もう二度と、無用な妖怪狩がりをしないと俺に約束した」

「約束？　もう悪さをしないと、そいつが言ったのか？」

「そのとおりだ。だが、馬首山にいる鬼のような奴は狩るぞ」

「馬首山の鬼を狩るだと？　人間だか妖怪だかもわからんその男に、そんなことができるのか？」

「できるできないはともかく、問題はないはずだ」

「問題ないどころか、奴を退治してくれるのは、我々にとってもありがたい。だがそんな、妖怪だか人間だかもわからん奴の約束、信じるわけにはいかん。妖怪ならば信じてもいいが、なんだかわからん奴の約束など、なんだかわからん！」

「ならば、俺を信じろ。この遊天童子を信じろ」

「それもダメだ。遊天、おまえはそいつに右みぎ腕うでをやった。その右腕で、そいつは妖怪狩りをしている。そんなおまえの言うことなど、今は信じられん！　やはり俺様は、その男を食う。うおーっ！」

　モーギが吠ほえた。

「そうだ！」「食っちまえ！」「やっちまえモーギ！」「食え！」

　いつの間にか集まって来た妖怪たちが、丈斗たちを遠巻きにして、はやしたてる。

　遊天童子が鋭い妖気を発しながら叫さけんだ。

「待て！　丈斗を信じられないのは、仕方がない。だが、この遊天童子の言葉を信じられないとは、どういうことだ？　おまえがどうしても丈斗を食うというなら、その前に俺を食ってからにしろ！」

　鋭い気き迫はくのこもった妖気が、遊天童子から飛ぶ。

　モーギは体のわりには軽やかな動きで、大きく後ろへ飛びのいた。

「やはり邪魔をするのか遊天。では、仕方がない。まずはおまえをひねりつぶし、それからその男を食おう」

　話し合いは失敗に終わった。

　モーギも遊天も、もはや発する言葉をなくし、妖気をぶつけあっている。
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「遊天……」

　丈斗は遊天童子に加勢しようと、右手を構え、モーギへむけた。

　ふたりがかりならば、モーギもそう恐おそろしい妖怪ではないはずだ。

　しかし──。

「手を出すな丈斗！　いいか、絶対に手を出すな。たとえ、俺が食われることになっても、こいつにだけは手を出すな。このモーギは、この街の長おさのような妖怪だ。こいつにだけは手を出すな」

「けど……」

「うるさい！　黙だまって見ていろ」

　遊天童子が背をむけたまま怒ど鳴なる。

　モーギが大きく吠えながら飛び掛かり、遊天童子を平手で殴なぐり払はらった。

　鋭い攻こう撃げきではなかった。かわすことも、爪で受けることもできたはずである。

　しかし遊天童子は、モーギの平手をもろに肩かたに受け、コンクリート塀べいへ背中から叩たたきつけられた。

　塀が揺ゆれ、大きな亀き裂れつが走る。

　遊天童子はうめき声をあげて、膝ひざを落とした。とたんに変化が解け、人の姿へと戻もどる。

「ずいぶん弱くなったじゃないか遊天。右腕を失ったせいか？　なんにしろ、俺様とはもはや勝負にならん。おとなしくこの男が食われるのを見ていろ」

　モーギが胸を張ってそう言うと、集まっている妖よう怪かいたちから歓かん声せいがあがる。

「まだだモーギ、俺はまだ生きてる。丈斗を食う前に、俺を食えと言ったはずだぞ」

　遊天童子は、背負っていた赤い番ばん傘がさを塀に立てかけ、切れた唇くちびるの血を拭ぬぐった。

「うるさい……」

　モーギは遊天童子の前へ飛び、両手を組んで振ふり降ろした。

　遊天童子はまた、それをかわそうとしなかった。

　頭に拳こぶしが直ちよく撃げきし、遊天童子の体が地面へ叩きつけられる。

「遊天！」

　丈斗が叫ぶが、気絶してしまったのか、うつぶせに倒たおれたまま動かない。

「俺の邪じや魔まをするんじゃない！」

　モーギは容よう赦しやなく、倒れている遊天童子の頭を足で踏ふみつけた。

「やめろ！」

　丈斗は叫んだ。

　もう黙って見てはいられない。

　エノク語を唱えながら、両手をモーギへむける。

「俺様とやるのか、半妖怪？　おもしろい。どのくらいの力か試してやる」

　モーギは遊天童子の頭から足をどかし、丈斗へと体をむけた。

　遊天童子の手がモーギの足をつかむ。

「まだだ、モーギ……」

　モーギは遊天童子を蹴け飛とばし、払いのける。

「やめろ！　遊天に手を出すな！」

　丈斗の怒いかりがエレメントとなり、右腕の蓄ちく積せきを早めた。それほど威い力りよくはないが、それでどうにか一発だけ撃うつことができる。

「心配ない。俺様の目的はおまえを食うことだ」

　そう言うとモーギは、右手をむけている丈斗へ、なんの警けい戒かいもなく歩みよる。

「撃つな……」

　と、遊天童子が身を起こし、泥どろだらけの顔をむけて、丈斗を止める。

「どうして妖よう力りよくを使って戦わないんだよ遊天。こんなの妖怪の戦い方じゃない。人間の殴り合いと同じじゃないか」

「仲間だからだ、これでいい……」

　それを聞いたモーギが足を止め、鼻をならして遊天童子を笑う。

「仲間だと？　こんな妖怪もどきに加勢する奴やつなど、もはや仲間じゃない。うおーっ！」

　モーギが身を低く構えて走りだし、丈斗へぶつかってゆく。

　張り手のように突つき出されたモーギの右手を、丈斗の結界が遮さえぎった。

　吠ほえながらモーギは、結界を打ち壊こわそうと、くり返し両手で激しく突く。

　結界が激しく震ふるえた。

　丈斗はエノク語を唱え、結界を強める。しかしモーギの力は強く、どのくらいもつかわからない。

（どうする？　このままだと結界が破られる。撃つしかない。でも……）

　遊天童子の鋭するどい視線が、撃つなと言っている。

「ほほう、なかなか強い守り蓑みのだ。では、俺様も本気を出すとしよう」

　モーギはくるりと丈斗に背を見せ、空き地の奥へと駆かけた。そこでむきなおり、頭にある二本のツノを前へむけ、低く身構えた。

　強い妖力をもつツノで結界を突き破るつもりである。

（ダメだ！　結界が破られる）

　漂ただよう妖力の強さから、丈斗にはそれが予測できた。

（撃つしかない）

　左手を右手に添そえ、丈斗はモーギへ狙ねらいを定めた。

　地を蹴り、唸うなり声と共に、モーギが駆けだす。

「撃つな、丈斗！」

　遊天童子が両りよう腕うでを広げ、丈斗の前に立つ。

　モーギが迫せまる。

「遊天、逃にげろ！」

　丈斗が叫さけぶ。このままでは、モーギのツノが遊天童子の背を射さし貫つらぬく。

「撃つな、丈斗！　腕を降ろせ！」

　走りこんだモーギが、遊天童子の背後で身を起こし、両腕を振りあげた。

「邪魔だーっ！」

　丈斗はとっさに、右腕をあげた。遊天童子の頭上へ振りあげられた、モーギの左ひだり腕うでへむけて──。

　丈斗はもう、遊天童子の殴なぐられる姿を見たくなかった。

（遊天は悪くない。殴るなら、俺を殴れ！）

　丈斗は撃った。

　エレメントの一いち撃げきが、モーギの左腕を貫く。

　本当に当たるとは思わなかった。すぐ横をすり抜ぬけて、威い嚇かくになればいいと思っていた。

　しかし、モーギの腕が飛んだ。

「ウガッー！」

　モーギの叫び声が、あたりを震わせる。

　腕から吹ふき出した赤い血が、丈斗の結界をまだらに染めた。

「モーギ！」

　遊天童子が振りむくと、モーギは左腕の傷口を押さえて駆けだした。

　悲痛な鳴き声をあげながら丈斗の横を走りぬけると、燃えているような光の玉へ姿を変え、そのまま山の方へと逃げてゆく。

　モーギを追いかけるように、あたりに集まっていた妖よう怪かいたちも、つづいて走りさってゆく。

　あとに残されたのは、遊天童子と丈斗、そしてモーギの左腕である。

「なぜ撃った……」

　遊天童子が詰つめよって来る。丈斗は結界を消し、説明しようとした。

　拳こぶしが、丈斗の頰ほおにめりこむ。意識が一いつ瞬しゆんぼやけ、丈斗はその場に転がった。

「なぜ撃った！」

　倒たおれた丈斗を、遊天童子は蹴る。激しく、なんども──。

「あれほど撃つなと言ったのに！　なぜだ！　モーギは本気じゃなかったんだぞ」

　容よう赦しやのない蹴けりだった。口の中が切れ、顔を押さえた丈斗の手が血で赤く染まった。

（このまま、蹴り殺すつもりかもしれない）

　丈斗は怖こわくなり、体を丸めたまま、とっさに結界を広げた。

　蹴り出した遊天童子の足が、結界にあたる。

「丈斗！　もうおしまいだ。俺との約束を守れない以上、おまえとはもうおしまいだ。好きに生きろ！　俺は出てゆく！」

　遊天童子は結界を蹴り続けながらそう怒ど鳴なった。

　どう謝ればいいのか──。どう説明すればいいのか──。体を丸めたまま丈斗は、言葉を探さがし続けた。

　ふいに、結界を蹴る振しん動どうがやんだ。

「ごめんよ。俺……」

　そう言いかけて丈斗が顔をあげた時にはもう、どこにも遊天童子の姿はなかった。

　あたりに夕ゆう闇やみが迫っていた。
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　丈斗は急いで家へ戻もどり、遊天童子の姿を探した。

「遊天……」

　二階へあがり、寝ね床どこにしている物置部屋を覗のぞくが、その姿は無い。

　言葉どおり、本当に出て行ってしまったのだろうか？

　丈斗にはわからない。

「……お兄ちゃん」

　不安な表情をした妹の妙たえ子こが、丈斗にしがみついて来た。おびえている。

　妖怪となった妙子には、これからなにかが起こることがわかるらしい。しかし、年ねん齢れいが五歳で止まっているため、それをうまく丈斗に説明することができないのである。

　あたりを見回して、丈斗はやっと、家の中にいつも騒さわいでいる妖怪たちの姿がまったく無くなっていることに気づいた。

　まるで強力な追つい儺なを施ほどこして、妙子を除くすべての妖怪たちを家の中から一いつ掃そうしてしまったかのように──。

　階下も同じだった。いつもネズミのように走り回っている、小人やコンニャクたちの姿が無い。

　カラスのように勝手気ままに生きている妖怪たちである。モーギたちのように高い知能を持ち、会合を開くような妖怪たちとはちがう。誰だれかの指示を受けて、家を出たとは思えない。

　おそらく、この家に災いが起こることを察して避ひ難なんしたのである。

（妖怪たちが来るのか？　俺を狩かるために？）

「丈斗？　帰ってたの？」

　キッチンの方から母親の声した。

「学校へ戻るよ」

　狙ねらいは自分である。この家にいるわけにはいかない。丈斗はそう考えた。

「もうすぐ、ごはんよ」

「遅おそくなるかもしれないから、待ってなくていいよ」

「今日はキムチ鍋なべなのよ。母さんひとりで、鍋するのなんて嫌いやよ」

「なんでこの暑いのに、鍋なんだよ」

「暑い時こそ、鍋よ、鍋！」

　キッチンから出て来た母親に、丈斗は背をむけた。遊天童子に殴なぐられた顔が、腫はれてきている。見せたくない。

「じゃあ、父さんが帰るまで待てよ。とにかく行くから」

　母親を振ふりきるように家を出た丈斗は、リュックを背負って学園へと走りだした。妖怪の能力を使えば、自転車で急ぐよりもその方が早い。

　妖怪たちが襲おそって来るとすれば、夜である。

　それまでに、準備を調ととのえておきたい。黙だまって食われるわけにはいかない。

　丈斗はそう思った。

　街路の明かりが灯ともりはじめ、夜が近づいていることを知らせている。あと三十分もしないうちに、あたりは闇に包まれるだろう。
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　丈斗が指先で弾はじいたエレメントの粒つぶが、妖よう怪かいの巣を叩たたく。それが、ノックの作法である。

「誰だい？」

　巨きよ大だいな青いゼリーが、するりと獰どう猛もうな豹ひようの姿へ変わった。ミョウラである。

　ノックをした相手が丈斗だと知り、すぐに豹がらのワンピースを纏まとった女性へとミョウラは変化した。

「あら坊ぼうや。なんの用かしら？」

「モーギの寝ねぐらを教えてくれないか？」

「モーギの？　どうして？」

　言いながらあたりを見まわしたミョウラは、いつになく妖怪の巣が少なくなっていることに気づいた。丈斗狩りに賛同した妖怪たちが、地下校舎から出ているのである。

　しかし、ミョウラのようにそういう争いごとにまったく無関心な妖怪も多い。まばらではあるが、地下校舎の広間には大きめの巣が残っている。

「なるほど。やられる前に親玉のモーギをやるってわけね？　残念だけど私は、どっちの味方もしないわよ」

「そうじゃないんだ。これを返したいんだ」

　丈斗はリュックをおろし、幾いく重えにもビニールの袋ふくろでくるんだものを取り出した。

　血の匂においがあたりに広がる。

「モーギの左ひだり腕うでだ。無いと困るだろ？」

「坊やがやったの？」

　丈斗はうなずき、簡単にその経緯いきさつを話した。怒おこって、遊天童子が出て行ってしまったことも。

「俺、撃うったことを謝りたいんだ」

「ふーん、でも、今さら遅いんじゃない。モーギは仲間を集めて、坊やを狩る準備を進めてるはずよ」

「わかってるよ。でも……」

「なんにしろ、モーギの寝ぐらを教えるわけにはいかないわね。それだけで、私はあなたに味方したことになるんだから。そうでしょ？　でも、それを私に預けるなら、返して来てあげてもいいわよ」

　ミョウラが探るような目をむけて丈斗にそう言った。

　モーギの寝ぐらを知るための詭き弁べんならば、丈斗は断るはずである。腕を返せば、戦いが不利になるのだから。

　──と、ミョウラは思った。

　けれど丈斗は、軽くうなずいて包みをミョウラに預けた。

「それじゃあ、頼たのむよ」

「本気なの？　後こう悔かいすることになるかもよ」

「それは、しょうがないよ……」

「わかったわ。それじゃあ届けてあげる。でも、このお礼はあとでたっぷり、してもらうからね」

　ミョウラはモーギの腕を抱かかえて、椿つばき山やまの奥へと急いだ。

　モーギの寝ぐらは、戦時中に掘ほられた防空壕ごうである。戦後まもなくの土ど砂しやくずれで、入り口は塞ふさがってしまったが、横を流れる銭せん川がわの茂しげみから中にもぐりこむことができる。

　武器庫としての用よう途とも考えて作られたらしく、中には宴えん会かい場と呼ばれるほどの大広間がある。

　そこに殺気だった妖よう怪かいたちが集まっていた。爪つめ、牙きば、武器などを磨みがき、戦いの仕し度たくを進めている。

　その横をそっと通り過ぎて、ミョウラはモーギの寝しん室しつへと入った。

　水もれのする古びたウォーターベッドに身を横たえたモーギが、切られた左腕を押さえ、怒いかりに小さな唸うなり声をあげていた。

「モーギ、はいこれ」

　ミョウラが腕を差しだすと、モーギは顔をほころばせた。

「……うむ。遊天の奴やつだな？　仕方ない。奴のことは許してやろう」

「ちがうわよ。その腕は……」

　丈斗が返してよこしたものである。そう伝えようとした言葉が、飛びこんで来た手下の妖怪の甲かん高だかい声に消された。

「モーギ親分、丈斗が逃にげました！　家の方に姿がありません！」

「なに？　捜さがせ！　なんとしてでも、今夜じゅうに丈斗を討うつのだ！」

　遊天が居ない今がチャンスである。モーギはそう考えていた。

「丈斗なら学園の地下校舎に居るけど」

　ミョウラがそう教えると、モーギは腰こしをあげた。

「行くぞ！　丈斗は学園だ！」

「ちょっと待ってよモーギ……」

　怒りに熱くなったモーギの耳には、ミョウラの言葉など入らない。

　大広間を出たモーギは、そのまま妖怪たちを引き連れ、紅椿学園へとむかった。

「まず、奴の女を捕つかまえるのだ」

　夏芽のことである。掘り起こし、人質にする策略だった。

　モーギに入れ知ぢ恵えしたのは、大ガラスである。彼は義ぎ兄けいを丈斗に殺され、その復ふく讐しゆうに燃えていた。

　そんなふうに丈斗に恨うらみを持つ人食いの妖怪たちが、多く集まっていた。妖よう魔ま術じゆつクラブの言葉を借りるならば、人間に害をもたらす妖魔と呼ばれる者たちである。

　妖魔たちは血の気が多く、喧けん嘩かはしても、いっしょになにかをするような者たちではない。それが丈斗という敵を標的にして、結束したのである。

　無論、まとめ役となっているモーギの存在も大きい。

　普ふ段だんのモーギは温おん厚こうで面めん倒どう見がよく、多くの妖怪たちから「モーギ親分」と呼ばれ、慕したわれていた。

　そのモーギの頼みである。

　──「このまま丈斗を野放しにしておくわけにはいかない。集まれ！」──

　ひと声で、百を超こえる妖怪たちが集まった。こちらは人食い妖怪ではない。丈斗に恨みもない。

　だが、モーギが敵と決めた以上「討とう伐ばつするべし」と考えている。本当のところは争いを好んではいない。

　こうして結成された妖怪軍団、総勢百六十八名が、夜の闇やみにまぎれ紅椿学園へと急ぐ。文字どおり百ひやつ鬼き夜や行こうである。
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「まずは夏芽だ！」

　しかし──。

　学園の中庭に、夏芽の姿はなく、小さな穴が空いているだけだった。誰だれかが、夏芽を掘り起こし、持ち去ったのである。

「誰の仕し業わざだ？」

　モーギの問いに知恵のある大ガラスが答えた。

「丈斗だ。我々の作戦を予想して連れさったのだろう」

「なるほど。で、いったいどこに？」

　大ガラスは地下校舎を羽の先で示した。

「むこうから、退たい魔ま円えんの嫌いやな匂においを感じる。たぶん丈斗は、退魔円を張り巡めぐらせて地下に籠ろう城じようしているにちがいない」

　その予測を裏付けるように、地下校舎の内部は、多くの退魔円で守られていた。

　これでは近づけない。退魔円の結界を、強引に打ち壊こわして進むこともできるが、それをするには退魔円の数が多すぎた。

　中心に辿たどりつく頃ころには朝になってしまう。

　太陽の光は妖魔たちの力を弱める。夜行型の妖怪も多い。

　そしてなによりも、退魔円を壊すのに力を使いきってしまったのでは丈斗に勝てない。

「うーむ。さて、どうする？」

　手て拭ぬぐいで顔を隠かくした白い着物姿の女が、そっとモーギの横に来て言った。

「おまえさん方、退魔士たちとの戦い方を知らないのかい？」

「知るわけがない。おまえは知っているのか？」

　うなずいて白い着物姿の女は、退魔円を破る方法を教えた。

「退魔円など、書かれた絵でしかないよ。皆みなで風を起こし、その風で泥どろを飛ばせばいいのさ。退魔円の記号を泥で塗ぬり潰つぶしてしまえば、もう怖こわくないよ」

　妖怪たちは退魔円を消しながら、奥へ、奥へと、地下校舎を進んだ。

　しかし、書かれた退魔円ばかりではない。明かりを使った投とう影えい式の退魔円もある。いくら泥を風で飛ばしても、光で書かれた退魔円を塗り潰すことはできない。

「光を出している機械の方へ泥を飛ばせばいいんだよ」

　けれど、光の退魔円が邪じや魔まをして、その奥にあるライトに泥が届かない。

「電気さえ止めてしまえばいいんだよ。そのあたりのコードを切っちまいなよ」

　電柱にのぼり、電線を嚙かみ切ろうとした妖怪が三匹びき、感電して失神した。

　すぐに、地下校舎へ電気を供給しているブレイカーを落とせばよいことに気づき、それによって光の退魔円のほとんどが消えた。

　だが、すべてではない。残った光の退魔円は、自動車用のバッテリーから電源を得ていた。

　バッテリーが切れるのを待てば、朝が来てしまう。

　着物姿の女が言った。

「泥の代わりに、鏡やアルミの破片を飛ばせばいいのさ」

　言われとおりにすると、光が反射され、魔ま法ほう円えんが壊れたのである。

　最後に残ったのは、階下の巨きよ大だいな退魔円だった。

　地下校舎の地下二階に、駐ちゆう車しや場じようを思わせるような広い場所がある。その床ゆかいっぱいに、大きな退魔円が描えがかれていた。

　その中心に小さなテントが置かれている。

「丈斗はあの中だ！　急げ！」

　だが、退魔円の力が強く、階段を降りることもままならない。

　そこで階段の上から泥を風で飛ばしてみた。思うように飛ばない。うまく飛んでも退魔円が大きすぎて、消すのに時間がかかる。

「水に墨すみをまぜて、床へ流しこむんだよ」

　女の助言で、巨大な退魔円も消えた。

「観念しろ丈斗！」

　墨ですべりやすくなった床を、モーギは転ばぬようにゆっくりと歩み、やはり墨で黒くなったテントに近づいた。

「出て来い！」

　テントの中から、丈斗の唱えるエノク語と退魔円の明かりが洩もれている。

　モーギは大きく吠ほえると、強引に退魔の力を押しのけ、テントを引き裂さく。

　中に──、丈斗の姿はなかった。

　エノク語を唱えるテープレコーダーと、退魔円を照射する懐かい中ちゆう電灯──それだけである。

「クソーッ！　丈斗の奴やつめ！　謀はかったな！」
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　丈斗はすぐに浅い眠ねむりから覚めた。嫌な予感が働いたのである。

　身を起こして意識を集中すると、学園の方角から丈斗の家を目指して押し寄せて来る、妖怪たちの気配を感じた。

（ダメだったか……）

　朝まで地下校舎の結界が破れないことを、丈斗は願っていた。朝になれば、妖怪たちは寝ねぐらに帰る。

　そうしたならば、九堂から連れん絡らく先を聞きだして霧山遊子に助けを求めようと、丈斗は考えていた。

　ひとりではもはや、太た刀ち打うちできそうにない数の妖よう怪かいたちである。

　部屋の明かりを付け、ベッドの横に置いた夏芽の姿を確認した。

　一メートルほどの巨大な白いさなぎを思わせる物体だった。それが、今の夏芽である。

「夏芽……」

　小さく呼び掛かけると、エレメントの粒つぶがひとつ、さなぎの中から宙に舞まってすぐに消えた。

　夏芽が返事をしたのである。

「俺が守るから、心配するなよ」

　それに答えて、エレメントがひとつ飛ぶ。

　それがなにを意味しているのか、丈斗には読み取ることができない。状じよう況きようを理解できるだけの知能を、夏芽が取り戻もどしているのかさえもわからない。

　丈斗はベッドから出ると、部屋を結界で覆おおった。寝ている両親の部屋と、二階全体を結界で守った。

　時計の針がまもなく午前三時を示そうとしている。

　妖怪たちは、あと数分で家の前まで来てしまう。結界だけで朝まで持ちこたえることは無理である。

（戦うしかないのか？）

　勝てる見込みはない。たとえ戦って勝てたとしても、多くの妖怪の反感を買ってしまう。

　第二、第三の討とう伐ばつ隊が編成され、丈斗を狩かりに来る。日本中の妖怪を丈斗は敵にすることになるのだ。

　妖魔術クラブでは、妖魔ではない妖怪たちをむやみに殺すことを禁じている。それは、霧山遊子の定めた禁令のひとつだった。

　今、戦えば、それを破ることになる。

（そんなことをしたら……、霧山さんは、俺を助けてくれないかもしれない……）

　すべては、丈斗が勝てればの話である。

　負ければ、丈斗は食われる。

　丈斗ばかりではない。夏芽や妹、寝ている両親までも、怒いかり狂くるった妖魔たちに食い殺されるかもしれないのだ。

　居間でひとり、ぼんやりと立ちつくしていた丈斗は、どうすればいいのかわからなくなり、つぶやいた。

「遊天……、俺、どうすればいいんだよ……」

　返事はない。その気配さえも感じない。

　遊天童子はこの街から離はなれ、どこか遠くにいる。ぼんやりと、その事実だけを丈斗は感じた。
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「待て、待て！　一番のりは俺様だ！」

　妖怪たちを押しのけて、モーギは丈斗の家の玄げん関かん前へ立った。

　モーギがドアノブに手をかけると、大ガラスが首を捻ひねりながら言った。

「おかしい……。ほんとうに丈斗は中にいるのか？　玄関のドアに退魔円がないのは変だ」

「本当だ。エノク語も聞こえて来ない」

　別の妖よう魔まがそう言うと、モーギはぎくりとした。

　確かに、二階には結界が張はられているが、一階にはその気配がない。

「罠わなか？」「かもしれぬ」「どんな？」「わからん」

　小声でそんなことを言う者たちにむかって「うるさい！」とモーギは怒ど鳴なってから、ドアノブを回した。

　かちり、とドアが開く。

「おかしい……、ドアに鍵かぎさえもないぞ」「変だ！」「やはりなにかの罠か？」「かもしれぬ」

　モーギは脂あぶら汗あせを流した。一番のりを告げてしまった以上、誰だれかを先にやるわけにもいかない。

「丈斗は妖魔術使いだ」「どんな術を使うかわからんぞ」「ぬだらべかもしれぬ」

　そんなことをひそひそと言いながら、妖怪たちはモーギだけを残して、玄関を遠巻きにした。

「なにをバカなことを……」

　モーギは威い厳げんを保つため、脂汗を拭ぬぐうとドアを大きく開き、中へむかって怒鳴った。

「俺様はモーギだ！　丈斗！　観念して出て来い！」

『モーギ……』

　丈斗の声がした。モーギのすぐ真横からである。

　モーギは「ブモッ！」と悲鳴をあげ、大きく後ろへ飛びのいた。

　それに驚おどろき、妖怪たちも大きくどよめく。

『一対一で、話がしたい』

　声はドア横のインターホンからである。

　モーギは冷や汗を拭うと、インターホンへ近づいた。

「まず、姿を見せろ丈斗。こんな機械は使うな！」

　片手で軽々と、モーギはインターホンを壁かべから剝はぎ取って、捨てる。

「わかった……」

　廊ろう下かの奥から声がした。居間のドアが開き、丈斗が廊下へと姿を見せた。

　右手を構えたまま──。

「おい！　話がしたいなら、その腕うでを降ろせ」

　丈斗はうなずくと、腕を降ろし、その場に座った。

　モーギは妖怪たちへ「誰も来るな」と言い残し、家の中へと入る。廊下を大おお股またで歩み、丈斗のすぐ目の前に立つ。

「話とはなんだ？」

　丈斗は頭をさげて言った。

「悪かった。左腕を撃うったことは謝る。許してくれ」

「頭をさげたくらいでは、許さん」

「どうすればいい？」

「黙だまって食われろ。そうすれば許してやる」

「どうしても、俺が食われないとダメか？」

「ダメだ！」

　モーギが怒鳴る。その声に弾はじかれたように、丈斗は右手をモーギへむけた。

　──だが、撃てない。

　丈斗は、すべての妖よう怪かいを敵にしたくなかった。

　モーギは丈斗を見み据すえて言った。

「撃てば、おまえは俺様を騙だまし討うちにしたことになる。すべての妖怪が、おまえを許さんぞ。遊天さえも、おまえの敵になる」

　丈斗は苦しげに右手を降ろした。

「両親や、夏芽には手を出さないでくれ……。ぜんぶ、俺ひとりでやったことなんだから……」

「よし、引き受けた！　安心して死ね！」

　言うが早いか、モーギは丈斗の頭を張り飛ばした。

　丈斗の体が居間の中へと転げ、動かなくなる。気絶したのである。半妖怪化しているため、そのくらいでは死なない。

　モーギは外の妖怪たちへむかって怒鳴った。

「今から俺様が丈斗の頭を食う。体の方はおまえらにやるから、そこで待て！」

　妖怪たちから歓かん声せいがあがった。

　爆ばく音おんのようにあたりを震ふるわすような大声である。しかし、人間の耳には聞こえない。

　遠くで犬が吠ほえただけで、誰も起きては来ない。

　丈斗を食うため、揚よう々ようと居間に入ったモーギは、そこで茶をすすっている老人に出くわした。

　しょぼくれて薄うす汚ぎたない、どこにでも居そうな老人である。ポリポリとたくわんを齧かじりながら、平然と茶を飲んでいた。

「なんだおまえは？」

「ただのとおりがかりの、じじいでございますよ」

　と、にこにこと言う。

「……妖怪なのか？」

　そうモーギがたずねたくなるほど、妖よう気きを感じさせない妖怪だった。

「いや、まあ、なんだってよいじゃございませんか。人も妖怪も、生き物、ということに違ちがいはありませんよ」

「そこで、なにをしている」

「見てのとおり、心静かに、煎せん茶ちやを飲んでおります。モーギさんも、ひとつどうですか？　この家の茶は、なかなかよいですよ。水道についてる浄じよう水すい器きがすぐれもので、なかなか、おいしい水を出します。茶というものは、やはり水が命でございますねー」

　と、茶をすすり、うまい、と言う。

　つられてモーギも、では「茶を一いつ杯ぱい」と言いそうになるのを堪こらえた。

「茶なんかあとだ。まずこの丈斗を食う」

　モーギは倒たおれている丈斗の体を持ちあげた。

　ぐったりと意識がない。

「ほほう、食いますか？」

「食う。何者か知らんが、止めても無む駄だだぞ」

「いえいえ、止めはしません。止めはしませんが、ひとつふたつ、大切なご忠告がございます。食う前に、お耳を……」

「うるさい！」

　モーギは老人を怒ど鳴なりつけ、丈斗の頭へむかって大口をあけた。

「そうですか、では、ご自由にどうぞ。あとで困ったことになっても、わたくしは知りませんよ」

　と老人は、パリポリとたくわんを齧る。

　モーギは大口を開けたまましばらく考え、振りむいてたずねた。

「その、忠告とはなんだ？」

「いえいえ、どうぞ気になさらずに」

　そう言われると余計に気になる。

　モーギは丈斗の体を離はなし、老人へむき直った。

「言え！　言いかけたことを途と中ちゆうでやめられるのが、俺様は一番、キライなんだ」

　老人の首にモーギが手をかけると、ぬるり、とその手から逃のがれて、老人が言った。

「おやおや、年寄りに乱暴はいけません。では、言わせていただきましょう。まずひとつ、さきほどの白い着物姿の女ですが、あれが何者か、モーギさんはご存じですか？」

「いや、知らん。とにかく頭のいい女だった。このあたりでは……見かけない顔だ」

「さようでしょう。あれは、馬首山の鬼おにがよこした、使い魔まです。それが証しよう拠こに、もうあの女の姿、どこにもありませんよ」

「馬首山の鬼だと？　なぜあいつが手を貸すのだ？」

「それはもちろん、自分を退治しようとしている丈斗が厄やつ介かいだったからですよ。モーギさんたちを使って、丈斗を始末しようとした。その狙ねらいにモーギさんたちは、まんまと乗ってしまったというわけですよ」

「ウオーッ！　馬首山の鬼め！　許さん！」

　モーギは吠えた。

「まあ、そう怒おこってもしょうがありませんよ。それだけ、馬首山の鬼が、丈斗を恐おそれているということなんですから。どうですかねーモーギさん、今度はモーギさんがその丈斗を使って、馬首山の鬼を退治するというのは？」

「うむ、それはなかなかいいアイデアだ。よし、そうしよう」

　と、モーギは手を打った。しかしすぐ、撃うち落とされた左ひだり腕うでの痛みを思い出した。

「いやいやダメだ！　こいつは、俺様の左腕を撃ったのだ。許せん。馬首山の鬼のことはともかく、とりあえず俺様はこいつを食う」

　丈斗をつまみあげて、モーギは大口を開けた。

「でも、モーギさんの腕を返してよこしたのは、その丈斗ですよ」

「なに？　遊天じゃないのか？」

「ミョウラさんに聞けば、わたくしが噓うそを言ってないことははっきりしますよ。それに、遊天さんは今、海までアンコウを捕つかまえに出かけております。モーギさんの怒いかりを静めるために、好物のアンコウ鍋なべを作るとか……」

　モーギはしげしげと丈斗を見てから、無事に動くようになった自分の左手を見つめた。

「モーギさんが丈斗を食ったら、さぞ遊天さんは怒るでしょうねー。傘かさについてる妖よう魂だまを使って暴れるかもしれませんよ。妖よう魔ま術じゆつクラブの霧山遊子も、黙だまってはいないでしょうし。やれやれ、これは大戦争になりますねー」

　老人はそう言って、のんきそうに茶をすする。

　死んだ人間や妖怪のエレメントが、石のように固まったのが妖魂である。

　遊天童子はその妖魂を、傘にコレクションしている。特に強いエレメントを秘めた無色透とう明めいの珍しいものだけであり、その数も多い。

　妖怪たちにとってはただの石にすぎないが、霧山たち妖魔術士は、妖魂をもう一度エレメントに戻し、力として使う術を知っているのだ。

　丈斗の死によって、遊天童子と霧山が手を結んで傘の妖魂コレクションを武器として使ったならば、計り知れない強大な力を発揮することになるだろう。

　モーギがうなりながら思案しはじめると、老人が後ろで、大きな声でひとりごとを言う。

「さぞ、おいしいんでしょうねー、とれたてのアンコウ。アンコウの季節は冬ですから、肝きもがちっとばかし小さいでしょうが、夏に食べるのも、これまた一興。白菜とみそと酒で、グツグツと煮にて、ぷりぷりとした身を、はふはふと、ほおばりながら、冷や酒で、こう、きゅーっ、と」

　さも酒を飲んだかのように、茶をあけて、プハーッ、と声をあげた老人を見て、モーギはごくりと喉のどを鳴らした。

　そしてすぐに丈斗をソファーへ投げて、モーギは言う。

「よし、やめだ！　だが、次は許さん。こんど妖怪狩がりをしたら、容よう赦しやなく食う！　じじい、丈斗が目をさましたらそう言っておけ」

「言わなくても丈斗は、心底わかっておりますよ」

　と、嬉うれしそうに老人が笑う。

　モーギは外へ出て、大声で妖怪たちに宣言した。

「よし、すべて終わった。丈斗は俺様に、無用な妖怪狩りは二度としないと誓ちかった。終わりだ。帰るぞ！」

「ちょっと待て！　すると丈斗は食わないのか？」

「食わん！　丈斗の誓い、俺様は信じる」

「嫌いやだ！　俺は食うぞ。兄貴の敵かたきだ！」

　大ガラスが抗こう議ぎした。

　そうだ、そうだ、と数匹ひきの妖魔が同意する。

「なら食え。止めはしない。丈斗を食うなり、丈斗に妖魂を取られるなり、おまえたちの勝手だ。だが、今はダメだ」

「なぜ？」

「丈斗を気絶させたのは俺様だ。奴やつが目を覚ますまで手を出すな」

「それでは朝になってしまう」

「では明日にしろ。そうでなければ、俺様がおまえたちに手を貸したことになる。どうしても今、丈斗の寝ね首くびをかくというならば、まずこの俺様が相手だ！」

　モーギは天にむかって吠ほえながら、エレメントの炎ほのおを口から吹ふきあげた。

「俺も手伝うぞモーギ！」

　風のように遊天童子が駆かけて来て、モーギの横に立った。

　肩かたを上下させ、荒あらい息をついている。知らせを受けた遊天童子は、海からおよそ五十キロの距きよ離りを駆けぬいて来たのである。

　束になっても、このふたりが相手では勝ち目はない。そうあきらめた大ガラスが、翼つばさを広げて夜の空に飛び立つと、他ほかの妖魔たちも散り散りに、ふたりの前から去ってゆく。




　　　　６




　ソファーの上で丈斗が目を覚ますと、横に遊天童子が座っていた。

　頭に濡ぬれたタオルが乗っている。

　丈斗が問いかけようとすると、遊天童子は言った。

「もう少し寝ていろ。心配ない。モーギがおまえの誓いを信じた。みんな無事だ」

「遊天……、出て行ったんじゃなかったのか？」

　遊天童子は横をむいて答えた。

「バカを言うな。おまえがあんまり、うまそうなおはぎだというから……買いに行っていただけだ」

（こんな夜中に？）

　言いかけて、やめた。外はもう明るくなっている。あと一時間もすると、母親が降りて来るだろう。

　丈斗はそのまま、深い眠ねむりに落ちた。
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　翌日の放課後──。丈斗はおはぎを買って、家に帰った。

「ただいま」

「おかえりー」

　と、返って来た声が複数だった。母の声に、数人の男女の声が重なっていた。

（客？）

　それにしては、玄げん関かんに靴くつがない。嫌な予感がした。

　居間に入ると、なぜかモーギとミョウラがテレビを見ていた。

　ミョウラはソファーに寝そべり、モーギはテーブルで頰ほお杖づえをつきながら、麦茶を飲んでいる。

　見ているテレビは高校野球だった。

「ここで、なにしてるんだよ？」

　丈斗の問いに、ふたりは振ふりむいて答えた。

「なにって、テレビ見てるのよ」

「ああ、野球というつまらんゲームだ。途と中ちゆうで入る寸劇が面おも白しろいから、我が慢まんして見てるのだ」

「寸劇？」

「ほら、これだ。これだ」

　コマーシャルのことである。

「いや、そうじゃなくて……」

　モーギは待て、と手で丈斗を制して、身を乗り出してコマーシャルを見つめた。

　やがて、画面がグラウンドの球児たちに変わると、モーギはつまらなそうに丈斗へ顔をむけた。

「で、なんの用だ丈斗？」

「なんの用だはないだろ。そっちに用があるから、俺の家に来たんじゃないのかよ？」

「遊天から聞いてないのか？」

「なにも聞いてないよ！」

「俺様は当分、この家に厄やつ介かいになるぞ」

　モーギは偉えらそうに、腕うで組ぐみをしてそう宣言した。

「えっ？　どうして？」

「誓ちかいを破らぬように、おまえを見張るためだ」

「本気マジかよ？　見張りなら遊天で充じゆう分ぶんじゃないのか？」

「そうとも言えるが、念のためだ。そう気にするな。それにしても、この家はなかなか快適でよいぞ。エアコンもあるし、水もうまい。あのじじいの言ったとおりだ。丈斗、麦茶のおかわりを頼たのむ」

　と、空のグラスを振る。

　丈斗はそれを無視して、ミョウラに言った。

「そっちはなんだよ？」

「えっ、私のこと？　まあ、気にしないで」

「気にするよ！」

「最近、巣で眠ってばかりだからさー、なんか、体がなまっちゃって」

「それで、俺の家に居い候そうろうするつもりなのかよ？」

「うん、この家、なんかいろいろ、おもしろそうだし。とうぶん厄介になるわね」

「帰れ！　うちはアミューズメント・パークじゃないぞ！」

　ふたりは、それを無視してテレビの方へ顔を戻もどす。

「聞けよ、おい！」

「あ、これってもしかしてテレビゲーム？」

　テレビ台の中にあるプレステを見つけ、ミョウラが嬉うれしそうに引っ張りだす。

「おう、これが噂うわさにきくあれか。ゾンビを撃うち殺したり、鬼おにを斬きり殺したりできる奴やつだな」

「ソフトはどこ？　スイッチは？」

「おい、勝手にいじるなよ！」

　モーギがケースを反対側から無理にこじ開け、中のソフトを外へ飛ばしてしまう。

　丈斗は仕方なく、使い方を教えた。壊こわされてしまうよりはいい。

　ふたりはしばらく、子供のようにギャーギャーとはしゃぎながらゲームに熱中した。

　頃ころ合あいを見て、丈斗は言った。

「そのステージが終わったら帰ってくれよな」

　無論、返事はない。

「おい、いいかげんにしろよ！　ミョウラ！　モーギ！」

　丈斗が怒ど鳴なると、ミョウラとモーギも爪つめと牙きばをむけて怒おこった。

「なんだと！　俺様を呼び捨てにするな！　モーギ様と呼べ！　うおーっ！」

「そうよ。私のことは、ミョウラ様と呼ぶのよ！」

　丈斗も右腕を鬼の腕に変形させて、ふたりに挑いどむ。

「だったら俺を、丈斗様と呼ぶのか！」
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「このー……。食うのをやめてやったのに、ちょこざいな！」

「それとこれは別だ！」

　睨にらみ合う丈斗とモーギの横で、ミョウラがテーブルの上に置かれた包みを見つける。

「あ、おはぎ！」

「なに？　それは、ちょうどよい。小腹が空すいたところだ」

　と、モーギも視線を包みにむける。

「ダメだ。それは遊天に買って来たんだ」

「なーに、遊天は留守だ。いまのうちに、ひとつふたつ……」

　そう言って、モーギが手を伸のばそうとすると、ナイフのような巨きよ大だいな爪が、テーブルの上に突つき立った。

　虎とら化かした遊天の爪である。おはぎ、という単語を聞きつけて、風のような速さで帰って来たのである。

　シャーッ！

　毛を激しく逆立てて、遊天がモーギを威い嚇かくする。

　それを見て、虎が猫ねこ科かであったことを、丈斗はぼんやりと思いだした。




　夕飯はアンコウ鍋なべだった。

「田舎いなかのおじいさんから、クール便で届いたのよ」

　と、母親が言うが、遊天童子たちが画策したのは明らかだった。

　そう大きくないテーブルである。父親を入れて親子三人で食事をとることはあるが、五人で座ったことはない。

　さすがに窮きゆう屈くつである。

　しかし、妖よう怪かいを認識できない母親は、まったくそれを感じていない。茶ちや碗わんや取り皿など、倍以上がテーブルに並んでいるというのに、疑問さえ抱いだかないのである。

「うーむ、少ないな……」

　モーギが小さな土ど鍋なべを覗のぞきこんでぼやく。

「季節はずれだからしょうがない。これでも、苦労したんだぞ。岸がん涯ぎ小こ僧ぞうや磯いそ女おんなに、だいぶ借りを作った」

「遊天、もちろんおまえの苦労はわかる。だが、それにしても……。この人数で食うには、いかんせん少ない……」

　待ちきれなくなったミョウラが、箸はしを伸ばすと、母親がさい箸でそれを叩たたき、蓋ふたを閉める。

「まだ煮にえてないわよ、丈斗」

　妖怪のしたことは、すべて丈斗のせいである。

　鍋が煮えだした頃、モーギが出会った不思議な老人の話になった。

「なにかこう、つかみどころのないじじいだったぞ」

　母親が鍋の蓋を開ける。いっせいに箸が伸びる。

「そいつはもしかすると、霧山に頼まれて、丈斗を助けに来たんじゃないのか？　俺のところに知らせをよこしたのも、霧山の使い魔まだった」

　遊天童子がアンコウをつまみながら、そう言うと、丈斗の横からその老人が箸を伸ばして言った。

「ええ、まあ、霧山さんとは、お友達でございますよ」

　と、はふはふ、アンコウをほおばり、冷蔵庫から勝手に持ち出した父親の冷酒を、手て酌じやくで飲みはじめる。

「ふぃーっ、こりゃあ、冷やが利きますねー。夏のアンコウも、なかなかの味でございますねー」

　あっけにとられている丈斗たちに構わず、老人はにこにこと鍋へ箸を伸ばす。

「あんた、誰だれなんだよ？」

　気配もなく、いつのまにか自分の横に座っていたその老人を警けい戒かいしながら、丈斗はたずねた。

「ただのとおりすがりの、じじいです。お構いなく。あっ、奥さん、ごはんを少し、おねがいできませんか？」

　空の茶碗をむけると「はいはい」と母親はなんのためらいもなく、ごはんをよそる。

「ただのとおりすがりが、なんで、俺の隣となりで晩飯を食ってるんだよ」

「いやいや、こりゃまた、痛いところを……。そんなことより、この白菜もしんなりと煮えて、いや、なかなか……」

　と、らちがあかない。鍋の中身だけが、どんどん無くなってゆく。

　わけのわからんじじいのことより、まずは鍋だ。全員がそう思った頃にはすでに、鍋の方は底が見えはじめていた。

　最後にひときれ、鍋の底にアンコウが残った。

　ミョウラが取ろうとするのを、モーギが箸で押さえた。

「まてまて、これは俺様のために、遊天が用意してくれた鍋だ」

「誰がそうだと言った？　獲とって来たのは俺だ」

　遊天童子が、横からアンコウを箸で押さえる。

「なんだとー！」

「なんだ！」

　モーギと遊天童子が火花を散らすと、老人がそれをなだめた。

「まあまあ、ここはひとつ公平に、恨うらみっこなしの、じゃんけんといきましょう。じゃんけんと」

　母親をのぞいた五人が箸を置いて立ちあがり、鍋の上でじゃんけんをはじめた。

　──「最初はグーッ！　じゃんけんポン！　あいこでショ！　あいこでショ！」──

「あらやだ、お父さんの分がないじゃないの。まったくしょうがないわねー。丈斗、今日の鍋、父さんにはナイショよ」

　と、母親が言いながら箸を伸ばし、最後のひときれを口に収めた。

　全員が固まり、声もない。

　あまりにも自然ですばやい動きだったため、誰もそれを止めることができなかったのである。

「いやはや、これはこれは、妖怪も形無しですなー」

　笑いながら老人が、鍋なべに残っていた汁しるを飯の上へとさらう。
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「行ってきまーす」

　八月十日、丈斗はさわやかな解放感を抱きながら、家を出た。

　モーギ、ミョウラが居い候そうろうしてから、丈斗には、気の休まらない日々が続いていたのである。

　まず、モーギが大食いだった。米びつに穴が空いているんじゃないかと真しん剣けんに母親が悩なやむほど、飯の消費量が激しいのである。

「おかわりは、二回までだ」

　と自分で宣言したが、焼け石に水である。

　それはまだいい。困るのは、モーギが好こう奇き心旺おう盛せいで、家にある見知らぬ物をなにかと試し、壊こわし、騒さわぎたてて問題をおこすことだった。

　おとなしいと思っていると、ビデオデッキやステレオが、見事なまでに分解されていたりするのである。

　ミョウラも厄やつ介かいだった。彼女は丈斗のベッドが気に入ったらしく、気がつくと、なぜか隣で寝ねているということが何度もあった。一度など、蹴け落おとされたこともある。

　そればかりではない。シャワーを浴びるとバスタオル姿で部屋の中をうろうろしたり、「一回五千円で、しゃぶってあげてもいいわよ」などと、丈斗のうぶな神経を逆さか撫なでする言動をとるのだ。

　そのため丈斗は「これから馬首山の鬼おにと戦うのだ」という緊きん張ちよう感かんより「とりあえず温泉に浸つかって、あいつらの顔を見ずにすむ」という解放感の方が強かった。

　ひとつ気がかりなのは、二泊はく三日とはいえ、夏芽の側そばを離はなれることである。結界で守り、見つからない場所に隠かくしたとはいえ、不安をぬぐい切れなかった。




　紅椿駅に行った丈斗は、サヤとふたりっきりで電車に乗るはめになったことを、深く後こう悔かいした。

　紅椿ニュータウンから馬首山への道のりは、まず一時間ほど電車を乗りついで、ふもとの蓮はす目め駅まで行かなくてはいけない。そこからバスで三十分ほどゆられた終点に、馬首山温泉郷がある。

　丈斗はサヤと紅椿駅の改札で待ち合わせした。ふたりでふもとの蓮目駅へむかい、そこで九堂や霧山遊子らと落ち合うことにしたのである。

　改札前で丈斗を待っていた桜宮サヤは、強きよう烈れつなウサギ・ファッションだった。

　ある程度は覚かく悟ごしていた。しかし──。

　ウサ耳は無論のこと、ウサ靴ぐつにウサギのリュック、フリルの多いミニのパーティドレス。退たい魔ま用の戦せん闘とう服といった、あの服装である。

　地下校舎で妖よう魔まと戦った時は夜だったので、その派は手でさがまだしも中和されていた。しかし人ひと気けの多い、駅の改札横に立つその姿は、違い和わ感かんを突つき抜ぬけてもはや異常でしかない。

　行きかう人々が、なにか撮さつ影えいでもしているのではないかと振ふり返るほどであり、実際、「一枚取らせてください」と、カメラを持った男たちがサヤを囲んでいた。

　サヤの方も、手慣れた様子でポーズをとり、笑顔を振りまいている。

　それを見た丈斗は、顔を引きつらせて立ち止まり、とっさにその場から逃にげようとした。

「あ！　雨神さーん！　ここです！」

　しっかりとサヤに見つかり、大声で呼び止められた。もう逃げられない。

　駅にいた全員の視線が、ザッ、と音を立てたように丈斗にむく。

　それは──、ウサギ女の連れとはどんな奴やつなんだ？　ウマ男か？　はたまたサル男なのか？　という好奇心の目であった。

　視線はすぐに、なんだ普ふ通つうじゃないか、と落らく胆たんしたようにそれてゆく。

「おまえさー……」

　丈斗は言葉が続かなかった。言ったところで、サヤが言うことを聞いて着き替がえるとは思えない。第一、まっとうな服を持って来ているのかどうかさえ怪あやしい。

「頼たのむから、そのウサ耳だけでも、むこうにつくまで外しててくれないか」

　そう言うのがやっとだった。人ごみにまぎれれば服装はごまかせるが、頭の上に突き立つ二本の耳はどこからでも目立つのである。

　乗り込んだ電車の中で、丈斗は他人のふりをしようとしたが、サヤがしきりに話しかけて来るため、そのもくろみも無残に崩くずれた。

「昨日、黒星屋でウサギのパンツ、二枚五百円で売ってたんです。ウサギが大きなニンジンを抱かかえている、とってもキュートな柄がらなんです。でもー、幼児用でサイズがものすごく小さくて、どうしようかなーって、閉店まで悩んじゃいました。それでどうしたと思いますか？」

「どうせ買ったんだろ？」

「そうなんです。買っちゃいました。無理したら入るかもしれないと思って。でも、やっぱり無理でした。ウサギが伸のびて、耳の長い白しろ熊くまみたいになっちゃったんです。で、それがこれなんですけど」

　と、サヤがポケットから取り出す。

「うわっ！　なんで持ち歩いてるんだよ！」

　丈斗は小声で怒ど鳴なった。

「小さいからハンカチがわりに、ちょうどいいかなーって」

　まわりに人が居なければ、はり倒たおしているところである。九堂が居たなら、ハリセンが炸さく裂れつしていたことだろう。

　丈斗はすばやくサヤの手から、それをもぎとって、リュックへしまわせた。

　サヤに比べれば、モーギやミョウラの方がまだまともだ、と丈斗は冷や汗あせをぬぐう。

　乗客のまばらな三両編成のローカル線へ乗り換かえ、丈斗はほっと息をついた。

　四人がけの対面シートである。人の視線もない。陽ひ射ざしは暑いが、窓を開けると涼すずしい風が車内へと入って来る。

　サヤの携けい帯たいが鳴りだした。無論、ウサギの形をした携帯電話である。

　古い機種らしく、コードレス電話を持ち歩いているかのようにデカい。耳がアンテナになっており、横のポッチを押すと、ウサギの顔が縦に割れて左右に開き、表示部とボタンがあらわれるのだ。

　そんな携帯を見つけて来るサヤもサヤであるが、作ったメーカーもメーカーである。

「はい、桜宮です。あ、おはようございます。はい、雨神さんもいっしょです。はい、時間どおりです。あと十分くらいで。はい、はいわかりました」

　九堂からだった。霧山遊子もすでに来ているという。

　霧山遊子について、丈斗は多くを知らない。妖魔術クラブの創設者で、現在は東京の大学へ行っており、年ねん齢れいは丈斗のふたつ上。確実なのはそれだけである。

　──「わたくしたちの口から先せん輩ぱいの秘密を話すわけにはいきません。直接、霧山先輩から聞くのがよいでしょう」──

　と九堂が言って、それ以上なにひとつ教えてはくれなかった。

　地球から遠く離はなれた惑わく星せいから来た異星人であるというが、それらについて実際のところは、丈斗も半信半疑である。

　確かに、魔ま戦せん機きや不可思議な機械を丈斗は見ている。ディスクに記録された、様々な妖魔術のテキストも読んだ。

　地下校舎の妖魔との戦いで首だけになってしまった九堂が、二日後には元通りの姿で登校してきたのも事実である。

　東京にいる霧山遊子のもとへ召めし使つかいの鮫さめ嶋しまが九堂の首を運んで、直してもらったのだという。

　それでもやはり丈斗には、霧山が宇宙人だというのは、信じ難がたいことだった。

　──「これが、霧山先輩ですよ」──

　とサヤが、卒業アルバムを丈斗に見せたことがある。

　そこに写っていた霧山は一重まぶたで丸顔の、どこにでもいるような女生徒だった。長めの黒くろ髪かみを、飾かざりのない銀のヘアバンドで止めているという以外は、とくに特とく徴ちようがない。

　丈斗が、霧山を異星人だと信じられないのには、その平へい凡ぼんすぎる写真の印象もあってのことだった。

（いったい、どんな人なんだろ……。厳しい人なのだろうか？）

　数分後に出会う霧山のことを丈斗は思い描えがいた。なにから聞いたらいいのかわからないほど、質問が山とある。

　とにかくまず、夏芽を人間に戻もどす方法について、丈斗は確認したかった。もっと早く戻す方法があるのか、ないのか──。

（きちんと答えてくれるだろうか？　もしかすると妖よう怪かい狩がりのことで、叱しかられるかもしれない……）

　期待と不安が入り交じっていた。
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　蓮目駅は朝夕の時間帯以外は無人駅である。改札に置いてある箱に、切きつ符ぷを投げ込んで丈斗たちは駅を出た。

　目の前が小さなロータリーになっている。タクシーのりばもあるが、タクシーの姿はない。

　いっしょに電車を降りた親子と、モンペ姿の老ろう婆ばが、線路ぞいの砂利じやり道を去ってゆくと、あたりには人ひと影かげがなくなった。

　見回すと、ロータリーのむこうにある屋根のついたバス停のベンチで、九堂がひとり、ノートパソコンを叩たたいていた。いつもとかわりなく、きっちりとセーラー服を着こんでいる。

「九堂先輩！」

　サヤが声をあげ駆かけだすと、ふいに、電話ボックスの横から飛び出して来た人影があった。

　人影はサヤをうしろから抱だきすくめて、両の胸をわしづかみにする。

　ギャーッ！

　と、サヤが絞しめ殺されたような悲鳴をあげ、丈斗はあわてて駆けだした。

　ジーパンに黒いＴシャツ、丸いサングラスをかけた怪あやしげな人影は、サヤのあるのかないのかわからないような貧ひん乳にゆうをもみしだきながら言った。

「なーんだ、サヤちゃん、あいかわらず小さいじゃーん」

　近づいてわかった。女性である。笑っている。

「霧山先輩、やめてください！」

　サヤが怒おこりながら、その手から逃のがれる。

（えっ？　この人が、霧山遊子？）

　確かに写真と同じ銀のヘアバンドをつけている。

　丈斗が立ちすくむと、霧山はサングラスのレンズ部分だけを上に開き、軽く右手をあげた。

「オッス！　タケちゃん！」

　どう挨あい拶さつしていいものか、丈斗は混乱し、しどろもどろとなった。

「あ、どうも……。雨神丈斗です……」

「あははは、なに緊きん張ちようしてんのよ！」

　初対面だというのに、霧山は笑いながら旧友のようにパンパンと丈斗の背を叩く。

　写真ではわからなかったが、瘦やせているわりには、胸の大きな女性だった。ぴったりとしたＴシャツが、それを強調している。

（……本物だろうか？）

　霧山が宇宙人で、本来はタコのような姿をしているとすれば、九堂と同じように機械の肉体を纏まとっているという可能性がある。だとすれば、その立派なバストも本物ではない。

　サヤが、丈斗の視線の先を辿たどって言った。

「雨神さんも、やっぱり胸の大きな人が好きなんですね」

　丈斗はあわてて視線をそらし、顔を赤くした。

「いや、別に……。あ、バスが来た」

　土つち埃ぼこりをあげたバスが、丈斗を救うかのようにやって来た。一時間に一本しかないバスである。乗り遅おくれるわけにはいかない。




　バスの中で、丈斗は霧山に質問した。

「夏芽のことなんですけど……」

　蛇だ行こうする山道を昇のぼってゆくバスである。なにかのアトラクションのように、乗客たちが大きく左右にゆさぶられる。

　霧山はその揺ゆれを楽しむかのように身を任せ、隣となりに座っている丈斗にときおりしなだれかかりながら答えた。

「うん、知ってる。それで妖よう魂だまを集めてるんでしょ？　それ以外に手はないよ。どっちにしろ、完全な人間には戻れないけどね」

「俺もそうです」

「タケちゃんはまだ戻れそうだけど、別に戻る気もないんでしょ？　妹さんや夏芽ちゃんを忘れるのは嫌いやだろうし」

　ひとつ前の座席でサヤが、霧山と同じようにバスが揺れるのを楽しんでいる。横にいる九堂は、激しい揺れとのしかかるサヤに抵てい抗こうしながら、ひたすらノートパソコンを叩いている。

「決心が堅かたそうだから止めないけど。どんなに妖魂を集めても、夏芽ちゃんを人間の社会に戻もどすことはできないよ。夏芽ちゃんの両親や級友の頭の中から消えてしまった記き憶おくは、もう取り戻せないんだから」

「それでも構いません」

「それはタケちゃんの希望でしょ？　話ができるようになったら、一度きちんと、夏芽ちゃんの意志を聞いた方がいいよ」

「………」

「とにかく無理しないこと。でないと、夏芽ちゃんを妖魔にすることになるかもよ」

　わかりました。と、丈斗は小さくうなずいた。

「ふふっ。なかなか、素直でよろしい」

　と、霧山が丈斗の肩かたに腕うでを回す。バスが揺れる。

「あの……、すみません。肩に、胸があたるんですけど……」

「いいじゃん、別に減るもんでもなし。あははは」

（それは、セリフが逆だ！）

　心の中でツッコミを入れてから、丈斗はたずねた。

「霧山さん、ほんとうに宇宙人なんですか？」

「うん、そうそう。雄お牛うし座の方角にある惑わく星せいで、とりあえずメラ星って呼んでね。そこから宇宙船で、五年くらい前に来たんだ」

　そう簡単に言われてしまうと、まるで信しん憑ぴよう性がない。

「その宇宙船ってどんなのですか？」

「どんなのって言われても……、ごく普ふ通つうのだけど。学園の裏山に、空き家があるでしょ？　あれの地下に、宇宙船のボックスだけが埋うまってるよ」

「ボックスって、なんですか？」

「馬車で言うと、荷台だけ。列車で言うと、客車だけ、ってことかな」

「動力部分がなくて、それだけでは動かないってことですか？」

「そうそう、馬の部分にワームホールを出入りできる宇宙妖よう怪かいを使うわけなんだけどね」

「宇宙妖怪ですか？」

「地上に妖怪がたくさんいるみたいに、宇宙空間にも、いろんな妖怪がいるのよ。そいつを魔ま法ほう円えんで招しよう喚かんして、宇宙船を引かせるというわけ。今度、メラ星まで乗せてってあげるよ」

「メラ星って、どんなとこなんですか？」

「地球とそんなに変わんないよ。会社があって、役人がいて、悪いことして金もうけしようとする悪い奴やつもいて……。ほら、同じでしょ？」

「姿はどうなんですか？」

「姿って？」

「その……、俺たちと同じ、人間の姿なんですか？」

　聞いてはまずいことかもしれないと思いながら、丈斗がおずおずとたずねると、霧山が声をあげて笑った。

「やだなータケちゃん、私が本当はタコとか、イカとかみたいな姿してると思ってたの？　この体は本物だよ。本物」

　地球人もメラ星人も、もとはひとつの惑星から発生した人間が、宇宙に広がったのだと霧山は説明した。そのため、子供を作ることも可能だという。

「日本を滞たい在ざい地に選んだのもね、私の遺伝子が日本人によく似てるからなんだよ。ほら、日本風の顔でしょ？」

　メラ星と地球との決定的な違ちがいは、妖怪を認にん識しきして、文明を発展させたかどうかである。

　基本となった宗教の違いだと霧山は言った。

「キリスト教とか仏教にも、鬼おにとか悪あく魔まとかいるけど、その存在をあまりきちんと把は握あくしてないのよね。うちの星の宗教は、地球にある魔ま術じゆつみたいなもので、妖怪がいることを前提に、それらとどう共存していくかを考えてる宗教なわけなのよ」

　その結果、早い時期から妖怪たちとコンタクトを取り、その力を操あやつる妖よう魔ま術が発達したのだという。

　地球を、機械によって文明を発達させた科学文明と呼ぶならば、メラ星は、妖怪の力を得て文明を発達させた妖怪文明である。

「霧山さんは、どうして地球に来たんですか？」

「あ、それはとりあえず秘密。極ごく秘ひ任務ってところかな。でも、タケちゃんが絶対に誰だれにも言わないって約束するなら、教えてもいいかな」

「……わかりました。約束します」

　と言うと、霧山は丈斗を抱だき寄せるようにして、耳もとでささやいた。

「私はね、メラ星から派は遣けんされたファースト・コンタクターなの。メラ星と地球を混乱なく交流させるのが目的」

　交流が開始すれば、地球文明は嫌いやでも妖怪の存在を認識しなくてはいけなくなる。異星人よりも、自分たちの生活に密着している分だけ混乱は大きく、下手へたをすれば文明が崩ほう壊かいしかねない。

　そのため霧山の目的はまず、妖怪の存在を多くの地球人に認識させることだという。

「妖怪が認識できる人が多ければ多いほど、混乱が少なくなるってわけよ。だから妖魔術クラブを作ったの。妖怪を認識し操れる人々を増やす、つまり妖怪文明の布教活動ってところかな」

「何年もかかりますね」

「昔、何回か無理なファースト・コンタクトをして失敗してるから、今度は慎しん重ちようなのよ。サヤちゃんたちが親になって、妖怪を感じることのできるその子供たちが大きくなった頃ころ、くらいを考えてるよ」

　もっと詳くわしく星の様子を聞きたかったが、三十分では無理である。バスが終点の馬首山温泉郷へ着いてしまった。

　バスを降りたのは、丈斗たちの他ほかは、地元の中学生らしき女の子がひとりだけだった。

　あとは皆みな、路線の中ほどにあった「馬首山口西」というところで降りてしまっている。あきらかにそこの方が、この終点より活気があった。

　あたりには、みやげもの屋だったらしき家が何軒か並んでいるが、いずれも戸が打ち付けられて人の住む気配もない。

　昇のぼって来た坂道の途と中ちゆうに、駄だ菓が子し屋のような小さな店が一軒だけ、ぽつりと開いているだけである。

『ようこそ、馬首山温泉郷へ』という、色あせた大きな看板が、バス停の広場に掲かかげられているが、あまり歓かん迎げいしている雰ふん囲い気きはなかった。

　過か疎そ化かが進んでいることはある程度わかっていたことであるが、これほどとは思っていなかった。

　着いたらまず、どこかで昼食を取るという計画だったが、これではパンを買うことさえ危あやうい状じよう況きようである。

　スケジュールを組んだ九堂が責任を感じたのか、

「皆さん、ここでお待ちください。あの店で食堂の有う無むを聞いてまいります」

　と、二百メートルほど先に見える駄菓子屋へ、足早に歩きだす。

　残された丈斗たち三人は、日ひ陰かげにあるバス停のベンチへと腰こしを降ろした。

（あ、そうだ。さっきの女の子に聞けばよかった）

　そう気づいて、丈斗は腰をあげてあたりを見まわす。まだ、そのあたりにいそうな気がしたのである。

　坂の上はすぐそこで道路が終わっていた。その先は、山頂へとむかって、長く急な石段がまっすぐに伸のびている。

　白いブラウスを着たさきほどの女の子の姿が、その階段の中ほどに見えた。

　声をかけるには遠すぎる。追いかけるにも階段がきつい。

　妖よう怪かいの力を使えばなんでもないことだが、人間の体力でものごとを考えてしまう癖くせは、そうそう抜ぬけない。

　横にすわっている霧山のヘアバンドが、ふいに鳴ったような気がした。金属が共鳴しているような、ピーンというかすかな音である。

（なんだ？）

　霧山のヘアバンドに視線をむけた瞬しゆん間かん──。

　ざわり。

　丈斗もそれを感じた。ひどく力の強い妖よう魔まの気配である。

　霧山が険しい表情を丈斗にむけ、叱しかりつけるような口調で言った。

「タケちゃん行って！　早く、あの娘こを助けて！」

　石段の方から女の子の悲鳴があがった。
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　丈斗は走りだした。

　石段へむかって──。

　女の子は悲鳴をあげながら、階段を駆かけ昇ってゆく。その肩かたに、黒い物が憑ついているのが、ぼんやりと見えた。

　霧山とサヤも駆けだすが、妖怪化している丈斗の足とは比べものにならない。

　丈斗は石段を妖怪の右手で搔かきながら、飛ぶような速さで、女の子を追う。

　しかし、距きよ離りがありすぎた。女の子の足も疲つかれを知らず、速い。

　丈斗が石段の中腹までたどり着いたときにはもう、女の子は石段を昇り切っていた。

　悲鳴も止やんでいる。このままでは、見失ってしまう。

（くそっ！）

　だが、急ごうとして右手に力をこめると、石段が土つち塊くれのように削けずれて、後ろへ飛んだ。

　危ない。後ろから来る霧山たちに、当ててしまうかもしれない。

　丈斗は石段の横へ跳とび、生えている巨きよ木ぼくの幹を搔く。古びたコンクリートの石段よりは、強度も弾だん力りよくもある。

　幾いく本ほんかの木を搔きむしり、丈斗は石段を登り切った。

　石段の上は、目の前で道がＶの字に分かれていた。

（どっちだ？）

　木々が邪じや魔まをして先が見えない。

　右の道から風が吹ふいて来る。かすかに女性の匂においがしたような気がして、丈斗は右の道へ進む。

（当たった！）

　すぐに、女の子の姿が見えて来た。

　なにかから必死に逃にげているように、走ってゆく。

　しだいに狭せばまってゆく道の先へ──。

　黒い襟えり巻まきのように、首に妖怪が憑いている。

　けれど、それがなんの妖怪なのか、丈斗にもわからない。ただ、それほど強い妖よう気きは感じない。

　道の先が、腰までしかない低い柵さくに遮さえぎられていた。その向こうは崖がけである。どのくらいの高さなのか、丈斗からはわからない。

（行き止まりだ）

　丈斗はそう思った。

　しかし、女の子の足は止まらず、そのまま柵の上へ駆けあがる。

（まずい！）

　丈斗は地を右手で搔きむしり、女の子の後ろへ跳ぶ。

　左手を伸ばし、女の子の腕うでをつかもうとしたが、──遅おそかった。

　女の子は、柵を蹴けって大きく前へと飛び、丈斗の手は空を切った。

　そして、落ちてゆく。

　悲鳴さえもあげずに──。

　丈斗も跳んだ。ためらうことなく、柵を越こえ、落ちてゆく女の子を追って──跳んだ。

　頭を下にして落ちて行く女の子を、丈斗は宙で抱だき止めた。首に付いていたはずの妖気はすでに四散して消えている。

　妖魔の本体ではない。操あやつるために付けられた一部である。

　丈斗は女の子の頭を押さえ、下を見た。

　三十メートルほどの高さがあった。およそ、ビル十階の高さである。

　切り立った岩がん壁ぺきは、丈斗を避さけるように深くえぐれており、まるで手がとどかない。

　そして、下は岩場だった。

　半妖よう怪かい化している丈斗ひとりならば、死ぬことはない。だが、女の子を抱かかえている。

　このまま落ちれば、確実にどちらかが死ぬ。

　岩場の十数メートル先に、小さな滝たきを備えた川がある。

（せめて、あの川の中に！）

　しかし、そこまで飛ぶ方法がない。

　丈斗は女の子の体を川へ投げようと身構えた。それで果たして、滝へ届くのだろうか？　丈斗にもわからない。

　ふいにエレメントの塊かたまりが、丈斗の体の中へ飛び込んで来た。人工のエレメントである。

　霧山が作り、飛ばして来たものにちがない。

（え？　これで、どうしろって？）

　エレメントを溜ためた右手が、熱くなり、丈斗はすぐにその意味を理解した。

　右手を斜ななめ下の岩がん壁ぺきへ向け、丈斗はエレメントを撃うった。

（エウーハ！）

　その衝しよう撃げきが、落下速度を弱めると共に、ふたりの体を滝の方へ近づけた。

　しかし、それでも距きよ離りが少し足りない。

　丈斗は女の子の体を川へ投げ込み、目の前へと迫せまる岩を睨にらんだ。テーブルに使えそうなほど、平たく大きな岩である。
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　体を震ふるわせて、丈斗は目を覚ました。

　急いで身を起こそうとしたが、右手に激痛が走り、たまらず頭を枕まくらへ戻もどした。

「心配するな。敵はいない。ここは安全だ。痛みも夜には引くだろう」

　遊天童子の声だった。

　部屋の中は暗く、外の明かりがぼんやりと障子を照らしている。

　けれど妖怪の目で見るなら、それでも充じゆう分ぶんに明るい。

　木と畳たたみの匂いがした。旅館の中らしい。

「俺、どうなったんだ？　岩に叩たたきつけられたんじゃないのか？」

　岩にむかって落ちたところから先、記き憶おくがない。

「記憶がないのか？　おまえはとっさに、岩を右手で殴なぐりつけたんだ。岩が四つに割れていたぞ」

　丈斗はそっと右手をあげた。薬草らしき匂いのする緑色の包帯が、右手を覆おおっている。

　そっと指を動かすと、激痛が走った。

「骨折はしてないが、ひびが入っている。二、三日はエレメントを撃てないぞ。妖怪の腕を過信して無む茶ちやをするからだ」

　気絶した丈斗を九堂が担かつぎあげ、ひとりでこの旅館まで運んだという。サイボーグ化された肉体を持つ九堂にしかできないことである。

「あの女の子はどうなったんだ？」

「霧山が家に帰したが、なにやら複雑な状じよう況きようのようだ」

「どんな？」

「霧山から聞け。俺の口からは言えない」

　妖よう魔まが関係していることらしい。──と丈斗は察した。

　遊天童子が腰こしをあげ、障子をあける。

　廊ろう下かがあり、そのむこうに庭が見えた。庭はそのまま山の方へ続いているらしく、涼すずしい風が吹ふいて来る。

　同時に、廊下の奥の方から胃に染みいるような煮に物ものの香かおりがして、丈斗の腹が鳴った。

「食欲が出たのなら、もう心配はないな。食って寝ねろ。ここの温泉も傷にいいぞ」

　廊下の奥を指さしてから、遊天童子は庭の方へ姿を消した。

「俺のために、わざわざ来てくれたのか遊天？」

　庭へむかってたずねるが、返事はない。

　右手をかばいながら身を起こして、丈斗は気づいた。

　意識がない間に、浴衣ゆかたに着き替がえさせられていた。

（うわっ、なんだよこれ……）

　シャツやズボンは仕方がない。だが問題なのは、パンツまでもが新しいのに変えられていたことである。

　クラブの全員に、よってたかって裸はだかにされているところを想像し、丈斗は大きくため息をついた。

（ちくしょう、あいつらめ……）

　部屋を出て、明かりのある方へ進むと、仲居らしき着物姿の中年女性と出くわした。

「あら、もう起きなさって、よろしいんですか？」

　京都の出らしき、はんなりとしたイントネーションでそう言って、丈斗を皆みなの部屋へと案内してゆく。

「島しま城しろ様のお嬢じようさんを助けていただいて、ほんとうに、ありがとうございました。水泳が得意な子なのに、いったいどういうわけなんでしょうね」

　仲居の話では、女の子が川で溺おぼれていたのを丈斗が助け、手に怪け我がをした、ということになっていた。さすがに、あの断だん崖がいから落ちたと、本当のことは誰だれも言えなかったらしい。

　まるで自分の娘むすめのことのように何度も礼を口にするので、仲居と島城家の関係について、たずねてみた。

　森を越こえたところに『石原いさの大おお原はら』という小さな村があり、島城家は大きな屋や敷しきを持つ旧家だという。仲居も村の住人で、島城家の娘、美み也や乃のとは小さい頃ころからの顔見知りだった。

　ふもとにある私立中学の二年で、水球部で活かつ躍やくしているということまで知っている。

　しかし丈斗が、美也乃の両親のことについてたずねると、仲居はまるで聞こえなかったかのように、ふいに話題を変えてしまった。

「最近はすっかり、この旅館も御お客きやくさんが少なくなってしまいましてねー。あちらの部屋、どうぞ遠えん慮りよなくつかってくださいまし。皆さんのお部屋は、こちらです」

　仲居は『琥こ珀はく』という札の掛かかった部屋へ丈斗を案内した。

「もうまもなく、お夕飯の方を運ばせていただきます」

　去ってゆく仲居の背に、『隠かくしインク』で書かれた退たい魔ま円えんが光っているのが、丈斗には見えた。

『隠しインク』とは、人間の肉眼では見ることのできない特とく殊しゆなインクのことである。けれど妖よう怪かいたちには、はっきりと見えるため、公おおやけの場に退魔円を書くのに都合がよい。

　人間であるサヤや九堂には見えないため、霧山が書いたのはあきらかだ。

　襖ふすまを開け十畳じようほどの部屋に入ると、サヤが大きなウサギのヌイグルミと転げ回っていた。浴衣の前が大きく乱れた、あられもない姿である。

「キャーッ！」

　丈斗に気づき、サヤは叫さけびながら背をむけて、乱れた浴衣の前を直す。

「雨神さんのエッチ！　ノックぐらいしてください」

「おまえこそ、なにやってんだ！　ってそのウサギ、どっから持って来たんだよ？」

　確かに、来る時は無かった。

「他ほかの退魔用具といっしょに、旅館の方へ送っておいたのです」

　と、窓際のテーブルでノートパソコンを叩たたいていた九堂が、顔をあげて言った。浴衣姿であるが、わずかな乱れもなく、きっちりと着こなしている。

「雨神さん、手の方はどうですか？」

「まだ痛むけど、だいぶいい」

　丈斗はあたりを見まわし、霧山の姿がないことをたずねた。

「霧山先せん輩ぱいは散策がてら、妖魔の気配を探さぐりに行きました」

「で、その妖魔のことだけど、なにかわかったことは？」

　九堂はパソコンの画面を丈斗へむけた。
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「このあたりの村は、霧山先輩の予想を遥はるかに超こえた最悪な状態になっているようです。具体的な説明はまだありませんが、とりあえず、この旅館のまわりに結界をめぐらせました」

　旅館とあたりの地形を示す略図が、画面に表示されている。九堂がキーを叩くと、退魔円の配置場所と、その効果が略図の上に重なった。

　道にそって出入り口を設定しなくてはいけないほどの、強きよう靱じんな結界が旅館を大きく覆おおっていた。

　人でさえも、この結界を横切ることができず、知らず知らずのうちに迂う回かいさせられてしまうだろう。

「雨神さんが気絶している間に、わたくしとサヤさんで結界をめぐらせたのです」

　妖よう魔まの種類が特定できていないらしく、混合型の退魔円である。どちらかといえば、入にゆう道どう系けいの妖魔に強い結界となっていた。

「遊天は、馬首山に居るのは鬼おにだと言ってたぞ」

「確証はありません。それに、地下校舎のデビモの時のように、混合型という可能性もあります」

　遊天童子の言葉など信用できない、と言いたげな九堂の口ぶりだった。

「霧山さんはなんて言ってるんだ？　妖魔の種類については？」

「聞いていません。現時点では、すべての判断をわたくしたちに任せる、とのことですので」

　九堂は自信ありげにそう言って、眼鏡めがねのふちを光らせた。

　妖魔術のレベル向上を兼かねた実戦なのだから、霧山が指揮しないのは理解できる。だが、丈斗は不安でならない。

（九堂たちに任せておいて、本当にだいじょうぶなのか？）

　丈斗が黙だまりこむと、九堂は画面に予定表を映した。

「敵の力を見切れていませんので、今夜はこのまま防戦です。夜が明けるまで交代で、二時間おきに結界の見回りを行います。雨神さんは、深夜三時の回の見回りをお願いします」

「めんどくせえなー。そんなことしなくても、なんか来ればわかるぞ」

「クラブ活動において、勝手な個人プレーは許されません。雨神さん、クラブの連れん携けいを重んじてください」

「へいへい」

「翌朝は六時起き床しよう。六時半、朝食。七時に宿を出て、馬首山神社を訪問してから、妖魔の隠れ家の探たん索さくとなります。なんとしてでも、明るいうちに妖魔の巣を見つけだし、叩くのです」

「どのへんを探すつもりなんだ？　なんか手て掛がかりは？」

「妖魔用探索レーダーのみです。おもに東の森を中心に探索します」

「無理だよ。広すぎるよ。一日じゃ、捜さがしきれないって」

「やる前から弱音を吐はいてどうするのです。わたくしたちが妖魔を退治しない限り、馬首山に平和は……」

　九堂は言葉を切り、急いでパソコンを閉じた。

「失礼します」という声と共に、部屋のドアを開ける音がしたからである。襖ふすまが開き、さきほどの仲居が顔を出す。

　夕食の時間である。

　テーブルが退どかされ、足の付いた膳ぜんが並べられた。

　四人分の料理を、仲居がひとりでいっぺんに運ぶことはできない。厨ちゆう房ぼうと部屋を何度か往復しながら、徐じよ々じよに料理がそろってゆく。

　うなぎの蒲かば焼やき、焼きタラバ、エビの天ぷら、松まつ茸たけの土ど瓶びん蒸むし、サイコロステーキ。と、脈みやく絡らくも節操もなく、たくさんのごちそうがならび、最後に大きな伊い勢せエビとアワビの舟ふな盛もりが、別の膳で四人の中央へ置かれた。

「うわーっ、豪ごう華か！」

　と声をあげたのは、タイミングよく戻もどって来た霧山だった。来た時と同じジーンズ姿で、襖の外に立っている。

　丈斗の功労をたたえて、特別料理が旅館から振ふる舞まわれたのだ。

「終わりましたら、デザートをお持ちしますので、フロントの方へ内線９番でご連れん絡らくくださいまし。では、ごゆっくりどうぞ」

　仲居が襖をしめ、ドアから出てゆくのを待って、丈斗は霧山にたずねた。

「妖魔は、どういう状態なんですか？」

　霧山は手を振って丈斗の言葉を遮さえぎった。

「そんなのあとあと、とにかく食べようよ」

　余よ裕ゆうのある霧山のその態度に、丈斗はとりあえず安心した。

　適当に座りかけた三人に、九堂がピシリと言う。

「ダメです。霧山先せん輩ぱいは上座の奥です。となりがサヤさん、下座の奥がわたくしで、雨神さんは下座の入り口側です」

　反論するとうるさそうなので、三人はそれに従って席についた。

　いただきまーす、と箸はしを持ちかけたサヤを制して、九堂が霧山に言った。

「では霧山先輩、なにかひとことお願いします」

　突とつ然ぜんふられて、なにも考えていなかったらしい霧山はちょっと困った表情で沈ちん黙もくしてから、丈斗に笑え顔がおをむけた。

「えーと、まあ、きょうはタケちゃんの活かつ躍やくで、ひとりの少女の尊い命が助かって、ほんとよかった。めでたし！　タケちゃん偉えらい！　ナイスファイト！」

「ナイスファイトー！」

　とサヤも、霧山にあわせて腕うでを振りあげながら言う。

「明日から本格的な妖魔退治だから、みんながんばってね。ということで、きょうのところはのんびりと温泉につかって、うまいもん食おうね」

「食おうーッ！」

「そうはいきません！　いつ何なん時どき、妖よう魔まが襲しゆう来らいするかわからないのです」

「うーん、まあそうだけどね。よしえちゃん、そう力りきまなくてもだいじょうぶだから。ということで、いただきます」

「いただきまーす！」

　霧山はあぐらを組んで、中央の舟盛りへと箸を伸のばす。

　サヤも抱かかえていたウサギのヌイグルミを横に置いて、箸を割った。しかし、ウサ耳は付けたままである。

（この分だと寝ねる時も、つけて寝るかもしれない）

　ぼんやりと思いながら、丈斗も箸を手にする。しかし、右手が使えない。茶ちや碗わんを乗せることくらいはできるが、指が動かせず箸を割ることもままならないのである。

　箸を口にくわえて、左手で割ったところまではいいが、うまく箸が使えず、アワビの刺し身をつまむことができない。なんどもとり落としてしまう。

　サヤがそれに気づいて、つまんだアワビを丈斗へむける。

「雨神さん、はい、あーん」

「……いいよ」

「なに照れてるんですか？　たくさん食べて、早く元気になってもらわないとダメなんですよ」

「そうそう」

　と、霧山がにやけながら、相づちを打つ。

「だいじょうぶだよ。こいつで食うから」

　と、丈斗はカニ用のフォークをつかみ、アワビを突ついた。しかし、固くてうまく刺さらない。

「ほら、ダメじゃないですか。ごはんだって、食べられないし、カニの殻からなんて、絶対むけませんよ」

　丈斗の横ににじり寄って来たサヤが、アワビを突き出す。

「よせって……」

「これ、会長命令です！」

「なんだよそれ」

「あっ、会長命令ならしょうがないよねー。だよね、よしえちゃん？」

「そうです。食べるのです雨神さん」

　皆みなにそう言われ、丈斗は照れながらサヤの差し出すアワビを口に入れた。

「おいしいですか？」

「うん……」

「次はなに食べます？　蒲かば焼やきはどうですか？」

「それよりもさー、浴衣ゆかたの前を直せよ」

　帯の締め方が悪いのか、サヤの浴衣の前がだらしなくゆるんでいた。胸元は大きく開き、裾すそも両の太ふと股ももがむきだしとなっている。

「あっ、雨神さんのエッチ！」

　サヤが箸を投げて、すばやく裾を直す。

「箸を投げるなよ！」

「いやーもうお姉さん、しらふじゃ見てらんないよ。ビールでも飲んじゃおうかな、ビールビール」

　そう霧山が茶ちや化かしながら立ちあがり、部屋に備えつけの冷蔵庫を開ける。

「霧山先輩、アルコールは控ひかえてください。いつ妖魔と対戦となるかわかりません。それに、霧山先輩はまだ十九のはずです。飲酒は二十歳からと、法律に定められてます」

「あいかわらず、よしえちゃんは固いねー。今度からアイアンよしえって、呼んじゃうぞー」

　カシュ！　とカンビールの蓋ふたをあけ、霧山はその場で、くびくびと飲みはじめる。

　霧山の態度を見て、妖魔の来らい襲しゆうが今夜は無いことをぼんやりと確信した。

　その後もサヤは、丈斗の食事を手伝うが、動くたびに裾が乱れてゆく。

　男としては、それはそれで嬉うれしいのだが、まったく食べた気がしない。性欲と食欲は両立しないのだということを、丈斗はぼんやりと思った。

　そしてサヤは料理をよく落とす。丈斗が左手ですばやくキャッチするので、服や畳たたみを汚よごすことはないが、手がベタベタである。

「雨神さん、ちゃんと食べてください」

「箸はしを離はなすのが早すぎるんだよ」

　一生懸けん命めいやっているのだが、不器用なため、食事が思うように進まない。

「サヤさん、代わりましょう。自分の食事に専念するのです」

　しびれを切らした九堂が、丈斗の膳ぜんへ自分の膳を寄せた。

「はーい、先輩」

　素直に、サヤは自分の膳へと戻もどってゆく。

　九堂の箸さばきは、適確で手慣れていた。そしてその仕草も、淑しとやかである。左手で右手の袂たもとを押さえ「はい」と、小さく声をかけながら、丈斗の口元へ料理を運んでゆく。

　まるで心の中を読まれているように、次々と欲しいものが言ってもいないのに運ばれて来るのには、丈斗も感心した。

　その理由を九堂にたずねると「視線を見ていれば、見当がつきます」と、答えた。

「九堂さんは、いいお嫁よめさんになれるよ」

　誉ほめたつもりでそう丈斗が言うと、九堂は手を止めて怒おこった。

「やめてください。わたくし、殿との方がたに仕えるつもりはありません。それに、わたくしの肉体はすでにサイボーグ。結けつ婚こんはできないのです」

　そうはっきりと自分のことを口にした九堂に、丈斗はハッとした。

　自分ももはや人間ではない。半妖よう怪かいである。けれど丈斗はまだ、他人にむかってそう言い切れるほど、心の整理がついていない。

　どこかでまだ、人間に戻れるかもしれない、と考えている。

「そんなことないよ。よしえちゃんは結婚できるよ。サイボーグって言っても、簡単な検査くらいじゃ見み抜ぬけないくらいなんだから」

　ビールを飲みながら、霧山がそう言う。

　九堂の体について、丈斗はなにも知らない。本人から詳くわしい説明を聞いたこともなければ、それを求めたこともなかった。

　なにかふれてはいけないこと、のように感じられたからである。

「そんなに巧こう妙みようなんですか？」

　丈斗がたずねると、霧山は九堂の肉体の仕組みについて、詳しく説明しはじめた。

「歯車や基板が詰つまってるわけじゃなくて、人工の細さい胞ぼうを組み合わせて、人間の体そっくりに構築してあるだけ。だから斬きれば血も出るし、骨や内臓も、私たちと見分けがつかないよ」

　簡単な医い療りよう検査ではわからないという。
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　ただし骨の内部に仕し掛かけがあり、それによってオリンピック選手並みの腕わん力りよくや持久力を引き出せるらしい。

「火事場のバカ力を必要な時に出せるというだけで、根本的には人間とまったく同じなわけ。だから結婚しても旦だん那なは一生、よしえちゃんが人工の体だなんて気づかないと思うよ。でも、妊にん娠しんはできないんだよねー。うちの星の法律がそうなっててさー、妊娠できるボディって作れないんだよ」

「それについては、月経などというわずらわしいものが綺き麗れいに無くなり、わたくしとしては感謝しております」

「人工受精は可能だから、こっそり旦那の精子を採取できれば、子供はいくらでも作れるよ」

「心配には及およびません。わたくしは一生、独身でありたいと思っておりますので」

　止めていた箸を動かし、丈斗の口元へと料理を運ぶ。

　九堂のその強さに、丈斗はすがすがしさを感じた。

　ふいに、サヤがぼろぼろと口からゴハンをこぼしながら言う。

「あっ、すると九堂先輩って、中だしＯＫなんですねー」

　すばやく三人のハリセンが、サヤの頭に炸さく裂れつした。
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　サヤの使い魔まである芝しば犬いぬのピーチに起こされ、丈斗は目を覚ました。

　時と計けいの針が三時十分を差している。丈斗に割り振ふられた、見回りの時間である。

　旅館の好意によって、ひとり部屋で気き兼がねなく寝ねたせいか、ぐっすりと眠ねむっていた。

　遊天童子が言ったとおり、右手の痛みがほとんど無くなっている。懐かい中ちゆう電灯くらいならば、どうにか持つことができた。

　ピーチを連れて部屋を出た丈斗は、フロントの横を抜ぬけて外へと出る。

　静かだった。虫の鳴き声も、風の音も聞こえてこない。

　薄うす曇ぐもりの空に、ぼんやりと月が浮うかんでいた。少し蒸し暑いが、森から染み出て来る空気が冷たい。

　妖よう魔まの気配も、結界が緩ゆるんでいる様子もなかった。

　それでも念のため、丈斗は結界の内側をめぐり、結界を作っている魔ま法ほう円えんを確認した。

　隠かくしインクの他ほかに、人の目には見えないレーザーによる魔法円、さらにその装置を守る退魔円など、二重三重の防備である。

　丈斗が急場しのぎで、地下校舎にめぐらせた結界とはちがう。そう簡単に破ることはできない。たとえるなら、わらの家と鉄筋の家くらいの差がある。

　足早に一周して門の前へ戻もどると、道の奥に、ふたつの人ひと影かげが見えた。

　閉じられた結界の出入り口のむこう側である。

（妖よう怪かいか？　それとも妖よう魔まか？）

　結界に遮さえぎられて、妖よう気きがうまく感じ取れないが、人間ではないのはあきらかである。

　見ていると、ふたつの人影はゆっくりと滑すべるようにして、結界の手前まで近づいた。

　洋服を着た男女である。一いつ瞬しゆん、頭に巨きよ大だいな松ぼっくりをかぶっているかのように見えた。

　口である。女の頭一面を、無数の赤い口がびっしりと覆おおっている。

　男の方は目だった。目め尻じりの垂れた右目だけが頭を覆いつくし、それ以外の物はなにもない。

　丈斗が身構えると、男女の妖怪は手を胸前で組んで、大きく一礼した。

　そして──。

「娘むすめを助けていただき、ありがとうございました」

　女の頭を埋めつくした無数の口が、いっせいにそう言葉を発する。

「……娘？　俺が助けた美也乃さんのことか？」

　ゆっくりと、ふたりが頭を垂れる。

「あの鬼おにに、このような姿にされてしまいました。どうか丈斗さま、あの鬼を退治して、娘をお守りください」

　丈斗は思い出した。昼間、両親のことをたずねたとき、仲居が不自然に話題を変えたことを。

（そうか、両親が妖怪になったから、その記き憶おくが消えたのか）

「霧山さまに、丈斗さまのことを聞きました。少しでもお役に立てればと思い、これをお持ちしました」

　母親がそう言うと、父親がポケットから小さな妖よう魂だまを取りだした。

「夏芽さまへお使いください。娘を助けていただいたお礼です」

　それを受け取るには、結界の出入り口を開けなくてはいけない。

　丈斗は戸と惑まどった。

（罠わなかもしれない）

　右みぎ腕うでを怪け我がしていなければ、迷わず開けていただろう。

「娘に、今の私たちがしてやれるのは、これくらいです。丈斗さま、どうかあの鬼を退治し、娘をお守りください」

「残念ながら、そんな手には乗らないよ。妖魂をくれるというなら、馬首山の鬼を退治してからもらうよ」

　確信はなかった。丈斗はふたりに、かまをかけたのである。

　──ちっ！

　大きな舌打ちが響ひびき、妖魔の気配が一気に遠ざかってゆく。

（なんだ、やっぱり罠か……）




　旅館の中へ戻ると、パジャマ姿の霧山が丈斗を待っていた。

　パジャマと言ってもズボンだけで、上はゆったりとしたＴシャツである。

　霧山は微笑ほほえみながら、丈斗の肩かたを叩たたいた。

「ナイス、タケちゃん。よく罠だって見抜けたね」

「ええ、まあ……。それよりも詳くわしいことを、教えてくれませんか？」

　夕食のあと、丈斗は何度も霧山に妖魔の情報を求めた。しかし、そのたびにはぐらかされ、なにひとつ聞いていない。

「サヤちゃんたちも居ないから、まあ、いいかな」

　と、霧山はフロアーの横にあるソファーに腰こしを降ろす。

　深夜のロビーで、寝ね間ま着き姿の男女がふたりっきりなのは、やはり危あやうい雰ふん囲い気きがそこはかとなく漂ただよってしまう。

　丈斗は、ひとり分ほどの間を開けて、霧山の横に座った。

「あれ？　なに意識してんのよタケちゃん」

　霧山はそう言うと、ぐっと丈斗へ詰つめよって、肩に腕を回す。

「もしかして、タケちゃんって童どう貞てい？」

　と、嬉うれしそうにたずねてくる。

　丈斗は霧山の腕を振り払はらって、ソファーの端はしまで身を離はなした。

「そうやって青少年をからかって、おもしろいですか？」

　怒おこりながらそう言うと、霧山は嬉しそうに大きくうなずいた。

「うん。だってタケちゃんて、けっこう純情なんだもん」

　あきれて、返す言葉が無い。

「そんなことより、妖魔のことです。種類はなんですか？　鬼じゃないんですか？」

「えーと、それは明日になれば、はっきりするから、今のところは秘密」

「今、どこにいるんですか？」

「それもないしょ」

　丈斗は少しいらついた。

「それじゃ、島城美也乃さんのことについて教えてください」

「あれ？　どこで本名を知ったの？　なんか女の子の情報だけは早いねタケちゃん」

「仲居さんに聞いたんです。遊天が複雑な事情だと言ってましたけど、それはなんですか？」

「そうなのよねー。ちょっと、複雑かな」

　と霧山は黙だまり込んでしまう。

「どうなんですか？」

　思わず声が大きくなった。

「タケちゃん、夜中だから静かに。その説明も明日にしよう」

　丈斗は声をひそめて言った。

「彼女は無事なんですか？　また、妖よう魔まが狙ねらうんじゃないんですか？」

「それはだいじょうぶよ。家の方に結界を張っておいたから。それに妖魔の目的はあくまでもタケちゃんで、美也乃ちゃんはその囮おとりに使われただけ」

「それじゃまた、彼女を囮に使う可能性があるんじゃないんですか？」

　むきになった丈斗へ、霧山が微笑む。

「ほらほら、それがタケちゃんの弱点。美也乃ちゃんがどうなろうと知らない、ってポーズを見せてないと、本当に妖魔が美也乃ちゃんを楯たてに使うことになるよ」

　そのとおりだ。と、丈斗は沈ちん黙もくした。

「気をつけて。敵に心の奥底まで見抜かれたら負けだからね。それでなくとも敵は、タケちゃんに関する様々な情報を持ってるんだから」

「そういえば、さっきの使い魔たち、妖魂や夏芽のことまで知ってた」

「どうもそのへんに、裏がありそうな気がするのよねー。普ふ通つうの妖魔に、それだけの情報収集力があるの、不自然だと思わない？」

「地下校舎に張った俺の結界を崩くずすのに、着物姿の女が入れ知ぢ恵えしたとモーギが言ってました。その女も、馬首山の鬼おにがよこした使い魔だと」

「そうそう、退魔円のことにも詳しいのよ。でも、誰だれが知恵をつけたのかは、だいたい見当がついてるんだけどね」

「誰なんですか？　それも秘密ですか？」

「うーん、とりあえず」

　丈斗は小さくため息をついた。

「霧山さんは、どうやって、ここの妖魔退治を決定したんですか？」

「妖怪たちでさえ困っているような悪い妖魔って、あちこちに結構いるのよね。近場で手て頃ごろ、ってところかな」

「……わりと適当だったんですね」

「うん。一番おおきな理由としては、ここに温泉があったからかな」

　丈斗はしだいに、霧山のことが不安になって来た。サヤよりも脳天気で、九堂よりも自信過か剰じようなのではないかと。

「もう一度、確認させてください。ほんとうにあの娘こは安全なんですか？　敵は俺たちや妖魔術のことを知り尽つくしているあなどれない奴やつなのに、俺の手はこんなだし……。こんなんで、俺たち勝てるんですか？」

「どうかな……。ダメならあきらめて帰るだけだから」

「あの娘はどうなるんですか？」

「心配なのはあの娘だけ？　あの娘のいる石原大原にも、まだたくさん人が住んでるよ」

「もちろん。俺、逃にげ帰るなんて絶対に嫌いやですよ」

　むきになった丈斗を、霧山は微笑ほほえみながらなだめた。

「だいじょうぶ。心配ないよ。今、逃げてるのは妖魔の方だから。タケちゃんがあの娘を助けたことで、妖魔の方が私たちの力に驚おどろいて、怖おじ気けづいている」

「そうなんですか？」

「だから妖魔は森の奥へ隠かくれて、私たちが帰るまでは姿を見せないよ。さっきみたいに使い魔が来ることはあるけどね」

　霧山の余よ裕ゆうある態度が、丈斗にも少し理解できた。

「でも俺、あの娘を助けて手を怪け我がしてる。これって、妖魔にとってはチャンスなんじゃないんですか？」

「普通に考えるとそうなんだけど、タケちゃんが怪我をしたことで、遊天たちが来ちゃったでしょ。それはちょっと妖魔にとっては、計算ちがい」

「遊天たち……？　ってどういうことですか？」

　霧山が顔をあげて「ほら」と、廊ろう下かの方にあごをむける。

「やはり、露ろ天てん風呂ぶろは夜中に限るなー」

「サウナが止まってて最低よ」

「俺は夕方の方が好きだな。景色がよく見える」

　廊下の奥からあらわれた浴衣ゆかた姿のモーギとミョウラと遊天童子が、丈斗の前をすどおりして、部屋の方へと消える。

「な、なにしに来てるんだよあいつら？」

「湯治だって。でも本当のところは、タケちゃんのことを心配してるのかも」

「俺のことを？　まさか。あいつら好き放題に生きてるだけですよ」

「まあそうだけど……。好きでもない奴やつのところに、居い候そうろうしたりはしないんじゃない？　いざとなったらタケちゃんを助けてくれるかもよ。ただし、敵が妖怪じゃなければね」

「それって、ぜんぜん役に立たないってことじゃないんですか？」

　遅おくれて、謎なぞの老人までもが横切ってゆく。

「あ、あのじいさん」

「なんだ、知ってるんだ？」

　知っているもなにも、あれ以来、ごちそうがでるたび、いつのまにか必ず丈斗の横に座っている。

「誰なんですか？」

「妖よう怪かいの総大将、ぬらりひょん。有名でしょ？」

　霧山にそう言われて、丈斗は、あっ、と手を叩たたいた。今まで気づかなかったことが不思議でならない。

　それもやはり、ぬらりくらりと本性を見せない、ぬらりひょんの妖よう力りよくである。

「モーギたちとのいざこざ、私が出て力で収めると角が立つでしょ？　だからじいさんにお願いしたのよ。さすが、総大将と言われるだけあるわよね」

　言いながら、立ちあがった霧山の背後に、いつのまにかその、ぬらりひょんの老人がいた。

「ほっほっほ、まあそれほどではありませんよ。ですが、無報ほう酬しゆうですので、まあー、このくらいの、お駄だ賃ちんをいただいても、バチはあたりますまい」

　などと言いながら、背後から両手で霧山の胸をわしづかみにした。

「いやいや、これはこれは、なかなか……」

「あーん、いやーん♡」

　などと艶なまめかしい声をあげながら、霧山はじじいの頭を両手でつかみ──、

「なにするんじゃ、このスケベじじいー！」

　強きよう烈れつなココナッツ・クラッシュ（膝ひざで頭を打ち砕くだくプロレスわざ）を炸さく裂れつさせた。

　声もなく、ぬらりひょんはフロントの冷たい床ゆかに沈しずむ。

「さて、寝ねるかな。じゃあ、タケちゃんまた明日ね」

　なにごともなかったかのように霧山は、真っ白に燃えつきたように倒たおれているぬらりひょんを踏ふみ越こえ、部屋へと帰ってゆく。

（うわーっ、妖怪の総大将も形なしだなー）

　背筋を震ふるわせた丈斗は、そのまま大浴場へとむかった。
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　翌朝はまるで小雨が降っているのかと思うほど、しっとりと体を濡ぬらすほどの濃こい霧きりが、あたりを包んでいた。

　丈斗は朝食を食べるため、皆みなのいる部屋へ行った。

「どうやら、わたくしたちの力に怖じ気づいて、妖よう魔まは来なかったようですね」

　朝からすでに、セーラー服をきりりと着こなした九堂が、てきぱきと対妖魔戦の準備をしている。

　起きていたのはその九堂だけだった。サヤと霧山はまだ布団の中である。

　サヤはしっかりと、ウサ耳のナイトキャップをつけ、布団の中で大の字に寝ていた。一見、きちんと寝ているようだが、脱ぬげて丸まった浴衣が布団の下から出ている。

　霧山の方は、すっぽりと頭から布団を被かぶって丸まっていた。

「飯が来るまで、出直した方がいいみたいだ」

　丈斗がそう言うと、九堂はうなずいた。

「そうですね。霧山先せん輩ぱいもまだ裸はだかですし」

「はだか!?」

　布団の横を見ると、昨日の夜に着ていたパジャマのズボンとＴシャツが綺き麗れいに畳たたまれて置かれていた。

（うわっ、まずい！）

　そそくさと部屋を出て行こうとする丈斗を、九堂が引き止めた。

「おまちなさい雨神さん。行かれるのであれば、これを持っていくのです」

　九堂は立ちあがると、障子を開けた。

　色とりどり、大きさや形さまざまの下着やシミーズが、万国旗のように縁えん側がわに張られた紐ひもの上に干されていた。彼女たちのモノである。

　たった一日の量にしては、あきらかに多すぎる数だった。

　美也乃を助けるために、川に入ったがためなのであるが、丈斗は知らない。

（うわっ！　女って、三時間おきに下着を取り替かえるのか？）

　九堂は、そこにひとつ混じっている丈斗の縦たて縞じまのトランクスを外し、すばやく小さく畳んだ。

「室内で干したので、いまひとつ生なま乾がわきです」

　なんで勝手に洗せん濯たくするんだよ！　だいたいなんで、脱がす必要があったんだよ！

　怒いかりを思いだし、そう怒ど鳴なろうとした丈斗の横で、

「うーん」と艶めかしい声をあげ、霧山が寝ね返がえりを打った。

　丈斗は「あ、どうも」とすばやく自分のパンツをつかみ、部屋から飛び出した。




　なぜ脱がした！

　と、丈斗が霧山たちを問い詰つめることができたのは、霧で視界の悪くなっている森の中へ入ってからのことだった。

「私は参加してませんし、なにも見てませーん。雨神さんを脱がしたのは霧山先輩と九堂先輩です」

「パンツまで取りかえちゃうのは、やりすぎだよねー。あれは、よしえちゃんの陰いん謀ぼうだからね」

「なにかご不満ですか雨神さん？　他ほかに傷がないかどうか、医者の視点で念入りに調べたまでのことです。決して、下心があってではありませんよ。だいたい殿との方がたのいちもつなど、わたくしは見み馴なれています」

「見馴れているってなんだよそれ？」

「待って！」

　霧山がふいに、皆を止めた。

　ピーンと微かすかに、霧山のヘアバンドが鳴っている。

（来る！）

　妖魔の気配を丈斗が感じると同時に、サヤと九堂が動き、印を組む。

　まず、薄うすい結界ができた。簡易型の結界である。

　次にふたりは、エノク語を唱えながら本格的な結界を作りはじめた。

　サヤは妖魔術用のスティックを引き伸のばして宙に魔ま法ほう円えんを描えがく。

　九堂はパソコンを開き、レーザーを使って退魔円をあたりに照射してゆく。

　妖魔の姿が霧の中からあらわれた。

　白い着物姿の女である。顔を、白い手て拭ぬぐいで隠かくしている。

　丈斗がサヤたちに手を貸そうとすると、霧山がそれを止めた。

「タケちゃんの出番じゃないよ。それにまだ、エレメント撃うてないでしょ？」

　丈斗は自分の右手を見た。包帯は外してあるが、薬草によって緑に染まっている。

　ゆっくりならば、どうにか指は動く。だが、エレメントを撃つ自信はなかった。

　無理して撃っても、エネルギーが拡散しては効果がない。あらぬ方向へ大きく曲がり、サヤたちに怪け我がをさせる危険もある。

　丈斗はうなずき、霧山といっしょに、サヤたちを見守った。

　着物姿が、結界の前へと近づく。

　すでに結界は万全である。たとえ馬首山の鬼おにが出て来たとしても、そう簡単に破ることはできないだろう。

　着物姿の使い魔もそれがわかっているのか、結界に触ふれる寸前で足を止めた。

「妖魔係数百二〇ＥＰ。サヤさん、エレメンタルの準備をしてください」

「はい、やってます」

「種類は？」

「ブタウサで行きます」

「……少し不安ですが、了りよう承しようしましょう」

　九堂もサヤも、気配のレーダーの表示だけで、実際には着物姿は見えていない。四人をすっぽりと包み込んでいる半球ドーム型の結界も同じことである。

　そして、語りかけてくる使い魔の言葉も聞こえていない。

「帰れ……。今すぐ、帰れ……。そうすれば、約束してやる。村人を、もう殺さない……。捕とらえてある女……、おまえの女……。丈斗……。おまえの大切な夏芽は、我々の手の中だ……。我々に食われたくなければ……、すぐ……」

「なんだと！」

　丈斗は怒鳴った。

　声に驚おどろいて、九堂とサヤの手が止まる。

「タケちゃん、そんなはったりに乗っちゃダメ。もっと、どっしりと構えないと、足元をすくわれるよ」

　霧山がやさしく、丈斗の肩かたを叩たたく。

「すみません……」

　丈斗は霧山にあやまり、軽く指で印を組んで気持ちを静めてから、着物姿を睨にらんだ。

「……信じないのか丈斗……。噓うそだと思うなら、家に戻もどって確認してみろ……」

「誰だれが、そんなの信じるかよ！　本当だというならば、その証しよう拠こを見せてみろ。だいたいおまえたちに、夏芽の隠し場ば所しよがわかるはずない！」

　着物姿が沈ちん黙もくする。

「準備完かん了りようです」

　サヤが叫さけぶと、上へむけて九堂が太いペンのようなモノを振りあげ、撃った。

　人工的に精せい霊れいを作るのに必要な十二種類のエレメントの詰まった、カートリッジ弾だんである。

　鮮あざやかに光エレメントの粒りゆう子しが、天てん井じようにあたり、半球ドーム型をした結界の内側をこぼれ落ちてゆく。

　それをサヤが、まるで棉わた飴あめを巻くように、スティックを使ってすばやく集め取る。

　色の着いたエレメントの棉飴が、太ったウサギの姿へと変わった。

　身長が一メートルほどしかない、ヌイグルミのウサギのような人工エレメ精霊ンタルである。

　やたらに腹が大きく、極きよく端たんに手足の短い、太りぎみのウサギだった。

　サヤの能力がまだ弱いため、人工精霊には思考力がない。動きを細かくサヤが指示しないと戦えないシロモノである。

「出ました！　出しゆつ撃げきします」

　サヤの声に、九堂は結界の一部を扉とびらのように大きく開いた。そこから、ブタウサが飛び出してゆく。

　着物姿の妖よう魔まは、大きく身を後ろに引いて、それを警けい戒かいした。

　しかし──。

　ぼてっ。

　と、ブタウサが前に転んだ。そのまま、溺おぼれているかのように手足をばたつかせる。

　どうやら、必死に起きようとしているのだが、自分の大きな腹が邪じや魔まをして、手足が地面に届かないらしい。

「あれ？　えーと、えーと」

　サヤがスティックを振ふって、ブタウサを起こそうとするが、うまくいかない。

「サヤさん、どうしたのですか？」

「なんか、うまくいきません。えーとえーと、ちょっと待ってください」

「サヤさん、急ぐのです。妖魔が来ますよ」

　九堂の言葉に、チャンスであることに気づいた妖魔が、飛んだ。

　結界の出入り口に立っているサヤへむかって──。

（まずい！）

　とっさに丈斗が、右みぎ腕うでをむけようとするのを、霧山の手が押さえた。

「タケちゃん、まだまだ」

（けど、このままだと……）

　着物姿の妖魔が、倒たおれているブタウサを飛び越こえて、サヤへ飛び掛かかってゆく。

　手て拭ぬぐいがはずれ、妖魔の顔が見えた。

　口元は普ふ通つうの人間だが、その上に干からびた胎たい児じの頭がふたつ、左右に並んで埋うめ込まれていた。

　鬼おにのような大きな手で妖魔が、サヤの首をつかもうとした瞬しゆん間かん──。

　すばやく起きあがったブタウサが、妖魔を後ろから押さえつけた。

「妖魔、引っ掛かりました！」

　サヤがうれしそうに叫んで、結界の出入り口の前から身を退どかす。

　すかさず、九堂が隠かくし持っていた銃じゆうのような物を妖魔へむけ、撃うった。

　ブタウサが転んだのも、サヤがあわてたのも、すべて妖魔を捕つかまえるための演技だったのである。

　丈斗と同時に、妖魔もそれに気づいたが、もはや遅おそい。

　その妖魔の顔を、銃から飛んだエレメントの粒子が叩く。

　ジュッ！

　と白い煙けむりがあがり、魔ま法ほう円えんを象かたどった痕あとが妖魔の顔に焼きつけられる。

　妖魔はするどい叫び声をあげると、ブタウサを振り切って逃にげ出した。

　九堂が追って撃つが、もう当たらない。はずれたエレメントが、木や草を焼いていくつもの魔法円を残す。

「いいのか？　逃げちまうぞ？」

　丈斗がそう声をかけるが、サヤはそのまま妖魔を見送った。

「いいんです。どうせブタウサの足じゃ追いつけませんし、それに……」

「そう。それも、わたくしたちの作戦です」

　言いながら九堂は、切り株の上にパソコンを置き、リュックから取りだした別の装置を接続する。

　パソコンの画面に、移動してゆく光る点が表示された。

　九堂はキーを叩たたき、その画面に地図を重ねあわせる。

　どうやらその光点が、逃げてゆく妖魔の位置を知らせているらしい。妖魔の顔に焼き付いた魔法円が、発信機のような役目をしているのである。

「これで、敵の隠れ家がわかります。あとはそこを結界で包囲して、叩くだけです」

「うん、よしえちゃん、なかなかグー。でも、そううまく行くかなー。妖魔のボスがすぐに気づくと思うけど」

　霧山がそう言った直後、地図の上を進んでいた光点が消えた。

　あっ、と小さく声をあげた九堂が、パソコンを操作するが、光点はもう戻もどらない。

　魔法円が消されたのである。おそらく、さきほどの妖魔ごと──。

「ほらね」

「………。少なくともこれで、捜そう査さ範はん囲いが狭せばまりました」

　九堂はパソコンを閉じると、開いた地図の上に、矢印を書きこんだ。

　妖魔の光点が消えた位置と、むかって行った方角である。

　丈斗が助けた娘むすめ、美也乃が住む石原大原を少し越えた森の中だった。

　まちがいなくその先に、馬首山の鬼が隠れている。
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　四人は森から小道へと出て、石原大原をめざした。

　使い魔ごときでは、どうにもならないことがわかったらしく、あれから丈斗たちへの攻こう撃げきはない。

　道が広くなり、左右にぽつりぽつりと家が見えはじめた。使われていない物置のように、固く閉ざされたまま砂すな埃ぼこりで汚よごれた家ばかりだった。

　人が住んでいる様子はない。

「石原大原」という使われていないバス停ていを見つけ、村についたことを丈斗たちは知った。少し前まで、バスがこのあたりまで走っていたらしい。

　バス停の横に、駄だ菓が子し屋のような小さな店が開いていた。駄菓子の他ほかに食品や雑貨も置いてある。

　飲料水を買い、店番をしていた小こ柄がらな老ろう婆ばに村のことをたずねると、横の階段をあがる近道を教えてくれた。

　細い石段を登り切ると、山のむこうがわに段々畑が広がっていた。一段おきに農家が一軒ずつ建ち並んでいる。

　そこが石原大原という村である。

　近代的な家もあるが、多くは土つち壁かべの家だった。納な屋やとして使っているだけかもしれないが、どの家にもまったく人の気配がないため、よくわからない。

「ほら、あそこにある二階建ての大きな家が、島城家」

　と霧山が、山の奥の方に見える家を指さした。

　門や塀へいは古い物だが、敷しき地ちの中に建っている家は、築十数年ほどの新しさである。

「美也乃ちゃんの御お見み舞まいがてら、昼食にしよう。ちょっと早いけど」

　あたりに店がないことを聞いていたので、旅館に頼たのんで、昼食用におにぎりを作ってもらっていたのである。

「ですが霧山先せん輩ぱい、まだ十一時になってません」

「昼食賛成！　私、もうへとへとです」

　歩き馴なれてないサヤが、そう音をあげる。

（そのウサ靴ぐつのせいじゃないのか？）

　全員がそう思うが、サヤが怒おこるので何も言わない。

　電話で美也乃が家にいることを確認してから、四人は山ぞいの道を回り、その家の門をくぐった。




　中学のセーラー服を着た美也乃が、玄げん関かんで丈斗たちが来るを待っていた。

　肌はだの色が白く、今にも壊こわれてしまいそうなほど線の細い女の子である。事件の時は、ちゃんと顔を見る暇ひまもなかったため、丈斗は美也乃が綺き麗れいな娘であることを初めて知った。

　けれどその美しさも、表情が暗く沈しずんでいるため、輝かがやきを失っている。

　美也乃は言葉に詰まってから、栗くり色いろのショートヘアーをゆらし、深々と丈斗たちへ頭をさげた。

「昨日は、ありがとうございました。……あがってください」

　たどたどしくそう礼を言って、逃げるように家の奥へと入ってゆく。

　その背中に隠かくしインクで描えがかれた退魔円が、光っているのが丈斗には見えた。

「さあ、入って入って」

　美也乃を送って家に入ったことのある霧山が、自分の家のように中へと案内してゆく。

　壁や床ゆかなど、家のいたるところに隠しインクの退魔円が描かれていた。

　ひとつ消えかけた退魔円を見つけた霧山が、小さなスプレーをポケットから取り出し、狙ねらいをつける。吹ふき掛かけると一いつ瞬しゆんで、隠しインクの退魔円ができあがった。

　丈斗たちは大きなソファーのある客間へと案内された。

　父親の趣しゆ味みなのか、精密な蒸気機関車の模型が、大きなガラスケースの中に飾かざられている。

　その棚たなの上に、家族の写真立てがあった。今よりも少し幼い、小学生くらいの美也乃が、両親に挟はさまれて笑っている。

　丈斗が写真立てを指さして、たずねようとすると、霧山がそれを止めた。

「美也乃ちゃんに、両親のことは聞いちゃダメよ」

　霧山は小声でそう言い残すと、美也乃といっしょにお茶を用意しに行った。

（どうして？）

　理由はすぐにわかった。

　サヤにも九堂にも、その写真の中に写っている両親が見えなかったからだった。

　美也乃の両親は、妖怪化したか、妖怪に食われてしまったのである。

（昨夜のあの妖よう魔まは、本当に美也乃の両親だったのか？）

　ならば助けてやりたい、と丈斗は思った。

　しかし、美也乃を助けた丈斗の命を狙ってきたのである。もはや、人の親としての感情が失うせている可能性が強い。

　丈斗はあの妖魔が、美也乃の両親ではないことを祈いのった。

　そうでなければ、丈斗が美也乃の両親を殺すことになるかもしれない。

　霧山が冷蔵庫にあるもので、美也乃の昼食を作り、丈斗たちは五人で食べた。

　美也乃はロボットのように始終無口で、感情を見せない娘むすめだった。たずねれば簡単に答えるが、余計な説明はなにもしない。

「食事、いつもはどうしてるの？」

　という質問に、美也乃は恥はずかしげに答えた。

「朝は食べません。昼は、部活があるので蓮目の駅前で済ませます」

「夜は？」

「呼んでくれるので、隣となりの家でごちそうになってます」

　ひとり暮らしの親切な婦人がいるのだと、霧山が説明する。

　なぜ、彼女がこんな大きな家でひとり暮らしをしているのか？　両親はどうしているのか？　それについて、九堂もサヤも質問しようとはしない。

　疑問にさえ感じていないのである。

　写真の中の両親を認にん識しきできないと同じように、不自然であるという考えが湧わいてこないのだ。

　それは美也乃も同じはずである。両親が居ないことを当然のことのように受け止め、疑問を抱いだかない。

　けれど、自分でも理解できない寂さびしさと悲しみを抱かかえていることは、その暗い表情から読み取れる。

　食事が済むと、九堂が三人を急せかした。

「急ぎましょう。夕ゆう闇やみが来る前に、決着をつけねばなりません」

「さくさくっと、妖魔を退治して、明日は『Ｌマックス』で遊びましょう！」

　と、サヤが声をはりあげた。

　Ｌマックスとは、蓮目駅のひとつ手前の駅に、最近できた遊園地である。そう大きな遊園地ではない。

　サヤの目当てはもちろん、Ｌマックスのマスコット・キャラ、『マックスラビット』である。

「そうだよ。今日中に片づけよう」

　丈斗も同意した。

　明日に延のばせば、一晩だけとはいえ、美也乃が妖魔に狙われる可能性を作ることになる。

　右手の怪け我がのことも忘れ、丈斗は早期決戦を望んだ。

「だいじょうぶかなー。もう一時間くらい休んで、ご飯がちゃんと消化されてからにした方がいいような気がするけどなー」

　と霧山ひとりが、おかしな渋しぶり方をして、不安げな視線を丈斗にむけた。

　丈斗はその理由を、森の中へ入ってから嫌いやというほど思い知るのだが、今はわからない。

　正午の時報と共に、丈斗たちは美也乃の家の裏口から森の中へ出発した。

　歩きだすとすぐ──、

「雨神さん！」

　無口だった美也乃が、丈斗を呼び戻もどした。

「どうしたの？」

[image: ]

　美也乃は戻って来た丈斗の腕うでをつかみ、苦痛に堪たえているような真しん剣けんな表情で言った。

「必ず！　必ず、あの鬼おにを殺してください。お願いします」

　妖魔のことを知っていることに、丈斗は驚おどろいた。

（霧山さん、いったいどこまで妖魔のことを話したんだろう？　両親のことも話したんだろうか？　知らなくても、いいことなのに……）

「約束してください雨神さん。もう、あの鬼に人殺しをさせない。必ず、あの鬼を殺すと」

　そう言った美也乃の手の震ふるえが、つかんでいる丈斗の腕に、しっかりと伝わって来る。

　さっきまで人形のようだった美也乃の心の奥に、燃え盛るような強い感情があることを丈斗は知った。

（復ふく讐しゆう？　やっぱり彼女、知ってるんだ。両親がどうなったのかを）

　勢いに飲まれて丈斗はうなずく。けれどすぐ、それを否定した。

「でもね、鬼の力がまだわかってないんだ。だから、必ずとは約束できないよ」

「雨神さんにできないなら……、私……。私があの鬼を殺します！」

　そう言い切った美也乃の表情は、ひどく大人びて見えた。

「そんなに、あの鬼が憎にくいの？」

「……憎い……」

　まるで感情のない声でその言葉をつぶやいてから、美也乃はふいに大おお粒つぶの涙なみだを落とし、家の奥へと走り去ってしまった。
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　美也乃の家から五百メートルほど、森の奥に進んだあたりが、妖魔を示す光点の消えた場所である。

　丈斗たちはまず、そこを目指した。

　起き伏ふくが少なく、太い木々がまばらに生えているだけの、歩きやすい森の中である。

「サヤさん、感じますか？」

「はい、九堂先せん輩ぱい……。なんかいるみたいですね」

　太い樹の下で、サヤは上を見あげる。その横で、九堂がパソコンを叩たたく。

「妖よう怪かいなんですか？」

「……そのようですね。動きがないので、おそらく巣の形態で眠ねむっているのでしょう。なんにしろ弱小の妖よう気きです。恐おそれることはありません」

　そんなことを言いながら、ふたりはさらに森の奥へと進む。

　少し遅おくれて、丈斗と霧山がその後に続く。

　丈斗は顔色が蒼そう白はくだった。

「だいじょうぶ、タケちゃん？」

　気づかう霧山に返事を返すこともできず、丈斗はうなずいた。

　それに追い打ちをかけるように、元気のいいサヤの声が響ひびく。

「なんか、たくさんいるみたいですけど、だいじょうぶでしょうか先輩？」

「……画面の中だけでも、およそ二十六体が確認できています。これはなにか不自然……。サヤさん念のため、簡易結界で身を守りながら進みましょう」

「はーい、先輩」

　サヤが少し遅れている丈斗たちの方へ振ふりむき、呼ぶ。

「雨神さーん、霧山先輩、結界を作りますよー」

　我が慢まんの限界だった。丈斗は口を手で押さえると、岩の横へ走り寄って、吐はいた。

「あーあ、やっぱり吐いちゃったかー」

　霧山が丈斗の背をさすりながら、厚手のウェットティッシュを差しだす。そうなるのではないかと、用意しておいたのである。

（なんでサヤたちには、あれが見えないんだよ……）

　妖怪が見える。このことを最近、これほど後こう悔かいしたことはなかった。

　見えるだけならまだいい。目を背そむければそれですむ。けれど、そこから発生している匂においだけは、どうすることもできなかった。

　腐くさったバターを思わせるような悪あく臭しゆうである。こびりつくような微かすかな甘さが、吐き気を煽あおるのだ。

　もはや、胃の中に吐くものがない。それでも丈斗の胃は、なにかをしきりに押し出そうとしている。

　背をさすりながら、霧山が言った。

「これでだいたい、なんの妖魔かわかったでしょ？」

　丈斗はうなずいた。

　妖魔の正体は『縊くびれ鬼おに』である。

　駅のホームや、自殺が多いと言われるビルの屋上で、丈斗も縊鬼らしき妖怪を見たことがある。

　姿はまちまちだが、ホームで見た縊鬼は、大きな雪だるまのような姿をしていた。

　疲つかれてぼんやりとしている人や、人生を悲観している人の背後に立ち、徐じよ々じよに徐々に、線路の方へ押し出してゆくのである。

　大たい抵ていの人が危険に気づき身を退どかすが、そのまま線路へ突つき落とされる者や、それが引き鉃がねとなって自分から飛び込んでしまう者も少なくない。

　そこはかとなく、人の自殺を助長する妖怪──それが縊鬼である。

　しかし、馬首山の縊鬼は異常だった。

（なんなんだよこいつは？　こんなことして……、なんの意味があるんだよ！）

　丈斗は怒いかりを感じた。

　妖怪であるモーギや遊天童子さえも、馬首山の縊鬼を嫌きらっている。そのわけを、丈斗は強く理解した。

（取ってやる！　こいつの妖よう魂だま、必ず俺が取ってやる！）

　丈斗は顔をあげて、木々にぶら下がっている者たちへ誓ちかうかのように、そう心中で叫さけんだ。

　美也乃を操あやつったと同じように、縊鬼は村人たちを強ごう引いんに自殺させたのである。

　太い枝に縄なわをかけさせ、首をくくらせたのだ。

　巨きよ大だいな蓑みの虫むしのように、それらは森の至るところにぶらさがっていた。

　妖怪に食われたのと同じように、その遺体は人間の目には認識できない。虫やカラスにも同じ効果があるため、首を吊つった遺体はついばまれることもなく、ミイラ化している。

　ただし、比ひ較かく的てきあたらしい首吊り遺体だけが、全身から体液を垂れ流し、強い異い臭しゆうを発していた。

　人の遺体ばかりではない。犬や豚ぶたも吊るされている。これは自分の意志ではなく、強引に吊るされたものらしい。

　妖怪の姿も二、三だが混じっていた。そのひとつに、さきほどの妖よう魔まの姿があった。

　着物姿の使い魔である。顔に付けた位置を知らせる魔ま法ほう円えんが、皮ひ膚ふごと削けずり取られて無くなっていた。

　一度ミイラ化した遺体を、使い魔として妖怪化したらしく、全身がすでに黒く干ひからびている。

「霧山さん、教えてくれよ。この遺体の中に、あの娘この両親もまじってるのか？」

　わからない。と、霧山は小さく首を横に振ってから、言った。

「どっちにしろ、もう美也乃ちゃんのところには帰れない。そう思った方がいいよ」
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　大おお粒つぶの雨が降りだしてから三十分後、霧山は森からの撤てつ退たいを宣言した。

　縊鬼の隠かくれ家はまだ、その手て掛がかりさえ見つかっていない。

「えっ？　どうして？」

「まだ行けます！」

「なぜなのですか？　日が沈しずむまで、まだ三時間以上あります。やらせてください」

　抗こう議ぎする九堂たちへ、霧山はかたくなに首を横に振り、草の中から銀色のライターのような装置をつまみあげた。

「これ、なんだかわかる？」

　丈斗の目には、その装置から強い魔法円が照射されているのが見えた。

「これはね、私たちを混乱させるために、敵が仕し掛かけた装置。いくつあるかわからないけど、これがあっちこっちにばらまかれている限り、隠れ家を見つけることは不可能ってわけなの」

「どうしてそんなものが、ここにあるんですか？」

　丈斗は霧山を睨にらんだ。

　明らかに妖よう怪かいの持ちものではない。まぎれもなく霧山の故郷、メラ星の科学力の産物である。

　霧山と同じ異星人が、縊鬼の背後についているとしか考えられない。

「うん、ちゃんと説明するよ。ただし、旅館に戻もどってから。だいたい見当がついてるって言ったけど、これで敵の正体がはっきりしたから」

　霧山は背をむけて、森の外へむかって歩きだす。

「待ってください霧山さん！　縊鬼をこのまま野放しにするんですか？　退治をあきらめるんですか？」

　丈斗が怒ど鳴なると、霧山は足を止めた。

「タケちゃん、私はそんなこと言ってないよ。とりあえず一時撤退。『ベロル』がバックについてる以上、無理しても勝てないよ」

「ベロルってなんですか？」

「──だから、旅館に戻ってから」

「彼女はどうするんですか？　あのまま、ひとりで家に置いておいて、だいじょうぶなんですか？」

「美也乃ちゃんのこと？　退魔円があるから、だいじょうぶよ」

「完全じゃないはずです。妖魔が本気で襲おそえば……」

「タケちゃん、美也乃ちゃんと、クラブ全員の命、どっちが大切？」

　答えられる質問ではない。丈斗は黙だまった。

「それじゃあ、自分の命とはどう？　タケちゃんがここで死ぬと、夏芽ちゃんは一生あのまんまだよ」

「……このまま見殺しにしろって、言うんですか？」

「自分の命も満足に守れない者に、他人の命を守ることなんてできないよ。泳ぎの得意じゃない人が、溺おぼれている人を助けようとして、いっしょに死ぬようなもの。わかる？」

「私なら、浮うき輪わを捜さがしに行きます」

　サヤが大きな声でそう言って、霧山の方へ駆かけてゆく。

「そうねサヤちゃん、それが正解！　さあ、早く帰ってゴムボートを用意しよう」

「了りよう解かいしました」

　と、九堂もビニールでくるんだパソコンをしまい、霧山の後へとついてゆく。

　少し遅おくれて、丈斗も霧山を追った。

　状じよう況きようがなにもわからないのだから、今は霧山の言葉を信じて、従うしかない。

　丈斗は、あせる気持ちを押さえつけ、くびれの森を出た。
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「御お風呂ふろは食事の前に済ませておくこと。食事が済んだら、戦せん闘とう準備をして部屋に集合。詳くわしい説明もその時。もしかすると徹てつ夜やになるかもしれないから、覚かく悟ごしてね」

　霧山にそう言われ、丈斗は夜戦を覚悟しながら、露ろ天てん風呂へとむかった。

　場合によっては、これが最後の風呂となるかもしれない。──そんなことを思いながら、丈斗は小雨の降る湯船に身を沈めた。

　他ほかに客は無く、丈斗ひとりである。

　旅館が馬首山の高台にあるため、湯船の先までゆくと、深い谷底を流れる川を見下ろすことができた。視線をあげると、森を越こえて遠くの街までもが見わたせる。

　けれど今は、小雨に煙けむって視界が悪く、ほとんどなにも見えない。それでもぼんやりと遠くに、遊園地の明かりが見えるような気がした。

「雨神さんですか？」

　囲いに隔へだてられた女湯から、サヤの声がした。

「ああー。サヤだけか？」

「はーい。温泉の硫い黄おうが九堂先せん輩ぱいの体には、あんまりよくないそうです」

「ふーん」

「霧山先輩は今、魔戦機の組み立てで忙いそがしいです」

「手伝わなくてもいいのか？」

「九堂先輩が手伝ってます。人がたくさんいても邪じや魔まなだけだそうです。だから、のんびりしてます。いい湯ですねー」

「ああ、そうだな」

　景色に背をむけて、丈斗は足を伸のばし、右手をさすった。もう箸はしをつかめるほど、右手の指が動くようになっている。痛みもない。

　それでも強く握にぎりしめると、かすかに痛む。

（これならたぶん、一発くらいは撃うてる）

「あ、雨神さん！　観覧車が見えますよ！」

　囲いの横からサヤの指が街へむかって、突つき出された。

　振ふりむくと、霧きりのむこうに、ライトアップされた遊園地『Ｌマックス』の観覧車が小さく見えていた。

「ああ、ほんとだ」

　かつて夏芽と遊園地に行く約束をしたことを、丈斗はぼんやりと思いだした。最初に丈斗が遊園地と言い出したのも、あのＬマックスがオープンしたからである。

　丈斗は夏芽とふたりで、観覧車に乗っているところを想像してみた。

　そんな日が、本当に来るのかどうか、丈斗にはわからない。

　たとえそんな日が来たとしても、他者には丈斗の姿だけで、妖怪となった夏芽の姿は見えはしないのである。

「Ｌマックス、行けなくて残念です」

「別に明日じゃなくても、日帰りで行けるじゃないか」

「みんなと行かないと、大変なことになるんです。ひとりで行ったりしたら、絶対にマックスラビットの一番おおきなの買っちゃいます」

「別に、欲しければ買えばいいだろ」

「ダメなんです。もう、家にも部室にも、ウサギを置く場所がないんです」

　言いながらサヤが大きく身を乗り出し、囲いの横から顔を出す。風呂の中でも、サヤはウサ耳をつけていた。

「バカ、落ちるぞ！　ていうか覗のぞくなよ」

「雨神さんの家に、マックスラビット置いてくれませんか？」

「やだよ！　それよりも、なんで風呂の中までウサ耳つけてるんだ？」

「あっこれ、シャンプーハットなんです。雨神さんも被かぶってみますか？」

「いらないよそんな、髪かみの洗いにくそうなシャンプーハット」

「そうですか？　ウサギさんのシャンプーとかウサギさんのスポンジとかもあるんですよ。見ますか？」

「別にいいよ」

「そうですか……」

　残念そうにそう言って、サヤの顔が消える。

「雨神さん、私って、やっぱり変なんでしょうか？」

（ものすごく変だよ！）と、心の中で怒ど鳴なってから「いや、別に俺は……」と言葉を濁にごす。

「ウサギさんが好きって、そんなに悪いことじゃありませんよね？」

「まあな……（ただし、度を超こさなければな）」

「麻ま薬やくとか、ギャンブルに狂くるうより、絶対に健全でかわいいですよねー」

（比べるなよ）

「雨神さんは、ヘビとムカデとウサギでは、どれが好きですか？」

「ウサギ、かな（ていうか、ウサギしかない選せん択たくだろ、それ！）」

「あ、やっぱり雨神さんも、ウサギ好きなんですねー」

「（……そうきたか）……サヤ、なんでそんなにウサギが好きなんだ？」

「どうして、と聞かれても……、わりと幼い頃ころからです。でも……」

「でも？」

「私もよく覚えてないんですけど。高校一年の時に、ある男の子を好きになったみたいなんです。クラブに入るまえのことです」

「みたいって、なんだよ？」

「記き憶おくに無いんです。でも、霧山先せん輩ぱいが教えてくれました。その男の子が、妖よう魔まに食われちゃったこと。だから記憶に無いんです。雨神さんの言う、彩さい音おん寺じ夏芽という私のクラスメイトのことが、まったく思いだせないのといっしょです。でも……、ときおりなんですけど、胸の奥が痛くなることがあります」

「……それとウサギと、どう関係があるんだ？」

「その男の子の名前が、宇う佐さ見みって言うらしいんです。私のウサギ好き、たぶんきっと、そのせいだと思います」

「ふーん、そうなのか……」

　丈斗はなんとなく、サヤのウサギ好きが許せるような気がした。ヌイグルミのひとつや、ふたつ、家で預かってやってもいいとさえ思った。

　けれど、預かると言ったが最後、一匹ぴき二匹ではすまなくなることはあきらかだ、と思いとどまる。

「それで、その彼氏を食った妖魔はどうなったんだ？」

「霧山先輩といっしょに退治しちゃいました。ぜんぜん記憶に無いのに、彼氏を食った妖魔を退治しに行きましょうって言われた時は、びっくりしましたけど」

「それでクラブへ入会したわけか？」

「霧山先輩が妖魔術を教えてくれなかったら、私も、私の家族もみんな食われるところだったんです。もちろんその恩もありますけど、私から妖魔術を取ったら、本当にウサバカしか残らないですし」

「ついでに聞くけど、九堂さんって、どういう経緯いきさつで妖よう怪かいに食われて、サイボーグになったんだ？」

「その話は、とてもとても美しい悲ひ恋れんなんです。もったいないので、以下次号──」

「なんだよそれ！」

「あがりまーす」

「おい、サヤ教えろよ！　森の中で言っていた、九堂が男のナニを見み馴なれてるってのも、いったいなんなんだよ？　おい！」

　サヤがばしゃばしゃと湯船からあがってゆく音がした。扉とびらを開け閉めする音がして、あたりが静せい寂じやくに包まれる。

　残された丈斗はもう一度、観覧車の明かりへと視線を戻もどした。

　感傷的になっていると、背後でどやどやと、数人の客が入って来たのがわかった。

「ほう、きょうはだいぶ景色が煙けむってるじゃないか」

　モーギの声だった。

　丈斗が振ふりむくと、タオルを頭に乗せたモーギがのんびりと湯に浸つかっていた。その少し奥で、同じようにミョウラが浸かっている。

「あっミョウラ！　ここは男湯だぞ！」

「なによ。妖怪には、男湯も女湯も関係ないわよ」

「そっちに関係なくても、こっちにあるんだよ！」

「あら、どういうふうに関係あるわけ？」

　と、嬉うれしそうに笑いながら、ミョウラが泳ぎながら、丈斗の方へと近づいて来る。

「来るなよ！」

　丈斗が顔を赤らめて背をむけた。

「お、丈斗。おまえもしかして、ミョウラの裸はだかに欲情したのか？　浴場で欲情したか？　もしかして、ちんちんデカクしてるんじゃないのか？　どれどれ、俺様に見せてみろ」

　とモーギも寄って来る。

　丈斗は湯船の中を逃にげながら言った。

「なんで、おまえに見せなきゃならないんだよ」

「若い人間のは、よくよく見たことがない。勉学のためだ。見せろ！」

「なにが勉学だ！　寄るな！」

「もしかして、まだムケてないんじゃないの？」

「そうなのか？　それとも半ムケか？　ともかく……」

　嬉しげに寄って来るモーギとミョウラに、丈斗は手でお湯をかけた。

「来るな！　この変態妖怪！」

「やったなコノ！」「なにすんのよ！」

　あっと言う間に、お湯のかけあいとなる。

「やめろ！　風呂ふろは静かに入れ！」

　鋭するどい一いつ喝かつが、三人を止めた。

　遊天童子である。背をむけ、岩に隠かくれるようにして湯に浸かっていた。

「あっ、おまえもかよ遊天。ここは男湯だぞ！」

「俺がいつ、女だと言った？」

「えっ？　おまえ……男だったのか？　女装好きのオカマ妖怪だったのか？」

「俺は妖怪だ。性別など関係ない。それとも、なにか問題でもあるのか？」

「いや……、確かにそうだけど……、そう言われると気になる」

　丈斗はまじまじと、遊天童子を見た。

　白く華きや奢しやな肩かたである。女のようにしか見えない。だが、女ではないという確信も持てない。

（確かに俺って言ってる。いや女でも僕って言うやつもいるし。胸は……、詰つめ物か？　喉のど仏ぼとけは……あったかな？）
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　しだいに混乱してくる。

「どっちなんだ？」

　そう丈斗が、モーギとミョウラにたずねると、ふたりは声を合わせて同時に言った。

「男よ」「女だ」

「どっちなんだよ？」

「男よ。たぶん……」

「いや女だ。そんな気がする」

　ふたりは自信なさげにそう言って、考えこむ。

「どっちなんだ遊天？」

　丈斗がたずねると、遊天は背をむけたまま答えた。

「そんなに気になるなら、俺の股こ間かんをまさぐって確認してみろ」

「……いいのかよ？　そんなことしても？」

「いいわけない。頭が凹へこむほど強く、ぶん殴なぐってやる！」

　本気であることは、怒いかりのこもったその声でわかった。

　殴られてもいいから、確認してみたいような気もするが、やはりそんな度胸はない。

「まあいいか、どっちでも……」

　丈斗がそう言って背をむけると、横を、ぬらりひょんの老人が泳いでゆく。

「ほっほっほ。ではでは、代わりにわたくしが確認を……」

　───

「なにすんだこの！　エロじじいー！」

　遊天の怒ど鳴なり声とともに、激しく湯を叩たたくような音が響ひびいた。

　丈斗が振ふりむいた時にはすでに、ぬらりひょんの姿はなかった。叫さけび声だけが、谷底へむかって遠ざかってゆく。

　モーギが谷底を覗のぞきこみながら言った。

「死んだか？」

「死んだんじゃない、この高さだもん」

　ミョウラも立ちあがって、形のよいお尻しりをむけながら下を覗く。

　遊天童子だけが、なにごともなかったかのように湯に浸かっている。

　丈斗はそそくさと、タオルで前を隠して風呂からあがった。
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　夕食は寄せ鍋なべだった。

「若い方はよく食べますから」

　と、仲居が用意した鍋の食材は、とても四人分とは思えない量だった。

　牛肉だけでも一キロ近くあり、他ほかに鶏とり団子や魚、エビ、カニ、ホタテ、野菜、もち、うどん、ごはんが並ぶ。

　どうみても十人前以上はあった。

　サービスというより、どこかの宴えん会かいが中止され、そのまま持ってきたのかと思いたくなる量である。

　しかし余る心配はすぐになくなった。酒さか瓶びんを抱かかえてモーギ、ミョウラ、遊天童子の三人が、部屋に入って来たからである。

「おう、煮にえてる煮えてる」

「そっちのホタテ、私のだからね」

「少しつめろよ丈斗」

　だが──。

　鍋なべ奉ぶ行ぎようとなって采さい配はいを揮ふるっていた九堂のさい箸ばしが、容よう赦しやなくモーギたちの箸をはねのけた。

「まだです。まだ、煮えてませんよ雨神さん！」

「いや、俺じゃないって……」

　言ってもしょうがないことだった。九堂にはモーギたちの姿が認識できず、丈斗の仕し業わざと誤認している。

（少しくらい、妖怪の気配に気づけよ！）

　気を張っているときには、九堂もサヤも敏びん感かんに妖よう気きを感じとるのだが、意識が完全に鍋の中へ集中しているため、鈍にぶっている。

　見えているはずの霧山も、微笑ほほえんでいるだけでモーギたちの存在を説明しようとはしない。

「さあ、白菜を食べるのです雨神さん、煮え過ぎとなります！　このタコも食べ頃ごろです」

（九堂、おまえうるさすぎ！　もっと自由に食わせてくれよー）

「さあ、その器うつわを貸しなさい」

　と、九堂は丈斗の器を取り、勝手に盛り付けてしまう。

（やれやれ、まーいいか）

　モーギたちは白しら滝たきの一本さえも、九堂の許し無しには鍋から取ることができないため、丈斗の器から料理をつまみはじめた。

「うむ、なかなかいい味だぞ、このタコ」

「白菜もしんなりしてて、おいしいわよ」

「肉はないのか？　肉は？」

「おい、これは俺の器だぞ」

　言うことを聞くような奴やつらではない。丈斗は仕方なく、どんぶりに鍋の具を盛ってもらい、それを四人でつつくはめとなった。

　もち、うどん、そして最後にたまご雑ぞう炊すいをつくり、スープ一ひと滴しずくさえ残さずたいらげると、片づけに来た仲居も声をあげて驚おどろいた。

「あららら、こんな、きれーに！　いやーあー、さすが若い方の胃い袋ぶくろは、お相撲すもうさんなみですねー」

　その後「デザートです」と言って、スイカがまるごとひとつ出たときにはさすがに、全員が心の中で（おい！）とツッコミを入れた。

　それでも、モーギたちがいるためスイカも綺き麗れいに消える。

「この皮がうまい」

　とモーギがスイカの皮まで、バリバリと食べてしまったため、皿には種しか残らなかった。

「霧山さん……」

　食事が済むと、丈斗はさっそく霧山に状じよう況きようの説明を催さい促そくした。

「うん、じゃあみんな聞いて。これからはもう、演習じゃなくて、実戦。それも、そうとう強い敵を相手にすることになるから、もしかすると、何人か死ぬことになるかもしれないよ」

　真しん剣けんな表情でそう言って、霧山は九堂とサヤに視線をむけた。

「だから……、よしえちゃんとサヤちゃんには、この戦いには参加して欲しくないんだけどな」

「嫌いやです」きっぱりと言い切って、九堂は霧山を睨にらんだ。

「わたくしは、一度も二度も、すでに死んだ身、なにも恐おそれるものはありません。けれど、ただひとつ、恐ろしいものがあります。それは霧山先せん輩ぱいの手助けをできないことです」

「右に同じでーす」

　と、サヤが明るく手をあげる。

「死ぬのが怖こわかったら、最初からこのクラブには入会してません」

　霧山はなにかを言いかけてやめた。ふたりを納なつ得とくさせることはできない、とあきらめたのである。

　ふたりの肩かたに手を置いて、霧山は力強くうなずいた。

「ありがとう」

　そして──。

「ところで、タケちゃんはどうする？」

　三人の視線が、丈斗にむいた。

「な、なんだよ」

　確かに、死ぬ覚かく悟ごをして妖よう魔ま術じゆつクラブに入ったわけでもなく、はっきり言って死ぬのは怖い。

「俺が抜ぬけたら、勝てるものも勝てなくなるじゃないかよ」

「しかし、雨神さんは手に怪け我がを……」

「そうですよねー」

　九堂とサヤが、疑り深い視線を丈斗にむける。

「もう、なんともないって」

　と、丈斗が拳こぶしをつくって右手をつきだすと、九堂がすばやくその拳を叩たたく。

　それは、プロレスラーが殴なぐったのに等しい強さである。

　丈斗は悲鳴をあげて、右手を押さえた。

「ほらみなさい、まだ完治してません」

「普ふ通つうでも痛いよ！」

「それじゃあ今回の作戦、タケちゃんはとりあえず、後方支し援えんだね」

「はい、雨神さんは補欠決定」

　なにか嬉うれしそうに、サヤが言う。

「なんだよそれ」

「会長命令ですよ。雨神さんは補欠です！」

「わたくしたちの邪じや魔まにならないように、後ろの方で見学していてください」

（くそっ！　なんかムカつくぞ！）

「それじゃあ、作戦を説明するね」

　霧山が地図を広げると、遊天たちが腰こしをあげた。

「さて、もうひと風呂ふろあびるとするか」

「じゃあな補欠。食われるなよ」

「がんばってねー、補欠さん。ごちそうさまー」

「おい待てよ。手伝ってくれないのかよ？　ただめし食って終わりなのかよ？」

「あたりまえだ」「ただめしは妖よう怪かいの特権だぞ」「甘えちゃだめよーん。バイバーイ」

　と手を振ふって出て行ってしまう。

　霧山も最初から、遊天たちに手伝わせる気はないらしく、手を振ってそれを見送る。

　丈斗がむき直ると、霧山は少し厳しい表情で言った。

「おそらく十時頃ころ、妖魔がここを襲おそうはずだから。まず、それを頭に入れておいてね」
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「ベロルというのはね、妖魔密造者を示す言葉なの。私の星では禁止されている危険な妖魔の飼育を、こっそりこの馬首山でやってる。その結果が、あの縊鬼なわけ」

「育ててどうするんですか？」

「私たちの星に持ち帰って、兵器として売るの。私たちの星にはめずらしいタイプの妖怪を兵器用妖魔として飼育するから、裏の組織が高く買うのよね。この星で言うと、麻ま薬やくとか銃じゆうを密造しているようなものかな？　さっき森の中で見つけた、この装置がその証しよう拠こ」

　霧山がライターのような装置を、前に出した。

「私たちを攪かく乱らんさせて、妖魔が見つからないようにする装置。この装置の種類で、そう大おお掛がかりな組織じゃないことがわかるけど、今までのような妖魔退治の方法は通用しない敵だよ」

「霧山さんの星には、ベロルを捕つかまえるような警察みたいな組織は無いんですか？」

「もちろんあるけど。でも、通報するのに五日、地球へ捕まえに来るのにさらに五日もかかるから、その間にベロルが、育てた妖魔を連れて雲くも隠がくれしちゃう。だから、ベロルがここに来る前に、あの妖魔を潰つぶしちゃいたい」

「どういうことですか？　ベロルが縊鬼を操っているんじゃないんですか？」

「だとしたら、もっと巧こう妙みように立ち回るはず。こんな装置が簡単に見つかってしまうようなことはないし、私たちに気づかれたとわかった時点で、ベロルは縊鬼を連れてゆくか、潰して逃にげるかしてるはずだよ」

「それじゃあ、ベロルはここに縊鬼の飼育場を作っただけなんですか？」

「そうそう。ベロルは『種ムー』を縊鬼の背に植えただけで、あとは野放しなのよ。だからベロルはここにはいない。別の国か別の惑わく星せいで同じような種付け作業をしているはずよ。成長の頃合いをみて、連れに来るだけ」

「種ムーってなんですか？」

「簡単に言うと妖魔を妖魔兵器にするための薬、ってところかな。種ムーの中には、知能を高める効果や、ベロルに対する服従心を植え付ける効果も入ってる。他ほかに、妖魔術に関する情報とか入ってて、だから退魔円の怖こわさや弱点もよく知ってたってわけ。妖魔術クラブと雨神丈斗という危険な存在についても、情報を集めて警けい戒かいしておけくらいは、ベロルに命令されてるかもね」

　敵の正体がおぼろげにわかった。しかし──。

「霧山さん、妖魔兵器に強化された縊鬼を、俺たちの力だけで倒たおせるんですか？」

　丈斗が不安な表情をむけると、霧山はなだめるように微笑ほほえんだ。

「だいじょうぶだよ。勝てる見込みがあるから勝負するの。無理だとわかってたら、さっさと逃げてる。私だって、無む駄だに死にたくないもの」

　霧山はライター型の攪乱装置を指さし、言葉を続けた。

「これの解かい析せきが明日の朝には終わるから、そうしたら、縊鬼の隠れ家も簡単に見つけられる。あとは強い結界で縊鬼を覆おおって、この球をその中に投げ込めばおしまい」

　霧山は、オルゴールような四角いケースを開け、中央に埋うまっているピンポン球ほどの透とう明めいな球を見せた。

「もしかしてこれが、『ガレイア』なのですか？」

　九堂がしげしげとそれを見つめて言う。

「そうよ。霧山遊子の最終秘密兵器」

「本物なんですか？」

　と、サヤも顔を近づける。

「ガレイアってなんですか？」

　丈斗が手を伸のばして触さわろうとすると、霧山はすばやく蓋ふたをして箱をしまった。

「ダメ、あぶないよ。これはメラ星の核かく兵器みたいなものなんだから。ちなみにこれは、私が持ってるのも非合法だから、秘密だからね」

「それを結界の中へ投げこむと、どうなるんですか？」

「結界の内側にいるすべての妖怪が、一時的に無力化するから、あとは皆みなでタコ殴なぐりにして終わり。でも、うまく行けばの話。失敗するとヤバイことになるよ」

「どうなるんですか？」

「ぬだらべ」

「ぬだらべ……。ぬだらべって、存在するんですか？」

「ちがうちがう。どうなるかわからないってこと。下手へたをすると、日本列島に大きな穴があくかもしれない。でもまあ、ガレイアを使うことにはならないから、心配ないけどね」

　と、霧山はガレイアの入った箱をしまう。

「どうしてですか？」

「縊鬼は、私がガレイアを使うかもしれないことを知ってる。明日になれば、隠れ家が私たちの結界で覆われることも知ってる。だから今夜、捨て身でここへ奇き襲しゆうをかけてくることになるわけよ」

「そこまでわかってて、なぜ縊鬼は逃げないんですか？」

「縊鬼はね、ベロルが鍵かぎを外さない限り、この馬首山から出ることができないの」

「それも背中に植えられた種ムーの効果ってわけですか？」

　うなずいて、霧山は時計に目をやった。

「そろそろ、縊鬼の方の対戦準備が整う時間だから、早ければ三十分後には来るよ」

　サヤと九堂が大きくうなずく。

「作戦の概がい要ようは……」

　と、霧山は地図を指さして言いかけてから、丈斗の方へ顔をあげて言った。

「えーと、タケちゃんは、とりあえず見張りをお願い。縊鬼が来たら携けい帯たいに電話して」

「ほんとに俺、なにも手伝うことないんですか？」

「タケちゃは、妖魔術クラブの切り札だもん。戦せん闘とうになったら、後ろで見守ってて。もしもの時は、これでお願いね」

　そう言って霧山が、小指ほどの赤いカプセルを丈斗に差しだす。人工エレメントの詰つまったカートリッジだった。

　それを使えば、エノク語を唱えなくとも、すばやくエレメントを右手に蓄ちく積せきさせることができる。
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　縊鬼の気配を感じると同時に、芝しば犬いぬのピーチが吠ほえた。

　丈斗は旅館の玄げん関かん先から走り出て、結界の端はしへとむかう。

　夜の十時を少し過ぎていた。ぼんやりと街灯が照らす細い山道の奥から、気配がゆっくりと近づいて来る。

　姿はまだ見えない。けれど、まぎれもなく縊鬼の気配だ。

　そう確信すると、丈斗は携帯を取り出し霧山に告げた。

「来ました！」

『えっ、来ちゃった？　うーん、まずいかなー』

「どうしたんですか？」

『魔戦機のシステムがいまひとつ調子よくないのよ。今、立ちあげ直したところで、ちょっと時間が……』

「どのくらいですか？」

『せいぜい、十五分』

「そのくらいなら、なんとかします」

　そう簡単に破れる結界ではない。撃うつそぶりを見せながら、縊鬼の邪じや魔まをすれば、どうにか時間を稼かせげるだろう。丈斗はそう考えた。

「けど、結界が破られたら俺、撃ちますよ」

『撃てる？』

「たぶん……」

『誰だれか加勢に行かせる？』

「邪魔です。そっちの準備を進めてください」

『了りよう解かい。無理しないでね』

　通話を切るとピーチが唸うなり出した。

　道の奥から、白い布団の棉わたのようなものが、空中を泳いで来るのが見えた。

　縊鬼である。身を隠かくそうともせずに、まっすぐ丈斗の方へとむかって来る。

　遠目で見ると、その姿はまるで、ゆるやかな流れの中に産み落とされたカエルの卵、──もしくは数百のゴルフボールを適当に固めた物体のように思えた。

　街灯に照らされ、すぐにそのボールの正体が見えた。

　人の眼球である。数百の眼球のそれぞれが、後ろから伸びた神経部分を絡からみ合わせ、長さ二メートルほどの塊かたまりとなっているのだ。

　それが馬首山に君臨する縊鬼の姿である。

　ゆっくりと空中を泳いで来た縊鬼が、結界の前で動きを止める。




　ぽふぽふ、ぽふぽふ。




　という不思議な音が、あたりに響ひびいた。眼球同士が、ぶつかり合う音である。

　そして無数の眼球が、丈斗にむけられた。

　丈斗は右手を構え、縊鬼を威い嚇かくする。

「丈斗……」

　縊鬼が呼ぶ。

　丈斗はそれを無視し、なにも答えまいと心に決めた。

　しかし──。

「丈斗、見ろ……」

　縊鬼の後方、道の奥にたたずむ三人の姿が見えた。

　無数に口の並んだ頭を持つ女と、目だけが無数に並んだ頭を持つ男。そしてふたりの真ん中で両りよう腕うでを抱かかえられている少女。

　少女は気絶しているのか、うなだれたまま動かない。

　口女が少女の顎あごをつかみ、顔をあげさせた。

「美也乃！」

　丈斗は思わず、叫さけんでしまった。

「出て来い丈斗……。私と戦え……。さもなければ……」

　目男が草くさ刈かりガマを美也乃の首へ押し当てる。

「やめろ！」

「今すぐ、出て来い。私と戦え丈斗……」

　丈斗は迷った。携けい帯たいで霧山に告げようとして、──やめる。

　美也乃と妖よう魔ま術じゆつクラブのメンバーと、どちらが大切？　同じ質問を霧山に言われそうな気がしたからである。

　そう言わないにしろ、結界の外に出ることを、霧山は絶対に許可しないだろう。

「どうした丈斗？　美也乃を見捨てるのか？」

　縊鬼が身を揺ゆすり、ぽふぽふ、と眼球を鳴らした。

　目男がうなずき、美也乃の左側の髪かみをひとふさ大きくつかみ、根元から切り落とす。そして美也乃の横顔を丈斗の方へむかせ、白い左耳へカマの刃はをかけた。

　美也乃の耳を切り落とすつもりである。それでも丈斗が応じない場合は、応じるまで、美也乃の肉体を少しずつ切り刻むだろう。

　丈斗はそう思い、堪こらえきれずに叫んだ。

「わかった！」

「私と戦うか丈斗？」

「……やる。美也乃を離はなせ」

「では、出て来い……」

　丈斗は腕時計に視線をむけてから、結界の出入り口の前に立った。

　霧山たちが準備を整えて来るまで、まだ時間がある。戦いになれば、一いつ瞬しゆんで勝負がついてしまうのだ。このまま時間を引き延のばすことは難しい。

　丈斗は覚かく悟ごを決め、結界の出入り口へむかってエノク語を唱えた。それによって結界の効力が弱まり、ほんの一瞬だけ扉とびらが開いた状態となる。

　丈斗は右腕をむけながら、すばやく結界の外へと出た。

「腕を降ろせ丈斗……」

「美也乃を離せ」

「刻まれる娘むすめの姿が見たいか？　目鼻を失った美也乃の顔が、見たいのか丈斗……」

　丈斗はエレメント・カートリッジを左手で割り、すばやく右手にその力を蓄ちく積せきした。

「美也乃を傷つければ、撃つ！」

「うまく撃てるのか、丈斗？」

「試してみるか？」

　本来のその力を発揮できたならば、縊鬼は一いち撃げきで半死となるだろう。

　しかし、エレメントが分散して効力が無い場合や、まっすぐ飛ばずに外れるようなことも考えられる。そうなれば次の瞬間、丈斗は縊鬼に食われてしまう。

　どうなるかは撃ってみるまで、丈斗にもわからない。

　縊鬼と丈斗は、対たい峙じしたまま沈ちん黙もくした。

（このまま霧山さんたちが来るのを待とう）

　丈斗はそう考えた。

　だが──。

「……そうか、では、仕方がない……」

　縊鬼が激しく体をゆすると、目男が奇き声せいをあげながら、美也乃の左耳を切り落とした。

　白い肉片が、草むらの中へ飛ぶ。

　溢あふれ出た鮮せん血けつが、美也乃の白い頰ほおをつたって、白いブラウスを染めてゆく。

　美也乃はなにも感じていないらしく、悲鳴すらあげない。

　丈斗は言葉を失ったまま、憎ぞう悪おに満ちた目をむけ、縊鬼を撃とうとした。

「撃つな、そいつは幻まぼろしだ。よく見ろ丈斗！」

　結界の中から遊天童子の声が聞こえた。

　声と同時に、縊鬼の姿がぼやけて消える。

　幻げん覚かくだった。本体は別の場所にいる。

（どこだ！）

　丈斗はあたりに漂ただよう妖よう気きを探った。

「妖よう怪かいのくせに、人間に加勢するのか遊天童子！」

　縊鬼の声が響ひびく。

　それほど遠くない場所にいる。殺気をむけずに移動しているため、丈斗にはその位置がつかみ難い。

　丈斗に殺気をむけて襲おそって来たならば、その位置がはっきりとわかる。だが、縊鬼はそうしようとはしない。

　結界の内側で腕うで組ぐみをしてたたずむ遊天童子が、叱しかりつけるような口調で言った。

「俺は結界の中だ。手は出せないし、出すつもりもない。だが、口くらいは出させてもらうぞ縊鬼。おまえのやった大量殺人は、平へい穏おんにくらしている俺たち妖怪の生活までをも、危うくする行こう為いだ」

「正しいことだとは私も思っていない。まちがいだったと、今は……反省している……」

「いい加減なことを言うな！」

　と、丈斗は叫んだ。

「本当のことだ……。私の話を聞け、丈斗……」

「黙だまれ！」

「丈斗……」

　正面に縊鬼の姿が浮うかんだ。

　それが、幻なのかどうかわからない。

　丈斗はエノク語を唱え、幻を振ふり払はらった。

　縊鬼の姿に変化はない。実体である。

　しかし、道の奥にいた三人の姿が大きく、揺ゆらいだ。幻覚である。

「美也乃は、幻だったのか？」

「そうだ。私の作った幻だ。本物の美也乃は家の中にいる」

　たたずんでいた三人の姿が、黒く干ひからびたような姿に変わってゆく。

　ミイラだった。森で首をくくった遺体に、美也乃の幻を被かぶせていたのである。

　三体のミイラは、操り糸を切られたかのように力をなくし、道へ崩くずれた。

　丈斗は縊鬼に右手をむけたまま、動けなくなった。

　美也乃が無事であることを知り、無理な賭かけをしてまで縊鬼を撃つ気が、丈斗の中から失うせたのである。

　結界の中へ戻もどりたいが、そんな余よ裕ゆうを縊鬼が与あたえてくれるとは思えない。

「丈斗、私は感謝している。おまえが美也乃を助けてくれたことを」

「なにを……」

「私は最初から、美也乃を殺すつもりなどなかった。私が崖がけから落としたわけではない。あれは、……事故だった」

「噓うそだ！　おまえが美也乃を操あやつったんだ」

「そうだ。確かに私が操った。おまえを陥おとしいれるために。だが、美也乃がそれに強く抵てい抗こうしたのだ。その結果、美也乃は混乱し、崖から飛んでしまった。あれは事故だ。私はもはや、誰だれひとり殺したくないのだ」

「噓だ……」

「結界を壊こわし本物の美也乃をここへ連れてくることも、私には可能だった。だが、私はそれをしなかった。もはや無用に、人を殺したくないからだ」

「結界を壊せば、それだけ体力を消しよう耗もうさせる。それが嫌いやだっただけじゃないのか？」

「なるほど。まあいい。信じるかどうかは別にして、美也乃を救ってくれたことに礼を言いたい」

　縊鬼の体の中から、なにか小さな石のような物が飛び出し、丈斗の足元に転がった。

　妖よう魂だまである。

「受け取ってくれ。おまえが敵だろうが、味方だろうが関係ない。私のせいで死にかけた命を、助けてくれたことに対する感謝の気持ちだ」

　丈斗は右手をむけたまま、ゆっくりと膝ひざを落とし、左手で妖魂を拾いあげた。

　感かん触しよくでわかる。まぎれもなく本物の妖魂である。

「いいのか？　こいつ使って、おまえを撃うつかも知れないぞ」

「好きにしろ。ただし、撃つ前に私の話を聞け。霧山たちのシステムが正常に動きだすまで、あと少し時間があるはずだ」

「どうして知ってる？」

「やはりそうか……。この山の発する磁場が、ときおりシステムを狂くるわすことがある」

「それもベロルからの情報か？」

「そうだ。霧山たちの戦い方から戦力まで、おおよその見当がついている」

「勝てると思っているのか？」

「おまえの右腕といっしょだ。戦ってみなくてはわからない。ただ、私が負けてこの世から消えるかもしれないことを考えると、どうしても、おまえに話しておきたいことがある。私とベロルのことだ」

（本当だろうか？　それとも、なにかの罠わなか？）

　丈斗にはわからない。意見を求めるように、ちらりと結界の方へ視線をむけると、遊天童子が言った。

「聞いておけ丈斗。すべてが噓だとしても、いい時間稼かせぎにはなるはずだ」

　確かにそのとおりである。それに、嫌だと言っても、縊鬼は勝手に話しだすだろう。

　丈斗はうなずき、右腕を降ろした。構えていなくとも、縊鬼が襲おそって来ればすぐに反はん撃げきができる。

「よし、聞いてやる。話せ。どうして村人をあんなにたくさん殺したんだ？」
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「丈斗、おまえの目的はなんだ？　なんのために生きている？　夏芽という植物女と暮らすためか？　おまえは夏芽を幸せにできるのか？　もし、夏芽が死んだら、おまえも死を選ぶのか？

　……答えろ、丈斗、おまえはなにをするために生きてる？　目的はなんだ？」

　丈斗は口を開き、なにかを答えかけてやめた。わからない。答えられるはずがない。

「目標とする夢もないのか、丈斗？」

「なぜそんなことを、おまえに答える必要があるんだよ」

「人は弱いものだ。悲しいできごとが重なると、すぐ死にたくなる。けれど目標とする夢がある人間は強い。生きつづけることができる。だがそれも、夢を失えば同じだ。夢を失った人間は、さらに弱い。すぐに死を選ぶ。

　つぎの目的を見つけることができれば、生きてゆくことができるというのに、その気力さえ失う。

　私が首をくくらせた人間たちは、いずれも自分から死を望んだ者たちばかりだ。会社を首になり、生活に不安を持った者。借金を重ねて、どうにもならなくなった者。病気や怪け我がで体が満足に動かなくなった者。愛する者を失った者。自分を嫌けん悪おした者。そして夢を失った者。

　だが自殺は、言葉どおり、自分という人間を殺す行こう為いだ。どんなに強い悲しみや絶望を抱いだいていても、死は怖こわい。

　いざとなると、決心が鈍にぶるものだ。こんなことをする自分が、まちがっているのではないか、他ほかにもっとよい方法があるのではないかと、考えなおすものだ。

　それでも自分を殺す者は、なんどもそれをくり返したすえに決心をつける。だから死の瞬しゆん間かんは、なにも考えていない。なにもない空白の心だ。すでに、精神が死んでいるからだ。

　私はほんの少しだけ、そんな者たちの背を、そっと押したにすぎない。自殺志願者たちは、空白の心となって、悩なやむことなく首をくくった。だからけっして幸福な人間を操あやつって首をくくらせたのではない」

「正しいことをしたとでも、言うつもりか？」

「そう思っていた。すべての苦痛から、その人間を解き放つ。それはとても、すばらしいことのように思っていた。私自身が、ひどい苦痛にあえいでいたからだ」

「どんな？」

「精神的な苦痛だ。怒いかり、悲しみ、絶望、すべてが入り混じったような苦痛だ。なぜ、と聞かれても、まるでその理由がわからない。

　ぬだらべだ。

　私は長い間、ぬだらべに憑つかれていたのかもしれない。だから、私もできることならば、自殺志願者たちといっしょに、首をくくりたかったのだ。だがそれはできない。ベロルが私の背に撃うちこんだ種ムーによって、私は自分を殺すことができない。だから、他者の安らかな死を見て、満足するしかなかった」

「今はちがうのか？」

「今はちがう。すべてがまちがいだったことに気づいたからだ。自分を殺すことは、逃とう避ひにしかすぎない。すべてから逃にげだす行為にしかすぎない」

「それが、末期ガンの患かん者じやのように、もはや苦痛しかない人生だとしてもなのか？」

　そうたずねたのは遊天童子だった。

　縊鬼は身をゆすって笑った。

「苦痛？　生きること自体が苦痛の連続だ。それを癒いやすのが夢だ。ささやかな目的でいい、それを夢みることで、人は苦痛を忘れて生きてゆける。たとえ末期ガンの患者であれ、夢を捨てることがなければ、苦痛に耐たえて生きていこうとする。そうではないのか遊天童子？」

　ゆっくりと遊天童子がうなずく。

「ひと月ほど前のことだ。ベロルたちがあらわれ、私にひとつの目標を与あたえてくれた。それによって私は苦痛を忘れた。私の中から、ぬだらべという怪かい物ぶつが消え、自殺という愚おろかな逃避を望まなくなった」

「その目標って？」

「ふたつの星を救うことだ。私は兵士となる。兵士となってメラ星へゆく。メラ星では、一部の軍事勢力が地球の侵しん略りやくを企くわだてている。戦争になれば、多くの命が奪うばわれる。場合によっては、ふたつの星がそのまま滅ほろびるかもしれない。私はその戦いを止めるために、悪しき軍事勢力と戦う。その兵士となるべく、ここでベロルの迎むかえを待っているのだ。

　これが私の目標だ。多くの人間の自殺に手を貸したことは、懺ざん悔げしよう。それで許されるものではないが……」

「それで、俺たちにおまえを見み逃のがせというのか？」

「私は今、誰だれの死も望んではいない。できることならば、おまえたちも殺したくない。だが、私は、私の目標のために、その邪じや魔まをする者たちを排はい除じよしなくてはならない」

　丈斗は黙だまった。縊鬼の言うことが、すべて本当ならば、見逃すべきだと思った。

　だが信じることができない。丈斗を騙だますために、噓うそを並べているという可能性もある。

「どうやら、私の言うことが、信じられないようだな丈斗」

　縊鬼の言葉に、丈斗は大きくうなずいた。

「丈斗、おまえの目標はなんだ？　その目標に、私の存在はそれほど邪魔なのか？」

　夏芽のために妖よう魂だまを集めることが、丈斗のとりあえずの目標である。しかし、以前のような無理な妖よう魔ま退治を望んではいない。

「証しよう拠こが必要なのか丈斗？　残念ながら、今はそれを証明するものがなにもない。ただ、私をこのまま見逃し、ベロルたちに会ってもらえば、その真実がはっきりするだろう」

「……それも、信じられない。ベロルたちは、おまえを連れて逃げるかもしれない。ベロルたちが、おまえに噓を教えたということも考えられるんじゃないのか？」

「それも憶おく測そくだ。丈斗、おまえはなぜ霧山の言葉を信じる？　彼女がおまえに、噓を教えていないと、なぜ言い切ることができるのだ。なにか証拠を得てのことなのか？

　丈斗……、私は霧山との対話を望む。霧山たちを説得してくれ」

　丈斗は、また返答に窮きゆうした。「わかった」とも「断る」とも、丈斗は口にすることができない。

「私を敵として殺すのか丈斗？　私の言葉も、少しくらい信じてはどうだ？」

（もし、これが罠わなだったなら……）

　全員を不利な状じよう況きようへ落とし入れることになってしまう。

「どうするのだ丈斗？　どちらを選ぶ？　まもなく霧山たちが、私を殺しに来る。早く答えを出せ」

「俺は……、おまえを信用することができない」

　丈斗は膝ひざを立てて、右手を縊鬼へむけた。

「そうか、では仕方がない。私を撃うて。だが、これだけは信じてもらうぞ。私の語った夢と、もはや誰も殺したくないという思い、これだけは、私のこの身を以もつて証明しよう」

　縊鬼はゆっくりと反転して、丈斗に背をむけた。眼球のすべてが、もはや丈斗を見ていない。

　殺気もまったく感じられない。

　たとえ丈斗の一発めが外れても、受け取った妖魂を使って、二発めを撃てる状況である。

「どうした？　撃つがいい丈斗。私を信じることができないならば、ここで私を殺せ。おまえの右みぎ腕うでが治ち癒ゆしているならば、いずれにしろこの戦いは私の負けだ」

　森へむかって、縊鬼がゆっくりと遠ざかってゆく。

　たとえ二発めを外しても、反はん撃げきが来る前に結界の中へ逃げ込めるだろう。

　それでも丈斗は、縊鬼を撃つことができなかった。

「撃て丈斗！」

　遊天童子が怒ど鳴なった。

「できない……。あいつは、無抵てい抗こうだ……」

　丈斗は右手をおろし、頭を強く振った。

「逃げるのか丈斗？　あいつを信じられないならば、撃て。撃ち殺せ。信じてやるなら、霧山たちを止めろ」

「あいつを……信じてもいいのか、遊天？」

「……わからない。決めるのはおまえだ。早くどちらかを選べ！」

　結界が震ふるえ、光りだした。魔戦機のエンジンが動きだし、共鳴しはじめたのである。

　携けい帯たいが鳴った。作戦開始を霧山が伝えようとしているらしい。

「逃にげるな丈斗！」

　遊天が結界を叩たたいて怒鳴った。

　丈斗はもう一度、右手を縊鬼へむける。

　撃てない。丈斗は、決心をつけることができなかった。

「ダメだ！」

　右手を降ろすと、縊鬼が速度をあげて、丈斗の視野から消えた。

　それを追って、すさまじい妖よう気きを振りまきながら、上空を光の塊かたまりが飛んでゆく。

　霧山たちの魔戦機である。

　遊天童子が背をむけて、丈斗に言った。

「逃げたな丈斗……。このツケは大きいぞ。なにが起こるかわからないが、いずれ、逃げずにどちらかを選ぶべきだったと、後こう悔かいすることになるだろう」

「どうして、そんなことが言えるんだよ？」

「俺は何百年も、おまえたちの生きざまを見てきたんだ」

「同じとは限らないぞ」

「いつも同じだ！　答えを出すことを恐おそれて逃げ続けたいならば、いさぎよく死を選べ。その時は、俺が残らず食ってやるぞ」
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　魔戦機の出す妖気を追って、その場所に丈斗が駆かけつけた時にはすでに、勝負はついていた。

　美也乃の家の裏手にある、くびれの森である。

　木々といっしょに、切断されたミイラが散乱し、その場所だけぽっかりと丸く、広場のように開けていた。

　魔戦機のレーザーが、木々を切断しながら、地表に魔ま法ほう円えんを描えがいたのである。

　縊鬼は、その中央に倒たおれていた。

　地表へ縫ぬい込まれたように、数本の細い槍やりのような物が、縊鬼の体に突つき立っている。

　死んではいないというだけで、もはや反撃する気力もない。

　両りよう脇わきにサヤと霧山の操あやつる人工エレメ精霊ンタルが、浮うかんでいた。金と銀の鎧よろい甲かぶとを纏まとった男女の兵士である。

　剣けんを縊鬼にむけたまま、様子を伺うかがっている。

　丈斗が退魔円へ走りよろうとすると、魔戦機に乗った九堂が前を遮さえぎった。

　前回の魔戦機と同じように、空を飛ぶ水上バイクのような乗り物である。

　しかし組み立て式の簡易型であるため、外装がなく、フレームだけのボディにエンジンや座席などがむきだしのまま付いていた。

「雨神さん、退魔円が壊こわれます。うかつに足を踏ふみ入れないでください」

「わかってるよ」

　巨きよ大だいな魔法円の中へ入る場合、出入り口や通り道があることぐらい、丈斗も知っている。

「タケちゃん、いいよ」

　魔法円の外でエレメンタルを操っている霧山が腕を降ろし、妖よう魔ま術専用のスティックをアンテナのように縮めた。同時に、金色のエレメンタルが剣を鞘さやに収めて消える。

「あとはタケちゃんに任せるよ。妖よう魂だまを取りたいんでしょ？」

「けど……」

　丈斗は戸と惑まどった。

　妖魂は欲しい。縊鬼の妖魂ならば、夏芽を人に近い姿まで戻もどすことができる。

（けど、ほんとうに、これでいいのか？）

　自問が渦うず巻まいている。

「サヤちゃんも、もういいよ」

　霧山が魔法円の反対側に立っているサヤに、そう声をかけると、銀色のエレメンタルが消えた。

「霧山さん、俺……」

　丈斗は縊鬼の話を、霧山に聞いてもらおうと思った。縊鬼の話はすべて噓うそだと、はっきり霧山に言ってもらいたい。そんな気持ちが強かった。

　それで、わだかまりなく縊鬼の妖魂を取ることができる。

「なに？　どうしたのタケちゃん？」

　霧山が微笑ほほえむ。

　その時だった。黒い煙けむりのような塊が、丈斗の横に浮かび出た。

（ぬだらべ？）

「霧山さん、それ……」

　丈斗が黒い塊を指すと、

　ふいに──、

　巨大な魔法円が、足の下で光を発した。

　霧山たちが作った魔法円ではない。さらに巨大な魔法円が、地中に隠かくされていたのである。

（なんだ？）

　戸惑った丈斗へむかって、霧山が叫さけんだ。

「逃にげて！」

　しかし、丈斗は動けなかった。地に張りついたように、足があがらないのである。

　地中から照射されている力のせいだった。

　黒い煙の塊が、丈斗の横でしだいに大きくなってゆく。

「よしえちゃん、エレメント！」

　霧山が叫び、スティックを伸のばしながらエノク語を唱えはじめる。

　九堂がすばやく魔戦機から、エレメントを魔法円の中心へと放った。

　だが、たった今、縊鬼と戦ったばかりである。エネルギーがあきらかに不足している。

　魔戦機のエンジンが悲鳴をあげはじめた。

　加勢しようとして、丈斗が右みぎ腕うでをあげた瞬しゆん間かん──。

　黒い塊かたまりの中から白い手が伸びて、丈斗の手首をつかんだ。

　固く冷たい、人に似た手である。

　驚おどろき、声をあげようとした丈斗の体を、落らく雷らいのような衝しよう撃げきが突き抜ぬけた。
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「はじめから？」

　霧山の声がたずねる。

「そうだ。はじめからだ」

　見知らぬ男の声が答える。

　どこか遠くから聞こえて来るようなその声を、丈斗はぼんやりと耳にしていた。

「あの、縊鬼も？」

「そうだ、あの妖魔兵器も、おまえたちを捕とらえるための餌えさでしかない」

　日本語でも外国語でもない言葉である。

　けれど、丈斗にはその言葉の意味が理解できた。エノク語である。

「どうするつもり？　なにが望み？」

「条件か？　いいだろう。この地球人ふたりは、殺さずにおいてやろう。だが、おまえは我々と来てもらう。その半妖よう怪かいもだ」

（半妖怪とは、俺のことか？）

　丈斗は意識を戻そうとした。しかし、体がそれをゆるそうとしない。

　人工エレメントによって作られた、強きよう烈れつな金かな縛しばりである。

「上層部はむしろ、おまえよりもその半妖怪の方を欲しがっているのだ」

「タケちゃんを、妖よう魔ま兵器にするつもり？」

「そうだ。我々の仕事を邪じや魔まするおまえは、弄もてあそんで殺すしかないが、その半妖怪は未知数の力を秘ひめている。妖魔兵器に改造すれば、計り知れない戦力を我々に与あたえてくれることになるだろう」

（ベロルなのか？　俺たちをおびき寄せるための罠わな？　縊鬼はその餌？　それじゃ、縊鬼も騙だまされていたのか？）

　丈斗はもがいた。金縛りを跳はね返すための言葉を、エノク語でくり返し唱えた。

　しかし、解けない。

「ベロル……。私は……」

　縊鬼のかすれた声が聞こえた。

「もはや、おまえの役目は終わった。まだ命があるならば、好きにするがいい。それとも、とどめが必要か？」

「私を……捨てるのですか？」

「もともと、おまえには戦士としての価値などない。知能が高くなりすぎたのだ。傷も深い。連れ帰っても、値がつかない」

「値？　私を……私を……騙したのか？」

「おまえが夢を必要としたから、それを与えてやったにすぎない」

「よくも……」

「我々に敵意を見せるのか？　だいぶ、種ムーの効き目が薄うすれているらしい。やはり地球の妖魔用に、少し種ムーの配合を変える必要があるようだ」

「よくも……」

　つぶやきながら、縊鬼がもがいているのが丈斗にはわかった。しかし、体に突つき刺ささった槍やりのため、その場から動くこともできないのである。

（ちくしょう！　縊鬼は俺に、噓うそなんかついてなかった。ベロルが縊鬼を騙してたんだ）

　丈斗はあの時、縊鬼を引き止めなかったことを後こう悔かいした。

（信じてやれないにしろ、なにか方法があったはずだ。霧山さんなら、縊鬼の話からベロルの罠を見抜いたかもしれないのに……。俺はどうして、あいつを引き止めなかったんだろう）

　丈斗は遊天童子の言葉を思い出した。

　──『このツケは大きいぞ』──

（俺がどっちも選ばなかったからなのか？　もし、俺があの時、縊鬼を撃うっていたなら……）

　少なくとも、ベロルの罠にはまることはなかっただろう。

　ベロルは、霧山たちが縊鬼との死し闘とうで、力を使い果たすのを待っていたのである。

　くびれの森の地下に隠かくした魔ま法ほう円えんの力を、跳ね返されないように──。

（俺を妖魔兵器に改造する？　霧山さんを殺すだと？）

　ふざけるな！　言葉が、頭の中で弾はじけた。

　ぴくり、と小指の先が動いたような気がした。

（くそっ！　このまま捕つかまってたまるか！　霧山さんが死んじまったら、俺のせいだ！）

　丈斗は頭の中で、もがいた。

　けれど、金縛りは解けない。

（このまま、ベロルたちに連れ去られてたまるか！　ちくしょう！　ちくしょう！）

　脳のう裏りに家族の顔が浮うかんだ。両親と、妖怪になってしまった妹。そして──。

（夏芽！）

　小指の先が動いた。

　エノク語の呪じゆ文もんよりも精神を集中させることのできるその言葉を、丈斗は心の中で叫さけんだ。

　最大限の力を引き出すことのできる、その言葉を──。

（夏芽！　夏芽、俺に力をくれ！）

　体を覆おおっていた氷が砕くだけたかのように、金縛りが解けた。

　丈斗は拳こぶしを固く握にぎりしめ、両目を開いた。
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　丈斗は魔法円の中央に倒たおれていた。

　身を起こすと、まわりにいくつもの結界が複雑に交差しているのが見えた。

「タケちゃん……」

　背後で霧山の声がした。

「ほう、青きウロ虫の金縛りを解いたか」

　目の前の上空に、三人の男が浮かんでいた。忍にん者じやのように白い布のようなもので全身を覆い、いくつもの細い望遠レンズが突き出たようなゴーグルを顔に付けている。

　そのゴーグルの奥から、冷たい視線で、丈斗を見おろしていた。

「ベロル？」

「いかにも、我々はベロム・ダクロム資本結社。通つう称しようベロルだ」

　真ん中の男が言った。日本語である。

　丈斗は振りむいて、霧山を見た。

　小さな結界ドームの中で、意識の無いサヤを抱だきしめている。

　霧山の左足には、折れたスティックが突き立っていた。
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「霧山さん！」

「私はだいじょうぶ。でもサヤちゃんが……」

　サヤの方に、深い傷など見えない。

　腕うでを伸のばそうとしたが、ふたつの結界が、霧山たちと丈斗を遮さえぎっていた。

「エレメントの衝しよう撃げきで、心臓が止まってる。一時間以内に蘇そ生せいしないと、このまま……」

（このまま？　サヤが死ぬ？　九堂は？）

　見まわすと、魔法円から少し外れた後方に、九堂がうつ伏ぶせに倒れていた。

　下半身が無かった。切断されたのである。

　横倒しになった魔戦機のライトが、九堂の上半身から流れ出る鮮あざやかな赤い血の色を照らしていた。

　九堂も同じである。このままほうっておけば、蘇生できなくなってしまう。

「おまえたちが、やったんだな？」

　丈斗は怒いかりに震ふるえながら、三人のベロルを睨にらんだ。

「友達を死なせたくないなら、おとなしくその結界の中から出て来い。そして、これを腕につけるのだ」

　ベロルの手から投げられた手て錠じようが、結界にあたり、丈斗の一メートルほど手前へ落ちた。

　普ふ通つうの手錠ではないようだ。丈斗の力を無力化させる装置の付いた手錠らしい。

　丈斗は自分の周りに広がっている結界へもう一度、目をむけた。

　複雑に絡からみあった結界である。それはまるで、洗せん剤ざいの泡あわのように魔法円の中にいくつも乱立していた。

　霧山の作った結界であるが、使われているエレメントの匂においがちがう。

　戦せん闘とうの中でベロルの放ったエレメントを応用して、霧山がとっさに結界を作りあげたことを、丈斗は知った。

　無論、ベロルたちはその結界を破は壊かいするだけの力を備えている。けれど行動を起こそうとはしない。

　結界を破壊することによって、多くのエネルギーを消しよう耗もうすることを嫌きらっている。

　丈斗や霧山の反はん撃げきを警けい戒かいし、力を温存しておきたいのである。

「さあ、どうした丈斗？　早くしないと、娘むすめたちが死ぬぞ」

　ベロルたちはこのまま、何時間でも待つつもりである。

「霧山さん、結界を開けてください」

「タケちゃん……」

「俺、戦います」

　ベロルを睨にらんで、丈斗は言った。

「無理よ、タケちゃんひとりで戦える相手じゃない」

「他ほかに方法がありますか？　サヤたちを見殺しにして、ベロルたちが結界を壊こわすまで待つなんて戦い方、俺は嫌いやです！　絶対に！」

　霧山からは、なんの返答もなかった。もはや、有効な手だてがないことを、丈斗は知った。

「少なくとも、俺が負けて死ねば、あいつらの手先になる心配はなくなる！」

　丈斗は吠ほえるように言った。

　右みぎ腕うでが巨きよ大だいな爪つめを持つ虎とらの手へと変形してゆく。

「それに、三人のうちのひとりくらいは、蘇生できないくらい、嚙かみ砕くだいてやりますよ」

　容よう貌ぼうも、徐じよ々じよに変わってゆく。毛が後ろへ逆だち、瞳どう孔こうが猫の目のように丸く広がり青白い光を放つ。

「だから霧山さん、チャンスが来たら逃にげてください」

「我々と戦うだと？　命知らずの半妖よう怪かいが！　いずれにしろ脳を殺して、機械を埋うめることになっているのだ。ならばこの場で、それをしてやろう」

　宙に浮うかんだ三人が、肩かたを揺ゆらして笑いだす。

「霧山さん！　開けてください！」

　丈斗が怒ど鳴なった。しかし、霧山は小さく首を横に振る。

　勝てる見込みは薄うすい。それでなくとも、丈斗の右手の傷がどう影えい響きようするのか、わからないのである。

「霧山さん！」

　丈斗はもう一度、怒鳴ってから、結界に右手をむけた。内側からエレメントで撃うち壊こわそうとしたのである。

　それを知り、霧山は仕方なく丈斗を覆おおっていた結界を開いた。

「タケちゃんごめんね……。こんなことになって……」

　右手をベロルたちへむけながら、丈斗はゆっくりと結界の外へと出た。

「悪いのは俺です。謝らなきゃいけないのは、俺の方です」

　ベロルたちが、エノク語を唱えはじめた。自分たちの周りに結界を張りめぐらせ、まず丈斗の能力を見るつもりである。

　丈斗は、倒たおれている縊鬼へ近づいた。

「悪かった。おまえを信じてやれなくて……」

　並んでいる眼球の、数個だけが動き、丈斗を見た。

「私は騙だまされていた……。謝らなくてはならないのは……、私だ……」

　丈斗は縊鬼に刺ささっている槍やりを、左手で、一本ずつ抜ぬいてゆく。

「よせ丈斗……。私は、じきに死ぬ……。おまえの加勢もできない……」

「傷はそんなに深くないはずだ。手当てさえすれば、死ぬもんか」

「いや……。傷は深い……。私は、夢を無くした……。もはや、生きる気力もない……。多くの村人を死に誘さそった報むくいだ……。このまま……、死なせてくれ……」

「ふざけるな！　戦えよ！　悔くやしくないのか？　あんな奴やつらに負けて死ぬのか？　おまえは俺に教えてくれたじゃないか……。失った夢なら、また次を探せばいいって」

　丈斗は最後の一本を縊鬼の体から引き抜いた。

　しかし、縊鬼は動こうともしない。

「ならば丈斗……。私の妖よう魂だまを取れ……。そして奴らを撃て……。私にはもう、それくらいしか……」

「できるかよ、そんなこと！」

　丈斗はひとり、前へ進んだ。

「身の程を知らぬとは哀あわれだ。たったひとりで、我々と戦うことを決意するとは」

　結界で身を守ったベロルたちが笑う。

「残念ながら、ひとりじゃない」

　そう遊天童子の声が、後ろから聞こえた。

「まったく、旅館の結界から出るのに、手間どっちまったじゃねえかよ」

　とモーギの声が──。

「要いらない結界は、ちゃんと壊していってよね」

　そして、ミョウラの声がした。

「遊天……。いいのかよ？　俺に加勢しても？」

　丈斗は右手を前にむけたまま、振ふりむかずにたずねた。

「あたりまえだ。これでも俺は、おまえの先祖だぞ。妖怪に食われるなら仕方ないが、こんな宇宙人どものおもちゃにはさせない」

「俺様も一宿一飯の義理がある。加勢してやるぞ丈斗」

「なにが一宿一飯の義理よ。モーギの場合は、二十宿百飯くらいしてるじゃないの」

「そうゆうおまえもだミョウラ」

「まあそうだけど、私は別に義理なんて感じてないわよ。ダイエットがわりの運動よ！　運動！」

　ベロルたちは沈ちん黙もくし、すばやく妖よう魔ま術じゆつ用のスティックを伸のばした。

　危険を感じ、本気になったのである。

「行け丈斗！　最初の一発、おまえにやらせてやる！」

　遊天童子の言葉を耳にした丈斗は、叫さけび、そして走りだした。

　ベロルたちはスティックを振るい、結界の前へ九体ものエレメンタルを出現させる。

　三日月型の顔を持つ、鉄の兵士たちだった。手にした槍を構え、先せん端たんについている三日月型の刃はを光らせる。

「さあ、見せてもらおう。丈斗、おまえのその力を」

　ベロルが嘲あざ笑わらい、鉄兵の一体が丈斗の前へと進み出る。

　丈斗は撃った。

　怒いかりを込めて撃った。

　右手に溜たまっていたエレメントを使いつくす一いち撃げきだった。

　エレメントの一撃は、前へ出ていた鉄兵の胸を軽々と貫つらぬき──

　結界を突つき抜け──

　右みぎ端はしにいたベロルの頭を、跡あと形かたもなく吹ふき飛ばした。

　見たこともない強きよう烈れつな一撃に、生き残ったふたりのベロルは、呻うめき声をあげ、身を震ふるわせた。

「ばかな……。地球の半妖よう怪かいごときが……」

　腕うでの怪け我がなど、杞き憂ゆうでしかなかった。むしろ怪我によって、パワーアップしたと思えるほどの威い力りよくだった。

　そのため、丈斗は自分の撃ったエレメントの反動を押さえ切れず、大きく後ろへ飛ばされてしまった。

　飛んで来た丈斗を抱だき止め、遊天童子が言う。

「よくやった。あとは任せろ！　二発めのエレメントを溜めておけ！」

　すばやく獣じゆう化かした三人が、ベロルたちへとむかう。

　鉄兵たちが動く。しかし、それを操あやつるベロルがひとり死んだため、むかって来たのは六体だけである。

「雑ざ魚こに構うな！　丈斗を狙ねらえ！」

　ベロルのひとりが叫ぶ。

　だが──。

　獣化した遊天童子が跳はね、丈斗へむかおうとした鉄兵の首を切り飛ばした。

「誰だれが雑魚だって？」

「雑魚はおまえらだ！」

　モーギが吼ほえ、口から火の玉を吐はく。

　鉄兵の一体にそれがあたり、炎ほのおに包まれた。それでも、槍やりをかざしてモーギへと斬きりかかる。

　モーギは槍を横にかわし、炎に包まれた鉄兵の体を、頭のツノで突きあげた。

　とたんに爆ばく撃げきを受けたように、鉄兵の体がバラバラに弾はじけ飛ぶ。

　花火のように目ま映ばゆく、あたりに火の粉が散った。

　遊天童子とモーギの強さに、ベロルはたじろいだ。残った鉄兵、四体の動きが止まる。

　その隙すきに、そっと霧山の結界に近づく影かげがあった。ぬらりひょんの老人である。

　霧山の結界を叩たたいて言った。

「さあ早く、サヤちゃんをわたくしの背へ。旅館の方へ避ひ難なんさせておきますよ」

「お願いします」

「年寄りに戦せん闘とうは無理。わたくしにできるのはこれくらいですから」

　結界の一部を開き霧山は、サヤの体をぬらりひょんの背へ乗せた。

　一方──鉄兵たちは、遊天童子とモーギにゆく手を遮さえぎられたまま、丈斗に近づくことができない。

「ちょっとちょっと、私にも見せ場を作らせてよね」

　モーギの肩かたを踏ふみ台にして、ミョウラが飛んだ。

　鉄兵たちの真ん中へ──。

　いっせいに鉄兵たちが、ミョウラに斬りかかる。

「遅おそい！　遅い！」

　ミョウラは軽々と槍をかわし、右へ左へ、上へ下へと、舞まうように逃にげる。

「ほらほら、どうしたの？　こっち、こっち！」

　ミョウラの挑ちよう発はつに鉄兵たちのくりだす槍が速くなる。しかし、ミョウラにかすり傷ひとつ負わせることができない。

　やがて、一体の鉄兵が振ふるった槍の先が、

　──斬ざん！

　別の鉄兵の顔にあたり、鼻から上を斬り飛ばす。

「あーあ、やっちゃったー」

　と、ミョウラが笑う。

　ベロルが怒りにうめき声をあげた。しかし、熱くなればなるほど、ミョウラへの攻こう撃げきが荒あらくなる。

　鉄兵のひとりがまた、仲間の槍によって、右みぎ腕うでを肩から斬り落とされた。まだ戦えるが、もはや満足な力は発はつ揮きできない。

「よせ、やめろ！」

　ベロルがもうひとりのベロルを制した。

「相打ちになるだけだ」

　残った三体の鉄兵は、ミョウラへの攻撃をやめて身を引いた。

「あら、もうおわりなの？　もうちょっと遊んでくれないと、欲求不満になっちゃうじゃないの！」

　攻撃に転じたミョウラが、爪つめをむけて、三体へ飛び掛かかる。

　だがベロルたちは、鉄兵たちを消してエレメントを回収した。

　ミョウラの爪は、むなしく空を搔かく。

　その間に丈斗は、縊鬼からもらった小さな妖よう魂だまを左手から吸い込み、右手にエレメントを溜ため終わっていた。

「どいてくれミョウラ！」

　右手をベロルたちの結界へとむける。

「待って、タケちゃん！」

　霧山が丈斗を止めた。

　ベロルが不可思議な行動を取っている。

　撃うてと言わんばかりに、結界を開いているのだ。

（なんだ？）

　前へ突つき出されたベロルの手に、見覚えのある小さな球体が乗っていた。

「ガレイア……」

　丈斗がつぶやくと、霧山が大きくうなずいた。

「そう、ガレイア。エレメントが接せつ触しよくしただけで、暴発が起こるよ。撃っちゃダメ。馬首山が無くなるかもしれない……」

「果たして、それだけで済めばいいがな」

　ベロルが笑い、ガレイアを楯たてにして前へ突き出す。

「それがどうした！」

　遊天童子が叫さけび、ベロルへむかって飛んだ。

　続いてモーギも、ツノをむけながら突とつ進しんしてゆく。

「うおぉぉぉっー」

　だが、再び出現した結界に弾はじかれる。

　遊天童子の鋭するどい爪も、モーギのツノでさえ、そう簡単に破は壊かいできる結界ではない。

　一いち撃げきで突きとおすことができるのは、丈斗の右腕が放つエレメントだけである。

　しかし、撃てない。

（ガレイアに接触させずに、ベロルの頭を撃ち抜ぬければ……）

　だが、確実にそれができるという自信はない。失敗すれば、なにが起こるかわからないのである。

（すべてが、ぬだらべになる……）

　遊天童子とモーギが、ベロルの結界を破ろうと、攻撃を加え続けている。

　結界が揺ゆれ、火花が散るが、その効果は薄うすい。

　ベロルがガレイアを撫なでながら、呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「タケちゃん！　手て錠じようをつかんで！　早く！」

　霧山が叫んだ。ベロルが丈斗に投げた、装置のついた手錠を指さしている。

（えっ？）

　丈斗は意味がわからないまま、落ちているその手錠へ飛びつき、両手でつかんだ。

　不可思議なエレメントが飛んだ。ベロルの手にしていたガレイアの中からである。

　それは、細いイナズマが数本、走り出たかのように見えた。

　ベロルたちの結界を突き抜け、遊天童子、モーギ、ミョウラ、そして丈斗を次々と撃つ。

　なんの衝しよう撃げきも、痛みもなかった。

　しかし次の瞬しゆん間かん、体じゅうから力が抜けた。

　丈斗は前のめりに倒たおれ、立ちあがることができない。足あし腰こしに、まったく力が入らないのである。

　遊天童子たちも同じだった。獣じゆう化かが解かれ、その場へ崩くずれてゆく。

　ガレイアから発射された不可思議なエレメントが、丈斗たちの妖よう力りよくを無力化したのである。

　ベロルが結界を開き、丈斗へむけて銃じゆうのような物をむけた。

　丈斗はそれを睨にらんだまま、動くことができない。

　いや、両りよう腕うでの肘ひじから先だけが動く。

　手錠をつかめと、霧山が叫んだその意味を理解した。攻撃をやわらげる仕組みが、手錠の装置についていたのである。

　丈斗は、左手で身を起こし、右手をベロルたちへむけた。

　しかし、撃てない。ベロルがガレイアを楯にしている。そればかりではない。

　右腕の中で、エレメントが暴れている。

（ダメだ。このまま無理に撃っても、腕が暴発するだけだ！）

　はっきりとそれが、丈斗にはわかった。

　ガレイア攻こう撃げきの作用が、まだ抜けていないのである。

「丈斗、おまえは同どう胞ほうを殺した。もはや連れて帰るわけにはいかない。ここで死ね！」

（撃たれる！）

　丈斗はとっさに目を閉じ、結界を作るエノク語を唱えた。

　だができあがった結界は、ひどく弱いものだった。それも、ガレイア攻撃の影えい響きようである。
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（ダメだ。やられる！）

　そう丈斗は思った。しかし、ベロルから放たれた一撃は、結界に弾かれ、横へそれた。

　丈斗の結界ではない。霧山が丈斗を守るため、とっさに作った結界である。

「がんばってタケちゃん！　右腕は、すぐに撃うてるようになるから！」

　状じよう況きようはふりだしに戻もどったかのように思えた。

「一度でも使ったガレイアはね、しだいに力が弱くなってゆくの。五分も過ぎれば、エレメントの一撃が接せつ触しよくしても平気になるよ」

「五分……。それだけ待てば、あいつらを思う存分、撃ってもいいんですね？」

「そうよ」

　体の力は入らないが、腕の震ふるえは収まりだしている。

　丈斗はベロルたちを睨んだ。

「我々が、このまま黙だまって死を待つとでも思っているのか？」

　ふたりのベロルが別々の呪文を唱えはじめる。

　ベロルたちの背後に、黒い煙けむりの塊かたまりが広がりはじめた。

　丈斗がときおり目にし、「ぬだらべ」だと思っていた現象である。

「霧山さん、あれは？」

「あいつらの移動手段よ。時空間のひずみを利用して、別の場所へ瞬間移動することができるの。空間に異常を残すから、メラ星ではもう使用が禁止されてるのに」

　それを使ってベロルたちが、だいぶ前から自分の動向を監かん視しして狙ねらっていたのだということに、丈斗は気づいた。

　唱えながらベロルが手を開き、ガレイアを突つきだす。ガレイアが、回転しながらベロルの手の上へ浮うかんだ。

　それを見て、霧山が舌打ちする。

「霧山さん？」

　丈斗が問いかけると、霧山は苦しげに答えた。ベロルたちが、なにをやろうとしているのかを。

「ガレイアを破は裂れつさせて、私たちを殺すつもりよ。ベロルたちは、時空間のひずみに逃にげこんで無事……」

　ガレイアは妖怪たちのエレメントを吸い取り、無力化することを目的に作られた武器である。だが使い方を誤ると、吸い込んだエレメント同士がぶつかりあい、核兵器のような爆発を引き起こす。

　ベロルたちは故意に、ガレイアを爆発させようとしているのである。

　地球上での被害がどのくらいになるのか、誰にもわからない。少なくとも、馬首山は消え失うせるだろう。

「くそっ！　霧山さん、どうすれば？」

「タケちゃん動ける？」

　丈斗は力なく首を横に振った。その動作さえ、思うようにできない。

　ベロルの手から、ガレイアがしだいに離はなれてゆく。

　霧山は結界を解いて、走りだした。ガレイアにむかって──。スティックの刺ささった左足を引きずりながら。

　他ほかに方法がなかった。

　霧山の行動に気づいたベロルが、笑みをこぼす。

　二十メートルほどの距きよ離りがあり、霧山が辿たどりつく前に、爆ばく破はできることを計算してのことである。

「さようなら、アルフィーナ」

　それが霧山の本名である。ベロルが軽く手をあげ、背をむけた。

　大きく広がった時空間の黒いひずみの中へ入るために。

　その時──。

　すばやくガレイアに飛びついた影かげがあった。ベロルたちの横からである。

　霧山ではない。彼女はまだ、その距離の半分にも達していなかった。

　ガレイアに飛びついたのは、縊鬼だった。

　飛びつくと同時に、縊鬼はガレイアを飲みこむ。

　ベロルが思わず、エノク語で叫さけんだ。縊鬼を示す単語である。

　ガレイアを飲みこんだ縊鬼の体内で、凄すさまじいエレメントが暴れ出した。まるで大きな生き物が腹の中にいるかのように、縊鬼の体を内側から激しく押しあげる。

　ぼこり、ぼこり、と泡あわがふくれるように、縊鬼の体が変形してゆく。

　眼球の並んだ巨きよ大だいな両足が生え、両りよう腕うでが体内から突き出る。両腕の先には三本の鋭するどい爪つめが生えていた。

「ベロル……」

　苦痛に堪たえながら、縊鬼は怒いかりに満ちた無数の視線をベロルへむけた。

　ベロルたちは、急いで結界を張り、時空間のゆがみの中へ逃げ込もうとする。

　振ふり降ろされた縊鬼の爪が、軽々と結界を砕くだいた。そのまま、ベロルのひとりを十字に引き裂さき、四つの肉片へと変えてしまう。

　遊天童子たちにすら壊こわせなかった結界である。ガレイアの力を得て、縊鬼はぬだらべと化していた。

「やめろ。我らはおまえの主人だ！」

　最後のベロルが、縊鬼の体に種ムーを続けざまに撃ち込みながら、怒ど鳴なった。それで縊鬼の精神を、コントロールしようとしたのである。

　しかし縊鬼の精神は、もはや正常ではなかった。

「ご主人様……」

　言いながらベロルの頭をつかみ、やわらかい果くだ物ものかなにかのように、ゆっくりと握にぎり潰つぶしてゆく。

　そして、縊鬼は叫んだ。

「私は戦士だ！　希望の光に闇やみが躍おどる！　集つどえ死よ。その正義という名の、邪じや悪あくな宗教の下に。私に必要なのは、一ひと滴しずくの水と、一いつ瞬しゆんの光！　答えろ！　おまえは戦士か？」

　体をゆすり、縊鬼は丈斗の方へむいた。

　すべての眼球が小刻みに動き、焦しよう点てんがさだまっていない。

　気のふれた殺気を、丈斗は感じた。

「タケちゃん、撃うって！　このままだと縊鬼ごとガレイアが暴発する」

　霧山の言葉に、丈斗は右みぎ腕うでをあげた。

「撃っても、平気なのか？」

「撃てば、縊鬼の体の中でガレイアの力と打ち消しあう。小さな爆ばく弾だんをひとつ破裂させたくらいの衝しよう撃げきで済むから、あとは結界で防げる！」

　丈斗は縊鬼へ、狙いをつけた。

（かんべんしろよ！　俺が撃たなくても、おまえは死ぬんだから）

　しかし、撃てない。右腕がその力を回復していない。

「ダメだ。腕がまだ……」

　あと、ほんの十秒ほどであると、丈斗には確信があった。

「偉い大だいなる戦士よ。私にそのやすらかな、死顔を見せてくれ。私の血に染まった花束を、捧ささげよう」

　爪をむけ、縊鬼が丈斗へと走りだす。

（間に合わない！）

　右腕の回復よりも、確実に早く、縊鬼の爪が丈斗の頭を砕くだろう。

　逃げたくとも、体が動かない。

　結界も役には立たない。

　丈斗はぼんやりと、自分の死を覚かく悟ごした。

（ごめん、夏芽……）

「やめて！」

　丈斗と縊鬼の間に、叫びながら小さな人影が走りこんで来た。

　美也乃だった。

　縊鬼は一瞬だけ足を弱めたが、

「邪じや魔まをするな！」

　と叫び、美也乃へむけて爪を振りあげた。

「やめて！　やめて父さん！」

　美也乃は両手を広げ、縊鬼をそう呼んだ。

　振り降ろされた縊鬼の爪が、美也乃の顔の横で止まった。

「美也乃……」

　それが、呪のろいを解く究極の単語だったかのように、縊鬼は正気を取り戻もどした。

　しかし、すぐに体内で脹ふくれあがるガレイアによって、正常な思考が奪うばわれてゆきそうになる。

「やめて！　もうやめて父さん！　お願いだから……」

　美也乃は怪かい物ぶつに成り果てた父親の体を抱だき締しめた。

（父親？　縊鬼が美也乃の？）

　答えを求めて丈斗が視線をむけると、霧山はなにも言わず小さくうなずいた。

（知ってたのか？　どうして教えてくれなかったんだ？　俺が、縊鬼を殺せなくなるからか？）

　右腕のエレメントがどうにか落ち着いた。撃つことができる。

　丈斗は右腕を縊鬼へむけた。

　しかし……。

「撃って！　時間がない！」

　霧山が叫さけんだ。

「ダメだ！　美也乃に当たる」

　たとえ当たらなくとも、縊鬼の爆ばく発はつに巻きこまれて命はない。

「タケちゃん……」

　美也乃を助ける方法はない。殺すしかない。霧山はそれを、口にすることができなかった。

「逃にげるな丈斗、撃て！　このままだと日本列島に穴があくぞ」

　遊天童子の声だった。傘かさを杖つえにして、どうにか身を起こしているが、まだ立ちあがることもできない。

「俺に、俺に美也乃を殺せって言うのかよ！」
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「そうだ。それとも、ここで全員を殺す気か？　丈斗、撃て！　もう逃げるな！」

　縊鬼は壊こわれてゆく精神に堪たえながら、美也乃の体を横へ押し飛ばした。

「……撃ってくれ丈斗！」

　しかし、美也乃はすぐに起きあがり、縊鬼へ抱きついてしまった。

「父さん！　もう、私をひとりにしないで！」

　縊鬼は美也乃を抱き締めて、轟とどろくような叫び声をあげる。

　美也乃が、満ち足りたような表情を丈斗へむけた。

　そして小さくうなずき、両目を閉じる。

　丈斗は撃った。

　叫びながら撃った。

　もう、どうすることもできなかった。

　エレメントの一いち撃げきが、美也乃と父親の体をつらぬき、夜空へと流れた。

　まばゆく──。







　終章







　　　　１




「美也乃ちゃんはね、タケちゃんと同じように、もともと妖よう怪かいを見ることのできる体質だったんだよね。だから、父親が妖よう魔まになったことも、母親を殺したことも、ぼんやりと知ってた」

「ぼんやりと？」

「力が覚かく醒せいしていなかったから、はっきりとじゃなくて、頭の隅すみでなにか変だ、くらいにぼんやりとね。そのすべてがはっきりして妖怪を見れるようになったのは、父親の縊鬼が美也乃ちゃんを使って、タケちゃんを罠わなにはめようとした時だよ」

「崖がけから飛んだあの時……？」

「そう。美也乃ちゃんはあの時、自分の意志で飛んだ。すべてをはっきりと理解して、現実に堪えられなくなって、本当に死のうとしたのよ」

「……俺、あの時、美也乃を助けなければよかった」

「そんなことないよ。タケちゃんのしたことは正しかったよ。美也乃ちゃんも、縊鬼も、タケちゃんに感謝しているはずだよ」

「でも俺、美也乃を殺した。妖魔はたくさん殺したけど、人を殺したのは……初めてだ」

「……。タケちゃん、自分を責めないで。ああするしか、仕方なかったんだから……」

「わかってます。ただ……。霧山さん、俺、当分クラブには出ませんよ。今は、誰だれの顔も見たくないから……」

「うん、わかった。でも、悪いのはすべてベロル。タケちゃんのせいじゃないよ」

「……ベロルはきっとまた、俺を狙ねらって来ますね？」

「……たぶんね。少し前までは、もっと控ひかえ目に悪事をしていたのに……。代表が変わったからかもしれない。もう見過ごすことのできない犯罪組織になった」

「メラ星の法律で、どうにかなりますか？」

「一部の役人と結けつ託たくしているから、それも難しいのよね。でも、心配しないで。おなじようなマネは、私が絶対にさせないから」
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　窓ガラスに白い雪があたり、すばやく溶とけて流れ落ちてゆく。そこにとどまることを拒こばんでいるかのように。

　十二月の初めに降る雪は、積もることもなく、ただ街を冷えきらせてゆくだけである。

　丈斗は自室のカーテンを閉ざし、温めたオートミールをスプーンでかきまぜた。

　食事には妖怪の知能を高める効果があるという。確信はないが、丈斗は毎日、オートミールのような流動食を温めた。

　ひと口ふた口しか食べないこともわかっていたが、丈斗にはそれが、大切な儀ぎ式しきのようになっていた。

　オートミールを冷ましながら、小さなスプーンですくって、夏芽の口元へと運ぶ。

　無表情のまま、夏芽は小さく唇くちびるを開き、それを受け入れる。

　夏芽の上半身は、人間の姿に戻もどっていた。下半身はまだ、白く固い巻き貝のような殻からに覆おおわれている。

　言葉はまだ話せない。

「夏芽」

　と呼び掛かけると、ときおり丈斗に微笑ほほえむことがある。それだけである。質問にうなずくような反応さえも見せない。

　知能がまだ、戻っていないのである。

　いつものように、ふた口めのオートミールを含むと、もう夏芽は唇を開こうとはしなかった。

「もういいのかい夏芽？」

　返事はない。丈斗も、返事を期待してはいない。

「寒くないかい？」

　夏芽の肩かたに毛布をかけ、丈斗はそっと、その上から抱だき締しめた。

「夏芽……。笑われるかもしれないけど、俺の夢、夏芽と遊園地に行くことなんだ。遊園地に行って、ふたりで観覧車に乗ろう……」

　丈斗はぼんやりと思った。

　ふたりで観覧車に乗った時、そこにどんな景色が見えるのだろうかと──。

（きっと馬首山が見える。俺はまた、思いだすだろう。あの時の光景を。美也乃を殺した、あの時の感かん触しよくを……）

　丈斗は夏芽の肩に、顔をうずめた。

「それから、それから俺、ひとり残らずつぶしてやる。ベロルの奴やつらを。必ず……」
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　ポストに入っていた招待状の日時は、十二月二十四日の二十二時になっていた。

　差出人は書かれてなかったが「タケちゃんへ」とあったので、誰なのかはすぐにわかった。

　丈斗は自転車を押して、暗い坂道を昇のぼってゆく。汚よごれた初雪がゴミのように、街灯の下に残っていた。

　やがて、紅椿学園のクラブ校舎が見えて来た。

　クラブ校舎の裏庭が、招待状に書かれた指定場所である。

　結局、二学期中は一度も、丈斗はクラブに顔を出さなかった。学園の中で、サヤや九堂と出くわすこともあったが、軽く手を振るくらいで、会話もしていない。

　強く避さけていたというわけでもない。ただ、なんとなくタイミングがあわなかったからである。

　気をきかして丈斗を避けていたのは、サヤたちの方なのかもしれない。

　あたりはひっそりとしており、クラブ校舎の窓にも明かりはなかった。

（妖怪のいたずらだったかな？）

　丈斗が半妖よう怪かいというめずらしい形態のまま力をつけたことに驚おどろいた妖怪たちが、ラブレターやパーティの招待状のような物で、おびきだすことがよくあった。

　腕うでに自信のある妖怪たちが、丈斗が自分より強いかどうか確かめようとするのである。

　そうだとわかっていながら、丈斗は妖怪たちの誘さそいに乗った。妖よう魂だまを集めるためである。

　けれど、天てん狗ぐや鬼おになどの位の高い妖怪たちが来るようになってからは、めったに戦うことはなくなった。

　戦う前に、丈斗の力量を読み、「失礼しました」と降参してしまうからである。

　そのたびに、妖怪たちは様々な宝を丈斗に押し付けて去って行く。壊こわれた笛や、錆さびだらけの小刀などであり、少しも宝に見えない。

「これは、すごいものだ」

　遊天童子はそう言うが、いったいどうすごいのか、たずねても教えてはくれない。

「むやみにこの力を使うと大変なことになる。今は知らない方がいい」

　と、言うばかりである。

　丈斗は暗い廊ろう下かを進み、とりあえず妖魔術クラブの部室の前まで行ってみた。

（あれ？）

　明かりは無かったが、中に潜ひそんでいる人の気配を感じた。

　ドアノブに手をかけると、鍵かぎも外れている。

　丈斗は身構えながら、そっと扉とびらを開けてみた。

　パン！　パパパ、パン！　パン！

　と、中から軽い銃じゆう声せいのようなクラッカーの音が響ひびき、

「メリークリスマス！」

　というふたりの声と共に、部室に明かりがついた。

「遅おそいですよ雨神さん。二分の遅ち刻こくです」

　眼鏡めがねのふちを指であげながら、九堂があいかわらずの小言を丈斗に飛ばす。

　遮さえぎるように「雨神さん、早く早く」とサヤが丈斗を部室の中へと引っ張り、強引にウサギの付け耳を頭へ乗せてしまう。

「なんだよ、まだ廃はい止ししてなかったのかよ、この極ごく悪あくな会則」

「当然でーす」

　と、サヤが笑う。

「なにが当然なんだよ。民主的な多数決はどうなったんだ？」

「霧山先せん輩ぱいが賛成してくれたから、民主的ですよ」

「それで、その霧山先輩は？」

「もうまもなくのはず」

　九堂が時計に目をやりながら言う。

「なにかはじまるのか？」

「そんなことよりも、雨神さんのクラブ復帰を祝して乾かん杯ぱいでーす」

　丈斗にグラスを持たせ、サヤが子供用のシャンパンを注ぐ。ビンの底が天てん井じようをむくほど乱暴な注ぎ方である。

「おい待てよ」

　止める間もなく、あっという間にグラスから溢あふれだす。

「あーん、もう、雨神さんの下手へたくそ」

「注いだのはおまえだろ！」

　ふいに、巨きよ大だいな妖よう気きを感じた。窓の外からである。

　丈斗はグラスを机に置いて、部室の窓を開けた。

　裏庭に遊天童子たちがいた。

　ミョウラと手をつないだ妹の姿までもある。

「お兄ちゃーん」

「妙子！　どうして？」

「たまには外の世界も見せてあげないと、悪い妖怪になっちゃうんだからね」

　と、ミョウラが叱しかるように言う。

「行くぞ丈斗。早く来い」

　遊天童子が呼ぶ。

「行くって、どこへ？」

　モーギが上を指さした。

「上だ。聞いてないのか丈斗？　霧山の船で夜空のドライブだぞ」

　丈斗は上を見あげた。

「先輩の船が来たみたいですね」

　船を牽けん引いんする巨大な宇宙妖よう怪かいの気配を感じとったサヤが、丈斗の横に来て空を見る。

「雨神さんには、船の操作方法も覚えてもらわなくてはなりません。なにせ敵は、異星から来るベロルなのですから」

　言いながら九堂も、視線を空へむける。

　しかしまだ、宇宙船の姿は見えて来ない。

　ただ澄すんだ冬の星空だけが、丈斗の頭上、どこまでも遠く広がっていた。
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放課後退魔録外伝　どうどうめぐり















「どうやらこの妖よう怪かい、人をひとり飲み込んでいるようですね。ほら、レーダーに人ひと影かげらしきものが」

　切りカブに腰こしを据すえ、膝ひざの上でノートパソコンを叩たたきながらそう言った九堂よしえが、きらりと眼鏡めがねを光らせた。

　バニーガールのようなウサギの付け耳を頭に立てた桜宮サヤが横から、モニターを覗のぞきこんで声をあげる。

「えっ！　人食いなんですか？　それじゃあ妖怪さんじゃなくて、妖よう魔まじゃないんですか先せん輩ぱい？　だったら、さくさくっと退治しちゃいましょう。今日は七時から見たいテレビがあるんです」

「まあ、おまちなさいサヤさん。体内に人を飲み込んでいるとはいえ、消化している様子はないのです。妖魔と認定し、退魔の儀ぎ式しきをほどこすのは時じ期き尚しよう早そう」

　ふたりは、前方に広がるテニスコート二面ほどの原っぱへと視線をむける。そよ風と暖かい春の陽ひ射ざしに包まれた、眠ねむくなるほどのどかな景色だった。

　けれど、原っぱ全体を覆おおうほどの巨きよ大だいな妖怪が、そこに存在していると九堂のパソコンが示している。

「でも先輩、飲まれてる人をこのままにしておくわけにはいきませんよね？」

　そこはクラブ校舎から校門への近道として、日に多くの生徒が横切る原っぱであり、被ひ害がい者しやが増える可能性も高い。

「さっそく妖怪の体内を調べ、救出しましょう。それが、わたくしたち紅椿学園・妖魔術クラブの使命なのです。──と、それはさておき。サヤさん。その草むらに隠かくしてある大きな包みは何なのですか？　もしかして……、またなのですか？」

「だって、だって、つぶらな瞳ひとみで私を呼んでたんです。値段も手て頃ごろで……」

　草むらから、ひと抱かかえほどもある大きな紙包みを引きずり出し、サヤはバリバリと包みを破いた。出て来たのは、白く大きなウサギのヌイグルミである。

「ほら見てください先せん輩ぱい。このつぶらな瞳！　きゃーっ。かわいい！　そしてこの手なんかくたくたしてて、とってもキュート！　いやーン、たまんなーい！」

　サヤはヌイグルミを抱だき締しめ、頰ほお擦ずりをし、幸福そうな笑えみを浮うかべた。

「ダメです。もはや、一匹ぴきたりとも部室にウサギを入れるわけにはいきません」

「でも九堂先輩、部室に置いてもらえないと、この子、行き場がないんです」

　部屋をひとつウサギグッズで埋うめてしまったサヤの家では、すでにウサギグッズ購こう入にゆう禁止令が発動されていた。そのため、サヤは新しく購入したウサギグッズを部室のクロゼットへとしまいこんでいたのである。

　しかし、その限度も超こえた。クロゼットはドアが閉まらず、隙すき間まからウサギの耳が何本も飛び出た状態となっている。

「約束したはずですよサヤさん。部室に持ち込めるウサギの数は、クロゼットに納まるのが限度と」

「それじゃあ、先輩の生徒会役員の権限を乱用して、用具室をもらってください」

「サヤさん、わたくしたちは郷土研究クラブと名を偽いつわり、肩かた身みの狭せまい思いをしながらあの部室を使用しているのですよ。それなのに、ウサギで一いつ杯ぱいにした用具室を、いったいどう説明するのですか？」

「それじゃあ、いっそウサギ研究クラブに改名してはどうでしょうか？」

「サヤさん！」

「じゃあ、この子を入部させてください」

　九堂が顔をしかめると、サヤはウサギの腕うでを背後から動かしながら、声こわ色いろで言った。

『おいらヌイグルミじゃないぜ。トムってんだ。入部するから、よろしくな！』

「そんなことしても無む駄だです。却きやつ下かです」

『なんだよ。そんなこと言うなよ九堂。ウサギだからって、差別すんなよな。そんなだから、彼氏ができねえんだぞ』

　すかさず、九堂の回し蹴げりがトムに炸さく裂れつした。

「てェい！　無礼なことを言うと、ウサギとて許しませんよ！」

　軽々と飛んだトムを、サヤが急いで抱き起こす。

「だいじょうぶですかトムくん！」

『ぬかったぜサヤ。おいら、もうダメだ』

「死んじゃダメです！」

『死ぬ前にサヤ……、一発やらせろ！』

「ああーん、ダメですトムくん」

『へへっへ、どうせ減るもんじゃなし』

「いやーん、ダメですダメですーゥ！」

『さきっぽだけだ。全部は入れねえ、さきっぽだけでいいからさ！』

　ヌイグルミといっしょに転げ回っているサヤに、九堂のハリセンの一いち撃げきが飛ぶ。

　パーン！

「この、スカポンタン娘むすめ！」

　──と、ふたりが騒さわいでいる横を、足早に野球部員が原っぱを横切ってゆく。

　九堂は急いで、パソコンにもどりそのデータを入力した。

　野球部員が何事もなく原っぱを抜ぬけると、続いてふたりの女子が通る。

「先せん輩ぱい、本当に妖よう怪かいがいるんですか？　なんか全然そんな気配がないんですけど」

「このデータをよくごらんなさい。野球部員は、直線コースで横切ったのに、女学生たちは大きく蛇だ行こうしてますよ」

「自己意識、の問題ですか？」

「そう、しっかりと目的を持って行動している者に、妖よう力りよくが通じないのと同じです。ぼおっと歩いていると、この蛇行が大きくなり、やがては同じ場所を周回するまでになるのです。おそらくこの妖怪はどうどうめぐりの一種。ではサヤさん、妖怪の体内へ突とつ入にゆうしてください」

「えっ！　私ひとりで行くんですか？」

「サヤさん、このくらいの妖怪に怖おじ気けづいてどうするのです。近いうちにわたくしたちは、地下校舎の恐おそろしい妖よう魔まと戦わなくてはならないのですよ。場合によっては、魔戦機の実戦投入もありえるほどの強敵」

「でも先輩、これもやっぱり、命がけにはかわりないのですから、あのー、そのー、ご褒ほう美びとして、トムくんを……」

「却下です。さー、行くのです」

「はーい」

　不満そうに返事をして、サヤは、妖怪の横たわる原っぱへと歩みだした。小声でエノク語を唱えながら──。

　妖怪との同調率が高くなり、やがてサヤの姿が霧きりに包まれたように見えなくなって、消えた。

　九堂はモニターでサヤの位置を確認しながら、その帰りを待つ。

　しかし──、十分が過ぎ、二十分が過ぎても、一向にサヤは戻もどって来る気配を見せない。ぐるぐるといつまでも、原っぱの中を周回し続けているのである。

　痺しびれを切らした九堂は、携けい帯たい電話でサヤを呼んだ。

「どうしたのですかサヤさん？」

『九堂先輩すごいです。縁えん日にちなんです。屋台がいっぱい出てて、ウサギさんをたくさん売ってるんです。あ、ウサギさんのお面！』

「サヤさん、あなたが幻げん惑わくされてどうするのです。それらはすべて妖怪の見せている幻げん想そうですよ。いつまでも徘はい徊かいしていると、妖怪にされてしまいますよ！」

『でも……。あ、大きなウサギさんが来た！』

　九堂の言葉を少しも聞かず、サヤがはしゃいでいる。

　仕方なく、九堂はエノク語を唱えながら、小型装置を使い退たい魔ま円えんのレーザービームを原っぱの中心へと照射した。

　寝ねぼけたように、うっとりとした表情のサヤの姿がそこにあらわれ出る。

「あれ？　九堂先輩？　ウサギさんの屋台、どこにいっちゃったんですか？　のらくろのお面を被かぶった男の子、どこですか？」

「のらくろのお面？　妖怪に捕とらわれているのは、男の子なのですか？」

「お母さんを捜さがしてるって言ってたんです。私、いっしょに捜す約束して……」

　戻って来たサヤから、九堂は縁日と男の子の様子を詳くわしく聞き出した。

　そして、すぐにひとつの決定を下す。

「退魔はやめです。この妖怪はこのままにしておきましょう」

「えっ？　どうしてですか先輩？　あの男の子を見捨てるんですか？」

「縁日の時代がやけに古すぎるのです。おそらく昭和初期の風景。つまりサヤさんの見た男の子は、その時代からずっと、妖怪の中をめぐっているのです。ですので、もはや半妖怪です。下手へたに現世へ戻せば、妖魔となってしまう危険があります。このまま、そっとしておきましょう」

「でもまた、誰だれかここにハマりますよ」

「ハマる者が悪いのです。そのような自己意識の薄うすい者は、いずれどこかで妖魔の餌えさとなります。ほっておきましょう。ということで一件落着。撤てつ収しゆうです」

「はーい、先輩」

「明日は、雨神さんの家に朝がけですよ、わかってますねサヤさん」

「五時起き、つらいです」

「頼たのみごとは、朝、相手がぼおっとしている時がいいのです。家の前で待ち伏ぶせして、一気に彼を入部させてしまうのです。雨神丈斗、彼の潜せん在ざい能力、地下校舎の妖魔を退治するにはなんとしてでも欲しい力です」

　ノートパソコンをカバンにしまおうとした時だった。ふたりは同時に、その強い妖よう気きを感じた。

「来ます！」

「地下校舎の妖魔？　なぜここに？」

　エノク語を唱えながら、結界の魔ま法ほう円えんを足元に照射するのがやっとだった。

　だがそれで、姿の見えない妖魔は、ふたりに手を出すことができなくなり、結界の周りをゆっくりとまわりはじめた。

　強い妖気を発しながら──。

「地下校舎に手を出すなという、わたくしたちへの警告ですね。ちょこざいな」

　九堂は退魔の護ご符ふをポケットから取りだし、結界から外へ突つき出した。

　護符から、眩まばゆい光が四方へ飛ぶ。

　とたんに、悲鳴のような声をあげ、妖魔の気配が一気に逃にげ去ってゆく。

　同時に、護符が九堂の手から落ちた。

　ぱらぱらと、数本の白い棒のような物といっしょに──。

「あ、九堂先輩、指が！」

　見ると九堂の右手は、親指だけを残してあとの四本が、根元から斬きり取られて無かった。妖よう魔まが逃げるまぎわに、鋭するどい爪つめで切り裂さいたのである。

「ふっ、これくらいのことで怖おじ気けづくわたくしたちではありませんよ。この借り、倍にして返してあげましょう。サヤさん、わたくしの指、拾っておいてください」





ＥＮＤ　　









　あとがき




「どうどうめぐり」は、雑誌ザ・スニーカーに掲けい載さいされた短編で、丈たけ斗とに会う前の九く堂どうとサヤの活かつ躍やくを書いたものです。

　ですので、一巻と二巻を同時に買われ、これから読むつもりの読者さまは「どうどうめぐり」を先に読んでから、一巻、二巻と読むのも一興かと存じます。

　さて、本作品を読み終わった読者様の関心は、果たして、三巻めが出るのかどうかということになると思いますが、ここで、はっきりと作者の決意を述べさせていただきます。

　作者は………




　ビリ、ビリビリ、ビリリリッ──。




「あっ！　九堂先せん輩ぱい、いいんですか？　勝手に作者さんが書いたあとがきを破ったりしても」

「いいのです。どうせ、脱だつナンチャラとか、タカビーな戯ざれ言ごとしか書かれてないのですから、重要なのは、最後に書かれているこの謝辞くらいです。




　※謝辞。小説家であり研究家でもあられる健たける部べ伸のぶ明あき様の書かれた発表前のレポートを、資料として使わせて頂きました。




　あとはゴミ箱に捨て、前回同様、わたくしたちが紙面を乗っ取りましょう。さあ、サヤさん、目もく撃げき情報のお礼を皆みな様さまにするのです」

「はーい、先輩。えーと、たくさんの妖よう怪かい目撃情報、ありがとうございまーす。頂いた情報はすべて、作者さんのホームページに掲載してますので、見に来てくださいね。インターネットをやってない方は、ごめんなさい。やってるお友達に見せてもらってくださーい」

「引き続き、募ぼ集しゆうと公開を続けますので、よしなに。ホームページのアドレスは、


　http://www.jali.or.jp/club/okamoto」



「ちなみに、作者さんのはずかしい日記も公開されてますので、必見でーす。ところで先輩、作者さんはどこに……、あ、こんなところに、頭を割られて落ちてる。また先輩が、漬つけ物もの石で殴なぐったんですね？　なにも蓋ふたが開いて中身が出ちゃうほど、連打しなくてもいいと思いますけど」

「なにを言うのです。わたくしが来た時にはすでに、作者はその状態だったのです。犯人はわたくしではありませんよ」

「本当にそうなんですか？　だとしたら、なんかテレビの二時間ドラマみたいな展開ですねー」

「ちょうどよいので、これを読者プレゼントのクイズとしましょう。中身が出るほど作者の頭を殴った犯人は誰だれか？」

「たぶん、作者のホームページの中にもヒントがあると思います」

「クイズの応おう募ぼ締しめ切りは、二〇〇二年一月末日くらい。ぬだらべの感想と住所氏名を添そえて、電子メール、もしくはスニーカー編集部まで送るのです。作者の気がむいたら、正解者の中から抽ちゆう選せんで、数名につまらない物を差しあげるかもしれません」

「どうして、そんなにアバウトなんですか？　その、つまらない物ってなんですか？」

「秘密です。ちなみにわたくしは、ぜんぜん欲しくありません」

「そんなにつまらない物だと、嫌いやがらせにしかならないんじゃないんですか？」

「わたくしたちにはどうでもよいことです。さあ、帰りますよサヤさん」

「はーい、先輩」




※記載したＵＲＬは２０１５年５月現在のものです。
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